


ごあいさつ 
 

本年度は「平成から令和」へと新たな時代を迎え、当館におきましても社会や時代の

ニーズに対応した教育普及事業をより広く、より深く展開し、県民の皆様に親しんでも

らう博物館を日々目指しております。 

 

さて、博物館は様々な資料を分かりやすく展示し、多くの人々にご観覧いただくこと

を大きな使命としていますが、同時に 21 世紀の博物館づくりである、地域や様々な団体

との「対話と連携の博物館づくり」が求められています。近年、博物館を訪れる来館者

のニーズはますます多様化し、利用者はそれぞれが様々な目的を持って来館します。こ

のような来館者のニーズに対して、より高い満足度をもって応えていくため、当館では

今年度も多くの博物館事業を実施してまいりました。その中で、来館者への学習プログ

ラム等の提供を行う教育普及活動では、テーマを「来館者がよろこぶ博物館」をスロー

ガンとして掲げ、大きく二つの事業を推進してきました。 

 

一つ目は、平成 29 年度（2017）から実施している学校連携モデル研究事業です。地域

と博物館との連携のモデルをめざし、学校団体支援体制の強化を推進し、学校団体受入

の充実を図りました。「出前授業等」では、学芸員と教師が連携した授業を小･中･高等学

校で実施することができました。 

 

二つ目に博物館が企画運営する事業として、現在登録されている博物館ボランティア

のスキル向上を図る目的で、9 名の展示解説ボランティアを育成し、学校団体支援体制

の強化を推進・接遇サービスの向上につなげました。 

 

また、文化講座におきましては、「極低温の不思議な世界」を皮切りに全 10 回実施し

ました。その他にも、学芸員講座や常設展展示解説会とバックヤードツアーをそれぞれ

11 回、さらに夏休み企画として、美術館と協働した「夏休み！こどもフェスタ」を企画

しました。その中で博物館においては学芸員による子ども向け教室を全９教室開催しま

した。 

展覧会関連で 9 月より開催された企画展「台湾展」の取組として、座談会や映画上映

会などの催事を、また 11 月より開催された特別展「グスク展」の取組として伊平屋島に

おける遺跡ツアーなどの体験学習教室も開設し、好評をいただきました。 

 

令和元年度の博物館教育普及事業の実施にあたり、ご講演、ご指導いただきました講

師の方々をはじめ、ご協力いただきました博物館ボランティアの皆様、ならびに関係者

各位に厚くお礼を申し上げます。 

 

令和２年３月 

沖縄県立博物館・美術館 

館長 田名 真之   



博物館教育普及活動 

目 次 

ごあいさつ 

Ⅰ 博物館活動について…………1 

 １ はじめに 

 ２ 博物館活動（四つの車輪） 

   調査活動・展示活動・教育普及活動・保存管理 

 ３ 博物館の機能 

 ４ 博物館の施設 

 ５ 令和元年度博物館教育普及活動について 

Ⅱ 学校連携………………………7 

 １ 学校団体受入要項 

 ２ 「民具体験学習」の概要 

 ３ 「民具体験学習」の実施状況 

 ４ 「出前授業等」の実施要項 

 ５ 「出前授業等」の実施状況 

Ⅲ 博物館体験学習教室…………13 

 １ 体験学習教室の実施要項 

 ２ 体験学習教室の実施状況 

Ⅳ 博物館文化講座………………14 

 １ 文化講座の実施要項 

 ２ 文化講座の実施状況 

Ⅴ 博物館学芸員講座……………19 

 １ 学芸員講座の実施要項 

 ２ 学芸員講座の実施状況 

Ⅵ 博物館常設展示解説会………24 

 １ 展示解説会の実施要項 

 ２ 展示解説会の実施状況 

Ⅶ バックヤードツアー…………25 

 １ バックヤードツアーの実施要項 

 ２ バックヤードツアーの実施状況 

Ⅷ 夏休みこどもフェスタ 2019…26 

 １ 学芸員教室の実施要項 

２ 学芸員教室の実施状況 

Ⅸ ふれあい体験室………………28 

 １ ふれあい体験室の概要 

 ２ 体験キットの種類 

 ３ 体験キットの補助ツール 

 ４ スタッフの配置状況 

 ５ 利用者状況 

 ６ ふれあい体験室の取組み 

Ⅹ ボランティア養成事業………34 

 １ 目 的 

 ２ ボランティアの活動内容 

３ ボランティア養成事業の実施状況 

 ＜別紙資料＞ ボランティア養成事業 

＜別紙資料＞ 令和元年度（2019） 

ボランティア通信 

Ⅺ その他…………………………63 

 １ 移動展 

 ２ 職場体験 

 ３ 教育普及資料の活用 

 ４ ボランティアによる展示ガイド 

 ５ 企画展・特別展関連事業 

 ６ 常設展に関する取組み 

 ７ 新聞・雑誌等掲載一覧 

 ８ 印刷物一覧 

 



－ 1－

Ⅰ 博物館活動について 

 

１ はじめに 

 

博物館は、資料収集・保存管理、調査、展示、教育普及の四つを館活動の車輪としている。それ

ら車輪を機能させるために下記（１）～（４）のスタンスを構築していく。 

 

（１）琉球王国時代の文化(王朝文化)を体系化し、現在につなげる視点からの活動。 

（２）人類学をはじめ、沖縄の特性を生かし、沖縄の優位性を発信する調査研究活動。 

（３）沖縄の自然、歴史、文化の独自性を発信する活動。 

（４）博物館が動き、観覧者が動く博物館活動の展開。 

 

２ 博物館活動（四つの車輪) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展示は資料を公開することだが、その資料が持っている背景や意味も重要にな

る。学芸員の展示活動は、この資料が持つ意味をできるだけ詳細に分析し、得ら

れた成果を展示等に活かすことである。 

展示の形は、郷土を紹介する基本的な展示の常設展、ある特定のテーマで開催さ

れる特別展・企画展、そして各島々で開催される移動展は、島嶼県である本県の

特徴的な展示活動である。 

博物館が持つ知的財産を一般に提供する手段として普及活動がある。学校など

の教育機関や関連施設と連携協力（ネットワーク化）を推進し、教育的配慮のも

と様々な方法をもって県民共有の財産としていく。また、博物館活動を活性化す

るためには、県民の積極的な参画が必要である。そのため「博物館ボランティア

養成」を行い活動を推進している。 

博物館では、県内の文化講座で草分け的存在である「博物館文化講座」や「学

芸員講座」、「体験学習教室」等を実施、遊びながら学べる「ふれあい体験室」

も普及事業を担っている。 

展示活動 

教育普及

活動 

調査活動 

沖縄に関する資料や関連資料は、本県の海洋性・島嶼性の地理的要因により日

本や中国、東南アジア諸国までその範囲を広げている。そこで本県の豊かな自然

や独自の歴史・文化に関する資料を自然史、考古、歴史、美術工芸、民俗の 5
分野で探求し、体系的に調査研究し、資料の充実を図る。 

また、各研究機関や大学と共同で調査研究を行い、沖縄が持つ特性や優位性を発

揮できるよう努める。 

博物館資料は、産地、用途、製作年、材質、大きさ等の違いにより、その種類

は多岐に渉っている。これら博物館資料は、材質別・性質別に区分され、適切な

温度・湿度や虫害などの対応ができるような環境で保存・管理され良好な状態で

次世代へ引き継ぐ。また、資料の管理状況が把握できるようなデータベース化を

進めている。 

資料収集 

保存管理 
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３ 博物館の機能 

 

博物館はその名の通り、様々な資料を収蔵している施設である。資料は収蔵されるだけでなく、

できるだけ長くきれいな状態を維持するために整理・保存していく。しかし、保管しているだけで

はなく、調査研究により、いつ・誰が・どこで・何のために作ったかを解明し、来館者へ紹介して

いく。資料は、展示や講座、論文、インターネットなど、いろいろな媒体を通して県民の知的財産

として蓄積されていく。 

いつでも誰でもが利用できるようにするために、博物館にはいろいろな機能がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

博物館には、自然史・化石・特別（歴史・美工・民俗）・考古陶磁器・民俗・

大型収蔵庫が設置され、それぞれの収蔵庫で、温度や湿度そして害虫などから資料を保護する。 

資料を保存する収蔵庫 

博物館には、総合展示室・部門展示室・屋外展示・ふれあい体験室が配さ

れ、常設の展示を行っており、特別・企画展示室では、期間を限定して沖縄をはじめ、国内外の自然・

歴史・文化に関する展示会が開催される。 

資料を公開する展示室 

 
総合展示部門 

海と島を生きる 豊かさ・美しさ・平和を求めて 

自然史部門 
岩石と化石と生物が語る沖縄 3 億年 

美術工芸部門 
琉球の美 

歴史部門 
モノから読む歴史 

考
古
部
門 

沖
縄
考
古
学
の
世
界 

民
俗
部
門 

沖
縄
の
伝
統
と
暮
ら
し 

 

ふれあい 
体験室 

出入口 

展示室 
見取り図 

博物館は、「沖縄」について知り、そして将来の沖縄像を

考える場所である。郷土学習に利用できる資料が分かりやすく展示されている。また講演や体験を通し

て学習を行う講座室等がある。 

学習する場としての展示室・講座室 

博物館資料に関するあらゆる調査・研究は、学芸員研究

室を中心に行われる。6 分野の学芸員が各々または共同で、様々なテーマに取り組む。ここで蓄積され

た研究成果は、研究資料室や情報センターに保管され、展示会や講演会などで公開される。また、博物

館紀要論文はホームページで公開される。 

資料を研究する学芸員研究室 

博物館の電気、空調施設などを管理するための機械室や、

館を運営している職員が事務を行うための部屋がある。 

博物館施設を管理する諸室 
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４ 博物館の施設 

 

（１）常設展示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「常設展示」のメインテーマは、「海と島に生きる～豊かさ、美しさ、平和を求めて～」である。 

沖縄は、立地・環境的に「海洋性」と「島嶼性」という特性を持ち、そこに住む人々は絶えず「豊かさ」と

「平穏」を求め続けてきた歴史がある。その風土、自然のなかで育んできた歴史、文化を人類史・自然史の流

れの中で位置付け、普遍的に海と島に生きていくことをメインテーマとしている。 

その展示構成は、沖縄の歴史を時間で追いながら自由動線で観覧することのできる「総合展示」と、自然史・

考古・美術工芸・歴史・民俗の 5 つの「部門展示」に分かれる。 

＜総合展示＞ 
「総合展示」は、次の 10 の

テーマで、琉球列島の生い立ち

から現代までの約 2万年にわた

る沖縄の歴史をたどる。中国や

日本の文化を取り入れながら、

独特の文化を創造してきた琉

球王国の時代、王国解体後の近

代化する沖縄、現在の沖縄まで

を紹介する。 

「ニライカナイの彼方か

ら」・「シマの自然とくらし」・

「海で結ばれた人々」・「貝塚の

ムラから琉球王国へ」・「王国の

繁栄」・「薩摩侵攻と琉球王

国」・「王国の衰亡」・「沖縄の近

代」・「戦後の沖縄」・「沖縄の今、

そして未来へ」の順に展示を観

ることができる。中央に配した

「シマの自然とくらし」のエリ

アでは、沖縄の「海洋性」・「島

嶼性」を大型地形模型によって

実感することができる。また、

情報端末機で島ごとに異なる

表情を持った自然やくらしな

どを調べることができる。 

＜部門展示＞ 
「部門展示」は、総合展示を取り巻く展示である。自然史・考古・美術

工芸・歴史・民俗の 5 つの部門展示室では、収蔵資料を活用しながら、各

分野のテーマをより深め、展示替えの頻度を高める展示を目指す。 

 

 

 

民俗部門展示 
民俗部門展示のテーマは「沖縄の伝統とくらし」である。民俗の

宝庫といわれる沖縄の様々な生活シーンの中で創造されてきた民

具や信仰などを通して、戦前から伝わる沖縄の民俗世界を追体験す

ることができる。また、現代に息づく民俗の変容した姿を紹介する。 

歴史部門展示 
「モノから読む沖縄の歴史」とし、歴史の中で産出された様々な

「モノ」資料を通して、その資料のもつ時代的な意味を解き明かし

ていく。展示室内の一角では「那覇港」をテーマに、近世に製作さ

れた屏風絵の世界から、そこで暮らした人々の息づかい、ひいては

歴史的、文化的意味を紐解いていく。 

美術工芸部門展示 
美術工芸部門展示では、「琉球の美」を求める。琉球王国時代、

それ以降の染織品、焼物、漆芸品などの工芸品や絵画、彫刻、書跡

などの逸品をゆったり鑑賞することができる。1 年に数回テーマを

変え、様々な美術工芸の世界を通し、「琉球の美」を追求する。 

考古部門展示 
「沖縄考古学の世界」と題し、沖縄考古学のこれまでの成果と課

題を示しながら、「沖縄考古学」を体系的に学び、古の人々の生活

を追体験することができる。 

自然史部門展示 
「生物が語る沖縄 2 億年」をテーマに島の成り立ちや、島々で独

特の進化をとげた生き物の世界を展示する。自然観察コーナーで

は、顕微鏡で化石や昆虫、岩石の破片、植物標本などを見ることが

できる。 
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（２）屋外展示 

高倉 

高倉は、穀物を貯蔵する倉庫である。床を上げて風通しを良くし、湿気やネズミの害を防ぐ工夫

がなされている。構造の違いにより、「沖縄式」と「奄美式」に分かれる。この高倉は、昭和初期

に建てられたものを、昭和 51 年（1976）に奄美から移築した。 

民家 

沖縄の伝統的な民家は、高温多湿の気候風土に適した構造をしている。門扉が無く、母屋も雨戸

を全開にして風を通す。また、母屋の正面にあるヒンプン（中垣）は、外部への目隠しとなる。こ

の建物は、資料としてのみならず、講座や多種イベントの際にも会場の一部として活用されており、

平時も靴を脱いでの内覧も可能となっている。 

湧田窯 
湧田窯は 17 世紀頃の窯跡で、平窯の構造が特徴である。主に、屋根瓦を焼いた窯である。琉球・

沖縄の焼き物の歴史を考える上で貴重な資料である。 

（３）ふれあい体験室 

博物館常設展示室の手前にある「ふれあい体験室」には、37 種類の体験キットが準備され

ている。これらは展示と関連しており、展示資料を深く理解できるように工夫されている。

キットは、パズルのように組み立てるものなど、操作することによって、より理解が深まる

仕組みとなっており、体験することで五感を通して沖縄の「自然のしくみ」や「先人の知恵」

にふれることができる。 

                    （詳細については「Ⅸ ふれあい体験室」を参照） 

（４）情報センター 

情報センターは博物館・美術館の共用施設として、閲覧・検索用の座席を 38 席設けた情

報提供のための部屋である。博物館の収蔵資料の検索や、DVD やビデオの視聴ができる。ま

た、沖縄の自然、歴史、文化、美術等に関する専門図書、地方出版図書も配架され、来館者

の調べ学習に対応できる。 

（５）講堂・講座室等 

講 堂 
講演会、シンポジウム、映画上演などを行うことができる。 

212 席(車いす 2 人含む)の収容が可能。 

講座室 
100 名規模の講演会や会議などを開催できる。 

机と椅子を撤去すると、小学生 150 名程度の集会が可能。 

実習室 
体験学習や実技講習会などを開催できる。 

40 名程度の収容が可能。 

（６）救護室 

来館中における、軽度の気分不良の際には、休憩をとることが可能である。（ベット数１ 
台） 

（７）駐車場 

一般車両 158 台（身障者用 4 台含）、バス 10 台が駐車可能である。 

特別支援学校などの大型車両を横付けできるように、庇付きの玄関を用意してある。 

また、盲導犬のトイレを駐車場側と公園側に整備してある。 

（８）コインロッカー 

百円が返金される、無料のコインロッカーが 204 本準備されている。大きな荷物を持参す

る際は、他の観覧者に迷惑にならないよう、手荷物を預けてからの入館をお願いしたい。 

（９）バリアフリー 

博物館・美術館は、不特定多数の人々が利用するため、誰でも安全に利用しやすい施設に 

する必要があることから、以下のような整備を行っている。 
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（１０）環境への配慮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 令和元年度博物館教育普及活動について 

 

博物館の教育普及活動は、大きく 2 つの事業に分けることができる。1 つ目は、学校の計画する

授業・行事等で博物館を活用する際に支援する「学校連携事業」である。2 つ目は、博物館が企画

運営する「文化講座」等の各種講座、「常設展示解説」等の各種解説会、「体験学習教室」、「ボラン

ティア養成」等の事業である。それ以外にも、博物館を通して教育普及に関する全般的な活動にも

取り組んでいる。 

 

（１）学校連携事業 「学校連携モデル研究事業」 

学校連携事業では、各学校の計画による団体観覧の支援で、教育課程の一環として博物館を

利用する際に、館として支援することのできる学習内容の調整を行った。学校の規模や授業の

進度、生徒の実態等を含めた学校からの要望と博物館の施設・職員・ボランティアの支援体制

を考慮して、学校と博物館が連携していく学習プログラムを作成した。 

＜今年度の取り組み＞ 

令和元年 8 月 1 日に県内教職員向け（小学校）講座を行い、博物館資料を活用した授業プロ 

グラムの講習会を開催した。また昨年度に引き続き、出前授業等、民具体験などの「館内学習

プログラム」の充実を図るほか、「学校連携モデル研究事業」として、県内 5 箇所のモデル校

設置を行った。※事業は令和 2 年度（2020）まで 

（２）文化講座 

博物館の展示内容と関連する各分野（自然史・考古・歴史・美術工芸・民俗）の講演、シン

ポジウム、実演によっては、講演後に関連した展示場所での担当学芸員による展示解説を行う

等、県民各層が楽しく有意義に学べる講座を実施した。 

 

 

■観覧者が利用するトイレには、車イス使用者や乳児連れ、オストメイトに対応した機能を設けている。 

■講堂や講座室に磁気誘導ループを設置して難聴者をサポートしている。 

■館入口に音声誘導装置を設置して視覚障害者をサポートしている。 

■車イスや使用者駐車スペースには、雨天時の乗降に考慮して雨よけを設置している。 

■道路や公園からの主な敷地通路に誘導ブロックを設け、総合案内まで連続して敷設している。 

■高齢者や体の弱い人がゆっくり観賞できるように、展示室内に休憩室や椅子を準備している。 

■案内表示は日本語と英語の 2 ヶ国語表示としている。 

■太陽光発電システムの導入 

環境負担の低減と電気量の節約を図るため、10ｋｗ程度の太陽光発電装置を設置している。 

■雨水及び再生水の有効利用 

地下に雨水タンクを設けて、トイレ洗浄水や灌水に利用している。 

■夜間電力を利用した氷蓄熱方式空調設備の導入 

夜間の安価な電力で作った氷を館内の冷房に利用することにより割高な昼間電力の増加を抑えている。 

■総合的有害生物管理（IPM：Integrated Pest Management）施設 

博物館・美術館では、有害生物（虫・菌等）から文化財を保護するために IPM を行っている。IPM は、施

設を取り巻く環境状況や有害生物の繁殖などの動きを考慮して、生物的防除、科学的・物理的防除を組み

合わせることで、虫菌害を抑える管理方法である。 

博物館を利用する方には、館内への飲み物、食べ物の持ち込みをご遠慮いただいている。遠足等の行事の

際にも、荷物を車で管理する等の配慮をお願いしたい。 
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（３）学芸員講座 

博物館の学芸員が、研究成果や収蔵品の成果等の講演や展示解説などを通して、県民各層が

楽しく有意義に学べる講座を実施した。各分野の学芸員の充実した講話は、博物館をより身近

に捉え、観覧者の層を拡大する大切な役割を担った。 

（４）展示解説会 

博物館の展示内容に関する資料などの解説を、学芸員の広い視点からわかり易く解説した。

当館における展示資料がどのようなねらいのもと、それぞれの展示室に設置されているかを理

解し、総合博物館ならではの資料のつながりを知る機会とした。 

（５）体験学習教室 

沖縄の自然や歴史、文化と結びつけた体験的な活動を通して、郷土について関心を持ち、先

人の知恵などを学ぶ機会とした。博物館の各分野（自然史・考古・歴史・美術工芸・民俗）の

展示や企画展等と関連する体験を実施し、総合博物館としての豊かな学びの場を提供した。 

（６）バックヤードツアー 

博物館のもつ、調査・研究・保存の各機能を担う諸室の見学を実施した。普段は、入ること

の出来ない収蔵庫やトラックヤードなどの機能を理解し、博物館についてより知ってもらう機

会とした。 

（７）夏休み子どもフェスタ～博物館学芸員教室～ 

学芸員が、夏休み休暇中の児童生徒を対象に、沖縄の自然、歴史、文化に関する自由研究や

調査研究の導入となる内容を検討し、体験型の教室を開催した。可能な限り博物館の情報を提

供するなど郷土への興味・関心を高める場を提供した。 

（８）ボランティア養成講座 

博物館では、県民の自己啓発や学習発表の場の提供を行うと共に、博物館支援活動を目的と

した「博物館ボランティア」を導入しており、主に館内催事・学校連携事業全般における来館

者サービスをサポートする人員として、「博物館ボランティア」、当施設であるふれあい体験室

での来館者サービスを専属としてサポートする「ふれあい体験室専属ボランティア」がある。 

令和元年度（2019）は、現在登録されている博物館ボランティアより、常設展示（総合展示

部門）のガイドを養成するため募集をし、9 名のボランティアが新たに総合展示部門ガイドと

して登録された。併せて土・日・祝日のみ活動となる、ふれあい体験室専属ボランティアの募

集を行ったが、受講者途中棄権のため中止とした。 

現在は総勢 66 名（休止を除く継続活動申請者）のボランティアが登録している。 

※ふれあい体験室専属ボランティアは、次年度以降募集・養成講座実施終了とし、現在それに

登録されている方々は名称を「博物館ボランティア」として統合することとした。 

（９）その他 

・移動展 

普段、当館に足を運ぶことのできない離島や遠隔地の方々に移動展の展示を見てもらうこと

によって、沖縄県の自然、歴史、文化の広域普及を図り、博物館資料や美術作品を観賞する機

会を提供した。今年度は、伊江島で開催した。 
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Ⅱ 学校連携 

 

１ 学校団体受入要項 
（博物館施設の学校団体見学・体験学習・校内研修等の利用について） 

 

（１）ねらい 

①博物館への学校団体をはじめとする入館者の増加を図る。 

②博物館における団体受入を計画的に準備し、運営を行う。 

③博物館を利用する学校団体に、博物館来館を年間計画の中に位置づけてもらうことにより、

計画的な学習支援を行う。 

（２）博物館施設についての、申請から利用までの流れ 

①「体験学習に係る利用の流れ」 

 県内 小学校・中学校・高等学校・特別支援学校 

各教科・総合的学習の時間・修学旅行・社会科見学等 

（１）展示資料の教材活用 

①館内の自由見学・・・・・・・・・・・・・・・（下見打合せ/無） 

②ボランティアを活用したガイド・・・・・・・・（下見打合せ/有） 

③夏季課題学習（主に高校）・・・・・・・・・・（下見打合せ/有） 

※開館時間 9：00～17：00→所要時間：1～2 時間程度 

 

（２）体験学習での活用 

①民具体験（小学校）・・・（下見打合せ/有）次頁参照有り 

☆15 校程度を受入予定（申請多数の場合、6 月に抽選、結果お知らせ） 

②ジョブシャドウイング（中学校）・・・（要  相談・問い合わせ） 

③職場体験学習（中学校）・・・・・・・（要  相談・問い合わせ） 

④インターンシップ（高校）・・・・・・（要  相談・問い合わせ） 

⑤その他体験学習・・・・・・・・・・（要  相談・問い合わせ） 

※開館時間 9：00～17：00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申請書のﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ・申請 

（１）の活用について 

～11 月末日までに申請 

（２）民具体験学習について 

受付 5 月 1 日～31 日まで 

 

FAX にて申請 

下見・打合せ 

（実施 2 ヶ月前までに） 

来館・実施 

 

（要 相談・問い合わせ）博物館班教育普及担当へご相談下さい。 

(代)TEL:098-941-8200 

FAX：098-941-2392 

 

沖縄美ら島財団教育普及担当：保久村 智恵、大濵 萌子  
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②「教職員・職場内研修に係る利用の流れ」 

 県内 小学校・中学校・高等学校・特別支援学校 

校内研修・その他研修 

（１）校内研修、自主研修としての活用・・・・（要  相談・問い合わせ） 

①教員向け講座  

『博物館ボランティアから、民具体験を学ぼう！』（仮称） 

   ☆8 月第１週に開催予定、後日公文発送。 

   ☆午前（予）指導案、解説マニュアル等の提供有り。 （3 時間ほど） 

   ☆午後（予）展示室解説有り                （1～2 時間） 

②博物館ボランティアによる、展示室解説ガイド・・・（下見打合せ/有） 

 

（２）教職者 10 年研修等での活用・・・・・（要  相談・問い合わせ） 

 

（３）そのほかの活用・・・・・・・・・・・（要  相談・問い合わせ） 

 

 

 

 
 

 

２ 「民具体験学習」の概要 

令和元年度の民具体験学習プログラムの詳細 

民具体験学習プログラムの詳細については、次のプログラム１～２を設定した。 

 

【民具体験学習プログラム１】ボランティアサポートあり 

 

 

 

 

 

 

 

  

   【民具体験学習プログラム２】教師主導による授業活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

博物館班教育普及担当へご相談 

○申請：団体見学申請（FAX にて） 

○教員向け講座募集 

※6 月より募集・公文後日発送 

※左いずれも来館料が必要。 

来館・実施 

（要 相談・問い合わせ）博物館班教育普及担当へご相談下さい。(代)TEL:098-941-8200  FAX：098-941-2392 

 

・4 月にボランティアサポートによる民具体験受入に係る実施要項を県内配布し、受入 

期日を指定した上で募集を行った（募集期間 5 月末日）。 

・募集の中から抽選で受入校を決定し、主に夏休み期間中に下見と打合せを行い、プロ

グラム内容の決定を行った。 

・プログラム決定後、ボランティアの募集を行い、館内施設を活用し当日のプログラム

に臨んだ。 

・夏休みにおける教職員向け講座を企画し、6 月に県内各小学校・特別支援学校へ実施 

要項を配布し募集を行った。 

・参加者（20 名）に民具体験学習プログラムに係るマニュアル書を配布し、博物館ボラ 

ンティアサポートの下、館内施設を活用し講習会を行った。 
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②「教職員・職場内研修に係る利用の流れ」 

 県内 小学校・中学校・高等学校・特別支援学校 

校内研修・その他研修 

（１）校内研修、自主研修としての活用・・・・（要  相談・問い合わせ） 

①教員向け講座  

『博物館ボランティアから、民具体験を学ぼう！』（仮称） 

   ☆8 月第１週に開催予定、後日公文発送。 

   ☆午前（予）指導案、解説マニュアル等の提供有り。 （3 時間ほど） 

   ☆午後（予）展示室解説有り                （1～2 時間） 

②博物館ボランティアによる、展示室解説ガイド・・・（下見打合せ/有） 

 

（２）教職者 10 年研修等での活用・・・・・（要  相談・問い合わせ） 

 

（３）そのほかの活用・・・・・・・・・・・（要  相談・問い合わせ） 

 

 

 

 
 

 

２ 「民具体験学習」の概要 

令和元年度の民具体験学習プログラムの詳細 

民具体験学習プログラムの詳細については、次のプログラム１～２を設定した。 

 

【民具体験学習プログラム１】ボランティアサポートあり 

 

 

 

 

 

 

 

  

   【民具体験学習プログラム２】教師主導による授業活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

博物館班教育普及担当へご相談 

○申請：団体見学申請（FAX にて） 

○教員向け講座募集 

※6 月より募集・公文後日発送 

※左いずれも来館料が必要。 

来館・実施 

（要 相談・問い合わせ）博物館班教育普及担当へご相談下さい。(代)TEL:098-941-8200  FAX：098-941-2392 

 

・4 月にボランティアサポートによる民具体験受入に係る実施要項を県内配布し、受入 

期日を指定した上で募集を行った（募集期間 5 月末日）。 

・募集の中から抽選で受入校を決定し、主に夏休み期間中に下見と打合せを行い、プロ

グラム内容の決定を行った。 

・プログラム決定後、ボランティアの募集を行い、館内施設を活用し当日のプログラム

に臨んだ。 

・夏休みにおける教職員向け講座を企画し、6 月に県内各小学校・特別支援学校へ実施 

要項を配布し募集を行った。 

・参加者（20 名）に民具体験学習プログラムに係るマニュアル書を配布し、博物館ボラ 

ンティアサポートの下、館内施設を活用し講習会を行った。 

３ 「民具体験学習」の実施状況 

 

項目 期日 実践校 

民具体験学習プログラム１ 

（ボランティアサポートあり） 

 

全 15 校 

11 月 14 日（木） 

11 月 22 日（金） 

11 月 22 日（金） 

12 月 3 日（火） 

12 月 6 日（金） 

12 月 17 日（火） 

1 月 10 日（金） 

1 月 16 日（木） 

1 月 17 日（金） 

1 月 21 日（火） 

1 月 22 日（水） 

1 月 23 日（木） 

2 月 7 日（金） 

2 月 12 日（水） 

2 月 14 日（金） 

八重瀬町立新城小学校 

豊見城市立とよみ小学校 

南風原町立翔南小学校 

豊見城市立座安小学校 

那覇市立小禄南小学校 

那覇市立安謝小学校 

那覇市立石嶺小学校 

浦添市立仲西小学校 

那覇市立金城小学校 

那覇市立那覇小学校 

那覇市立識名小学校 

那覇市立城南小学校 

南風原町立津嘉山小学校 

那覇市立銘苅小学校 

那覇市立松川小学校 

民具体験学習プログラム２ 

（教師主導による授業活用） 

 

全 6 校 

10 月 18 日（金） 

10 月 25 日（金） 

11 月 6 日（水） 

11 月 15 日（金） 

11 月 20 日（水） 

11 月 26 日（火） 

2 月 5 日（水） 

中城村立中城小学校 

糸満市立兼城小学校 

南城市立玉城小学校 

那覇市立天久小学校（2 クラス） 

那覇市立天久小学校（2 クラス） 

那覇市立さつき小学校 

那覇市立開南小学校 

 合計（校） ２１ 
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４ 「出前授業等」の実施要項 

令和元年度学校連携モデル事業 

 

（１）趣旨 

博物館の持つ資源（もの、情報、人）を、出前授業等を通じて学校教育の場で有効に活用す 
る。 

（２）内容 

①学校での授業や教員の研修会などに学芸員を講師として派遣する。 

②授業では、ティーム・ティーチングの手法により、学芸員は教員と共同し、博物館資料を

活用するなどして児童・生徒の学習を支援する。 
（３）対象 

県内公立学校及び私立学校（小学校、中学校、高等学校、特別支援学校） 
※クラス単位もしくは学年単位 

（４）実施時間 

1～2 時間程度（調整可） 
（５）実施場所   

当該校 

（６）申し込み方法 

※別紙参照 

（７）その他 

各学校から依頼の「出前授業等」に係る学芸員の派遣旅費（交通費）は、沖縄県立博物館・

美術館で負担する。 

（８）出前授業等の申込み方法と連絡先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望日の２ヶ月前までに、 
博物館班教育普及担当者へ電話で申

し込む  

       Tel 098-851-5401 
希望日の１ヶ月前までに、 

出前授業依頼書または講師派遣依頼書を提出（Fax も可） 

 連絡先   沖縄県立博物館・美術館 

〒900-0006 沖縄県那覇市おもろまち 3 丁目 1 番 1 号 

TEL 098-851-5401  FAX 098-941-3650 

                                

電話、メール等で期日や申込み内容の調整 
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４ 「出前授業等」の実施要項 

令和元年度学校連携モデル事業 

 

（１）趣旨 

博物館の持つ資源（もの、情報、人）を、出前授業等を通じて学校教育の場で有効に活用す 
る。 

（２）内容 

①学校での授業や教員の研修会などに学芸員を講師として派遣する。 

②授業では、ティーム・ティーチングの手法により、学芸員は教員と共同し、博物館資料を

活用するなどして児童・生徒の学習を支援する。 
（３）対象 

県内公立学校及び私立学校（小学校、中学校、高等学校、特別支援学校） 
※クラス単位もしくは学年単位 

（４）実施時間 

1～2 時間程度（調整可） 
（５）実施場所   

当該校 

（６）申し込み方法 

※別紙参照 

（７）その他 

各学校から依頼の「出前授業等」に係る学芸員の派遣旅費（交通費）は、沖縄県立博物館・

美術館で負担する。 

（８）出前授業等の申込み方法と連絡先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望日の２ヶ月前までに、 
博物館班教育普及担当者へ電話で申

し込む  

       Tel 098-851-5401 
希望日の１ヶ月前までに、 

出前授業依頼書または講師派遣依頼書を提出（Fax も可） 

 連絡先   沖縄県立博物館・美術館 

〒900-0006 沖縄県那覇市おもろまち 3 丁目 1 番 1 号 

TEL 098-851-5401  FAX 098-941-3650 

                                

電話、メール等で期日や申込み内容の調整 

（９）学芸員紹介 

 

 担当分野 氏  名 

博
物
館
班 

自 然 史 

生   物 菊川 章 

地   学 宇佐美 賢 

人   類 
山崎 真治 

澤浦 亮平 

美 術 工 芸 
絵画・染織・陶器 篠原 あかね 

書跡・彫刻・漆器 伊禮 拓郎 

歴     史 
古琉球・近世 久部良 和子 

近 現 代 外間 一先 

考     古 山本 正昭 

民     俗 阿利 よし乃 

教 育 普 及 大川 剛 

 

 

○沖縄県の自然、歴史、文化をはじめ、上記内容について、学芸員が博物館の持つ資源（もの、情報）を活用

し、児童・生徒の学習を支援する。 

※校内研修等で博物館活用について、レクチャーする。 

※「講師派遣依頼書」は、ホームページでダウンロードして使用可能。 
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５ 「出前授業等」の実施状況 

 

 期  日 担当学芸員 実施校及び施設 

1 4 月 5 日（金） 園原 謙（美術工芸） 池原老人会（池原公民館） 

2 7 月 8 日（月） 大川 剛（教育普及） 那覇市立天久小学校 

3 
10 月 24（木） 

10 月 25 日（金） 

外間 一先 

（歴史：近現代） 
沖縄県立宮古高等学校 

4 
10 月 28 日（月） 

10 月 30 日（水） 
澤浦 亮平（人類） 法政大学国際高等学校 

5 11 月 15 日（金） 澤浦 亮平（人類） 沖縄県立向陽高等学校 

6 1 月 14 日（火） 大川 剛（教育普及） 那覇市立城南小学校 

7 1 月 30 日（木） 

宇佐美 賢（地学） 

菊川 章（生物） 

玉城 ちひろ 

（教育普及補助） 

伊江村立西小学校 

8 2 月 6 日（木） 宇佐美 賢（地学） 沖縄県立コザ高等学校 

9 2 月 17 日（月） 菊川 章（生物） 沖縄県立コザ高等学校 定時制 
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５ 「出前授業等」の実施状況 

 

 期  日 担当学芸員 実施校及び施設 

1 4 月 5 日（金） 園原 謙（美術工芸） 池原老人会（池原公民館） 

2 7 月 8 日（月） 大川 剛（教育普及） 那覇市立天久小学校 

3 
10 月 24（木） 

10 月 25 日（金） 

外間 一先 

（歴史：近現代） 
沖縄県立宮古高等学校 

4 
10 月 28 日（月） 

10 月 30 日（水） 
澤浦 亮平（人類） 法政大学国際高等学校 

5 11 月 15 日（金） 澤浦 亮平（人類） 沖縄県立向陽高等学校 

6 1 月 14 日（火） 大川 剛（教育普及） 那覇市立城南小学校 

7 1 月 30 日（木） 

宇佐美 賢（地学） 

菊川 章（生物） 

玉城 ちひろ 

（教育普及補助） 

伊江村立西小学校 

8 2 月 6 日（木） 宇佐美 賢（地学） 沖縄県立コザ高等学校 

9 2 月 17 日（月） 菊川 章（生物） 沖縄県立コザ高等学校 定時制 

 

Ⅲ 博物館体験学習教室 

 

１ 体験学習教室の実施要項 

 

（１）趣旨・目的 

沖縄の歴史や文化および自然と結びついた体験的な活動をすることによって、郷土の文化や

伝統に関心を持たせ、先人の知恵などを学ぶ。 

（２）内容 

博物館の各分野(自然史・考古・歴史・美術工芸・民俗)の展示内容と関連した体験的な活動

を通して、県民が有意義に楽しく学ぶことが出来るよう企画する。 

（３）受講方法 

１ヶ月前までに広報し、２週間前までに募集をかける。応募者多数の場合は抽選する。 

※抽選の場合、当選者には、事前に当選の通知連絡を行う。 

（４）体験学習に係る役割 

前日まで 当日運営 

①事業起案及び講師依頼 

②マスコミ各社への取材依頼 

③受講生受け付け 

④講師事前打ち合わせ 

⑤説明資料作成 

⑥材料・道具等の諸準備 

⑦ボランティア事前学習 

・準備作業調整 

博教育普及担当 

指定管理者 

〃 

 

①受け付け及び材料費徴収 

②開講式  司会 

③講師紹介            

④講座の進行 

⑤材料等の準備及び配布 

⑥記念撮影 

⑦報償費支払い事務 

指定管理者 

〃 

 

〃 

 

指定管理者 

 

 

２ 体験学習教室の実施状況 

 

講座日 題 講師名 内容 参加者 

2 月 29 日（土） 

OkiMu でサンゴを知ろ

う！サンサンゴーゴ

―！ 

 

※ウイルス感染対策

のため中止。 

菊川 章 

（生物担当） 

①サンゴ礁ジェルキャン

ドルをつくろう 

②サンゴ礁の砂になった

生きものを探そう（万華鏡

づくり、封入標本づくり） 

③サンゴ礁ストラップを

つくろう 

④サンゴ礁の絵本よみき

かせ 

― 

 

 

〇博物館教育普及担当 

 

〇指定管理者 

〇博物館教育普及担当 

〇指定管理者 

〇ボランティア 
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Ⅳ 博物館文化講座 

 

１ 文化講座の実施要項 

 

（１）趣旨・目的 

博物館の展示内容に関する沖縄の自然・歴史・文化等について、広い視点から分かりやす

く楽しく、有意義な学習ができるよう、文化講座を開催する。これを開催することにより、

沖縄の自然・歴史・文化に対する県民の意識の向上を図ることを目的とする。 

（２）内容 

当博物館の展示内容と関連する自然史・人類・考古・歴史・美術工芸・民俗の各分野につ 
いての講演、展示品の解説、実技指導、現地研修などを通して、県民各層が分かりやすく有 
意義に学習できるよう企画されている。 

（３）実施日と場所 

実施日：毎月 1 回、土曜日 午後 2 時～4 時までの 2 時間 

場  所：特に指定がない場合は、当館講堂（3F） 

（４）受講方法 
当日先着 200 名（事前申込み不要） 

 

２ 文化講座の実施状況 

 

回数 期日 演題 講師名 定員 参加 

502 4 月 20 日（土） 極低温の不思議な世界 與儀 護 氏 200 70 

503 5 月 18 日（土） 洞窟の謎と魅力 石原 与四郎 氏 200 102 

504 6 月 15 日（土） 
人に生まれて良かったと思える、

虫のはなし 
宮竹 貴久 氏 200 98 

505 7 月 20 日（土） 人類学特論 
影山 幾男 氏 
奈良 貴史 氏 

200 75 

506 8 月 17 日（土） 石にかわって話したい！ 大城 逸朗 氏 200 80 

507 9 月 21 日（土） 

ハイサイ沖縄 

～沖縄を見つめて 30 年～ 

※台風 17 号接近のため中止 

呉 密察 氏 200 - 

508 10 月 5 日（土） 
台湾から見える 

沖縄現地取材レポート 
松田 良孝 氏 200 200 

509 11 月 2 日（土） シマクトゥバによる民話の記録 
加治工 真市 氏 

西岡 敏 氏 
200 91 

510 12 月 21 日（土） 形から見たグスクの原点を探る 

千田 嘉博 氏 

向井 一雄 氏 

山元 貴継 氏 

山本 正昭  

200 242 

511 1 月 18 日（土） 琉球の刺繍について 寺田 貴子 氏 200 133 

512 2 月 15 日（土） 
琉球王国のモノ作り 

～金工品とガラス玉を中心に～ 
久保 智康 氏 200 81 
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Ⅳ 博物館文化講座 
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（１）趣旨・目的 

博物館の展示内容に関する沖縄の自然・歴史・文化等について、広い視点から分かりやす

く楽しく、有意義な学習ができるよう、文化講座を開催する。これを開催することにより、
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（４）受講方法 
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２ 文化講座の実施状況 
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502 4 月 20 日（土） 極低温の不思議な世界 與儀 護 氏 200 70 

503 5 月 18 日（土） 洞窟の謎と魅力 石原 与四郎 氏 200 102 

504 6 月 15 日（土） 
人に生まれて良かったと思える、

虫のはなし 
宮竹 貴久 氏 200 98 

505 7 月 20 日（土） 人類学特論 
影山 幾男 氏 
奈良 貴史 氏 

200 75 

506 8 月 17 日（土） 石にかわって話したい！ 大城 逸朗 氏 200 80 

507 9 月 21 日（土） 

ハイサイ沖縄 

～沖縄を見つめて 30 年～ 

※台風 17 号接近のため中止 

呉 密察 氏 200 - 

508 10 月 5 日（土） 
台湾から見える 

沖縄現地取材レポート 
松田 良孝 氏 200 200 

509 11 月 2 日（土） シマクトゥバによる民話の記録 
加治工 真市 氏 

西岡 敏 氏 
200 91 

510 12 月 21 日（土） 形から見たグスクの原点を探る 

千田 嘉博 氏 

向井 一雄 氏 

山元 貴継 氏 

山本 正昭  

200 242 

511 1 月 18 日（土） 琉球の刺繍について 寺田 貴子 氏 200 133 

512 2 月 15 日（土） 
琉球王国のモノ作り 

～金工品とガラス玉を中心に～ 
久保 智康 氏 200 81 

 

第 502 回 文化講座 

「極低温の不思議な世界」 

講師：與儀 護 氏（琉球大学准教授） 

内容： 

１ 人々はなぜ低温を目指したか 

２ 極低温への到達と不思議な世界の発見 

３ 極低温の不思議なことは私たちの生活に役立つのか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 503 回 文化講座 

「洞窟の謎と魅力」 

講師：石原 与四郎 氏（福岡大学助教） 

内容： 

１ 洞窟とはどんなものか 

２ 洞窟の魅力１：未知への興味と挑戦 

３ 洞窟の魅力２：洞窟はタイムカプセル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 504 回 文化講座 

「人に生まれて良かったと思える、虫のはなし」 

講師：宮竹 貴久 氏（岡山大学教授） 

内容： 

１ 「先送り」は生物学的に正しい 

２ 「死にまね」について 

３ 虫の繁殖について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

502 チラシ 

503 チラシ 

01.JPG 02.JPG 03.JPG 

503-01.JPG 503-02.JPG 503-03.JPG 

504-01.JPG 
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第 505 回 文化講座 

「人類学特論」 

講師・内容 

講演 1：影山 幾男 氏（日本歯科大学教授） 
「ヒトの発生」 

講演 2：奈良 貴史 氏（新潟医療福祉大学教授） 
「ヒトはなぜ難産なのか？」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 506 回 文化講座 

「石にかわって話したい！」 

講師：大城 逸朗 氏（理学博士、沖縄石の会会長） 

内容： 

１ 石と岩石のこと   ２ 何かを語りたい石たち 

３ 石がたどった自然  ４ 利用された石たち 

５ 石ころは芸術家だ  ６ 石と遊んだ経験を生かして 

７ シーブン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 507 回 文化講座 

「ハイサイ沖縄～沖縄を見つめて 30 年～」 

講師：呉 密察 氏（台湾故宮博物院 院長） 

 

   ※台風 17 号接近のため中止。 
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第 505 回 文化講座 

「人類学特論」 

講師・内容 

講演 1：影山 幾男 氏（日本歯科大学教授） 
「ヒトの発生」 

講演 2：奈良 貴史 氏（新潟医療福祉大学教授） 
「ヒトはなぜ難産なのか？」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 506 回 文化講座 

「石にかわって話したい！」 

講師：大城 逸朗 氏（理学博士、沖縄石の会会長） 

内容： 

１ 石と岩石のこと   ２ 何かを語りたい石たち 

３ 石がたどった自然  ４ 利用された石たち 

５ 石ころは芸術家だ  ６ 石と遊んだ経験を生かして 

７ シーブン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 507 回 文化講座 

「ハイサイ沖縄～沖縄を見つめて 30 年～」 

講師：呉 密察 氏（台湾故宮博物院 院長） 

 

   ※台風 17 号接近のため中止。 
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第 508 回 文化講座 

「台湾から見える沖縄 現地取材レポート」 

講師：松田 良孝 氏（中華民国国外交部フェロー・ジャーナリスト） 

内容： 

１ 自己紹介         ２ グローバルな課題と台湾 

３ 台湾からやってきた人たち ４ 台湾へ渡った沖縄人 

５ 台湾からのまなざし    ５ 再構築される交流 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 509 回 文化講座 

「シマクトゥバによる民話の記録」 

講師・内容 

講演１：加治工 真市 氏（沖縄県立芸術大学名誉教授） 

「民話と方言学」 

 講演２：西岡 敏 氏（沖縄国際大学教授） 

「しまくとぅばアーカイブの活用」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 510 回 文化講座 （特別展「グスク展」関連催事 シンポジウム） 

「形から見たグスクの原点を探る」 

講師・内容 

 【第 1 部 各講師報告】 

 報告１：千田 嘉博 氏（城郭考古学者・奈良大学教授） 

     「世界の城とグスク」 

報告２：向井 一雄 氏（古代山城研究会代表） 

    「日本本土で見られる朝鮮式山城について」 

報告３：山元 貴継 氏（中部大学准教授） 

    「朝鮮半島における邑城について」 

報告４：山本 正昭（当館考古担当学芸員） 

    「福建省に分布する明代の城郭遺跡について」 

【第 2 部 シンポジウム】 

上記講師 4 名 

司 会：上里 隆史 氏（浦添市図書館館長） 

508-01.JPG 508-02.JPG 508-03.JPG 

509-01.JPG 509-02.JPG 509-03.JPG 

508 チラシ 
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509-04.JPG 509-05.JPG 509-06.JPG 
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第 511 回 文化講座 

「琉球の刺繍について」 

講師：寺田 貴子 氏（活水女子大学教授） 

内容： 

１ 背景（講師プロフィール等） 

２ 琉球文化圏に残る刺繍品の特徴 

３ 琉球古刺繍に類似した国内外の刺繍に関する調査研究の成果 

４ 「琉球王国文化遺産集積・再興事業」における「伊平屋阿母 

   加那志繍衣装」の復元作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 512 回 文化講座 

「琉球王国のモノ作り～金工品とガラス玉を中心に～」 

講師：久保 智康 氏（京都国立博物館名誉館員・叡山学院教授） 

内容： 

１ 金工・ガラス玉の外からの受容 

２ 金工のモノ作り 

３ ガラス玉作り 
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●開館時間:9時～18時（金･土は20時まで）
●休館日:月曜日（月曜が祝日に当たる場合は開館し，翌平日休館）
●〒900-0006 那覇市おもろまち3-1-1　TEL.098-941-8200

　1958 年生まれ　福井県在住
　京都国立博物館研究員を経て、現在叡山学院教授
　金工品を中心とする東アジアの工芸史・考古学を研究。
　主著
　 『沖縄の金工品関係資料調査報告書』（共著） 沖縄県教育委員会　2008 年
 　『琉球の金工』（日本の美術 533） ぎょうせい

講師 :久保 智康 氏（京都国立博物館名誉館員・叡山学院教授）

○キーワード： 金工品　ガラス玉、王府工房、民間工房、梵鐘、装身具、酒器

く　 ぼ

※会場内は冷風が強くあたる場所がありますので、
　上着やひざ掛けをお持ちください。

14時～16時
（開場13時半）

沖縄県立博物館・美術館
3F 講堂（200席）

入場
無料

2
2020 年

（土）15/
　琉球では、14～15世紀の拠点的グスクで早くも金工

細工がみられ、首里王府が成立すると城内で梵鐘鋳造

やガラス玉製作も始まりました。16 世紀以降の祭祀・

儀礼制度の整備とともに、琉球独自の装身具や酒器の

製作もみられるようになり、王府工房から民間工房へ

とモノ作りの裾野を拡げていきました。王府の儀礼・

制度に直接かかわるものは、王府内の工房で集中的か

つ継続的に製作されましたが、士族以下の用いる装身

具や酒器などは、首里周辺の那覇・真和志などに居住

していた金属を加工する民間工房も製作を担っていた

ようです。沖縄・奄美の金工品・ガラス玉の調査で発

見された作品の数々を紹介しながら、往時のモノ作り

の実態に迫りたいと思います。

ぼんしょうちゅうぞう
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琉球王国のモノ作り
～金工品とガラス玉を中心に～

沖縄県立博物館・美術館　第 512 回 博物館文化講座　
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第 511 回 文化講座 

「琉球の刺繍について」 

講師：寺田 貴子 氏（活水女子大学教授） 

内容： 

１ 背景（講師プロフィール等） 

２ 琉球文化圏に残る刺繍品の特徴 

３ 琉球古刺繍に類似した国内外の刺繍に関する調査研究の成果 

４ 「琉球王国文化遺産集積・再興事業」における「伊平屋阿母 

   加那志繍衣装」の復元作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 512 回 文化講座 

「琉球王国のモノ作り～金工品とガラス玉を中心に～」 

講師：久保 智康 氏（京都国立博物館名誉館員・叡山学院教授） 

内容： 

１ 金工・ガラス玉の外からの受容 

２ 金工のモノ作り 

３ ガラス玉作り 
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Ⅴ 博物館学芸員講座 

 

１ 学芸員講座の実施要項 

 

（１）趣旨・目的 

博物館の展示内容に関する沖縄の自然・歴史・文化等について、学芸員が広い視点から分か

りやすく講義・展示解説し、楽しく有意義な学習を通して、県民の意識の向上を図ることを目

的とする。 

（２）内容 

当博物館の自然史・人類・考古・歴史・美術工芸・民俗の各分野の担当学芸員が行う講義・ 

   展示解説、実技指導などを通して、県民各層が楽しく、より深く沖縄について学べるよう企画

されている。 

（３）実施日と場所：実施日 

毎月 1 回、土曜日 午後 2 時～4 時までの 2 時間 （講座により変更あり） 

場  所：博物館講座室を基本とする 

（４）受講方法 

当日の来館参加という形をとり、基本的に予約はしない。 

 

２ 学芸員講座の実施状況 

 

回数 期日 演題 講師名 定員 参加者 

1 4 月 13 日（土） 沖縄先史時代の墓と人骨 山崎 真治 80 79 

2 5 月 11 日（土） 

今、明かされる琉球王国の手わざ 

～琉球王国文化遺産集積・再興事業

について～ 

篠原 あかね 80 63 

3 6 月 8 日（土） 
フィールドツアー① 

沖縄本島南部の自然観察に行こう！ 

菊川 章 

宇佐美 賢 
20 18 

4 7 月 13 日（土） 実践！骨考古学～入門編～ 澤浦 亮平 80 60 

5 8 月 3 日（土） 
組踊上演 300 周年記念特別講演 

玉城朝薫と組踊 
田名 真之 200 164 

6 8 月 10 日（土） 博物館バックヤードたんけん 大川 剛 15 14 

7 9 月 7 日（土） 八重山における神役の継承 阿利 よし乃 80 58 

8 10月 12 日（土） 
フィールドツアー② 

沖縄本島北部の自然観察に行こう！ 

宇佐美 賢 

菊川 章 
12 12 

9 11月 9 日（土） 
映像・写真記録の沖縄～OkiMu（博物

館）コレクションから～ 
外間 一先 80 94 

10 12月 14 日（土） 
館所蔵石碑について 

～残された「拓本」から考える～ 
久部良 和子 80 57 

11 1 月 11 日（土） 
特別展の魅力を隅々まで語るガイド 

①10：00 開始 ②14：00 開始 
山本 正昭 

各回

30 
①17 
②46 

12 2 月 8 日（土） 
博物館における民俗研究について 

～ものに漲る自然と人の力～ 
大湾 ゆかり 80 30 

13 3 月 7 日（土） 
琉球漆器の螺鈿技法のうつりかわり 

※ウイルス感染対策のため中止。 
伊禮 拓郎 80 － 
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第１回 学芸員講座 

「沖縄先史時代の墓と人骨」 

講師：山崎 真治（人類担当学芸員） 

内容： 

１ 「葬送」のルーツ      

２ 現生人類の拡散と葬送文化 

３ 沖縄先史時代の墓：旧石器時代／貝塚時代／グスク時代 

４ 人骨からわかること 

５ 講座後、当館総合展示室にて、学芸員による展示解説会（31 名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2 回 学芸員講座 

「今、明かされる琉球王国の手わざ～琉球王国文化遺産集積・再興事業について～」 

講師：篠原 あかね（美術工芸担当学芸員） 

内容： 

１ 琉球王国文化遺産集積・再興事業とは 

２ 各事業における取組紹介：絵画／陶芸／三線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3 回 学芸員講座 

「フィールドツアー① 沖縄本島南部の自然観察に行こう！」 

講師：宇佐美 賢（地学担当学芸員）・菊川 章（生物担当学芸員） 

内容：沖縄本島南部における、フィールドツアー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

03  チラシ 

02  チラシ 

01-01 

01  チラシ 

01-02 

02-01 02-02 02-03 

03-01 03-02 03-03 

03-04 03-05 03-06 
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第１回 学芸員講座 

「沖縄先史時代の墓と人骨」 

講師：山崎 真治（人類担当学芸員） 

内容： 

１ 「葬送」のルーツ      

２ 現生人類の拡散と葬送文化 

３ 沖縄先史時代の墓：旧石器時代／貝塚時代／グスク時代 

４ 人骨からわかること 

５ 講座後、当館総合展示室にて、学芸員による展示解説会（31 名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2 回 学芸員講座 

「今、明かされる琉球王国の手わざ～琉球王国文化遺産集積・再興事業について～」 

講師：篠原 あかね（美術工芸担当学芸員） 

内容： 

１ 琉球王国文化遺産集積・再興事業とは 

２ 各事業における取組紹介：絵画／陶芸／三線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3 回 学芸員講座 

「フィールドツアー① 沖縄本島南部の自然観察に行こう！」 

講師：宇佐美 賢（地学担当学芸員）・菊川 章（生物担当学芸員） 

内容：沖縄本島南部における、フィールドツアー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

03  チラシ 

02  チラシ 

01-01 

01  チラシ 

01-02 

02-01 02-02 02-03 

03-01 03-02 03-03 

03-04 03-05 03-06 

第 4 回 学芸員講座 

「実践！骨考古学～入門編～」 

講師： 澤浦 亮平（人類担当学芸員） 

内容： 

１ 骨考古学ことはじめ 

２ 「骨」とはどんなものか 

３ 骨に残された様々な痕跡を読み解く 

４ シカの骨の化石を同定させる（ワークショップ） 

５ 骨考古学の最新の話題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 5 回 学芸員講座 

組踊上演 300 周年記念特別講演 

「玉城朝薫と組踊」 

講師： 田名 真之（館長） 

内容： 

１ 1714 年の江戸上がり（江戸立）  

２ 1719 年の冊封 

３ 踊奉行と朝薫 5 番 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6 回 学芸員講座 

「博物館バックヤードたんけん」 

講師： 大川 剛（教育普及担当学芸員） 

内容：中学生以下を対象に参加を募り、探検形式で収蔵資料を学習 

 

 

 

 

 

 

04  チラシ 
04-02 

06-01 

04-03 

06-02 

05-01 05-02 05-03 

05  チラシ 

06  チラシ 

04-01 

04-04 04-05 04-06 
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第 7 回 学芸員講座 

「八重山における神役の継承」 

講師： 阿利 よし乃（民俗担当学芸員） 

内容： 

１ 神役とは？ 

２ 奄美・沖縄の民俗宗教の特徴 

３ 琉球王国時代の神女組織 

４ 現在の八重山における神役の継承 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 8 回 学芸員講座 

「フィールドツアー② 沖縄本島北部の自然観察に行こう！」 

講師： 菊川 章（生物担当学芸員）・宇佐美 賢（地学担当学芸員） 

内容：沖縄本島北部における、フィールドツアー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 9 回 学芸員講座 

「映像・写真記録の沖縄～OkiMu（博物館）コレクションから～」 

講師： 外間 一先（歴史（近現代）担当学芸員） 

内容： 

１ はじめに   

２ 写真資料について   

３ 映像フィルム 

 

 

 

 

 

 

 

08-01 08-03 

08-02 

09-01 

08  チラシ 

09-02 

07-02 07-03 

09-03 

09  チラシ 

07-01 
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第 7 回 学芸員講座 

「八重山における神役の継承」 

講師： 阿利 よし乃（民俗担当学芸員） 

内容： 

１ 神役とは？ 

２ 奄美・沖縄の民俗宗教の特徴 

３ 琉球王国時代の神女組織 

４ 現在の八重山における神役の継承 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 8 回 学芸員講座 

「フィールドツアー② 沖縄本島北部の自然観察に行こう！」 

講師： 菊川 章（生物担当学芸員）・宇佐美 賢（地学担当学芸員） 

内容：沖縄本島北部における、フィールドツアー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 9 回 学芸員講座 

「映像・写真記録の沖縄～OkiMu（博物館）コレクションから～」 

講師： 外間 一先（歴史（近現代）担当学芸員） 

内容： 

１ はじめに   

２ 写真資料について   

３ 映像フィルム 

 

 

 

 

 

 

 

08-01 08-03 

08-02 

09-01 

08  チラシ 

09-02 

07-02 07-03 

09-03 

09  チラシ 

07-01 

第 10 回 学芸員講座 

「館所蔵石碑について～残された『拓本』から考える～」 

講師： 久部良 和子（歴史（古琉球）担当学芸員） 

内容： 

１ はじめに 

２ 「琉球国時代石碑」の 25 基 重要文化財に指定 

３ 古琉球時代の文献資料 

４ 石に刻まれた「文字」との出会い 

５ 博物館資料としてのメタデータ 

６ 「拓本」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 11 回 学芸員講座 

「特別展の魅力を隅々まで語るガイド」 

講師： 山本 正昭（考古担当学芸員） 

内容：特別展「グスク展」会場内展示解説 

１ 展示会会場前集合 

２ 会場内解説 10：00～11：30、14：00～15：30の 2 回開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 12 回 学芸員講座 

「博物館における民俗研究について～ものに漲る自然と人の力～」 

講師： 大湾 ゆかり（博物館班 班長） 

内容： 

１ 沖縄県立博物館・美術館における民俗分野の歴史 

２ 上江洲 均先生の聞き書きから学んだ収蔵資料の魅力 

３ これまでの調査とこれからの展望 

 （１）葬墓制関係 （２）琉球藍の製藍関係 

 

 

 

 

 

10  チラシ 

11  チラシ 

10-01 10-02 10-03 

11-01 11-02 11-03 

12-01 12-02 12-03 

12  チラシ 
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Ⅵ  博物館常設展示解説会 

 

１ 展示解説会の実施要項 

 

（１）主旨・目的 

博物館の展示内容に関する沖縄の自然・歴史・文化等について、学芸員が広い視点から分かり

やすく講義・展示解説し、楽しく有意義な学習を通して、県民の意識の向上を図ることを目的と

する。 

（２）内容 

当博物館の自然史・人類・考古・歴史・美術工芸・民俗の各分野の担当学芸員が行う講義・展

示解説を通して、県民が楽しく、より深く沖縄について学ぶことができる。 

（３）実施日と場所 

実施日：毎月1回、第2木曜日  14:00～15:00までの1時間 

場  所：博物館常設展示室 

（４）受講方法 

定員なし（事前申込不要、13：55にふれあい体験室に集合） 

 

２ 展示解説会の実施状況 
 

常設展の展示解説会は、展示資料を前に解説パネルだけでは補いきれない「博物館ならではの最新

の調査報告や情報」を踏まえた内容を紹介。参加者の内訳は、初めて参加するお客様のみならず年間

パスポートや友の会会員、個人のリピーターの参加が定着している。各学芸員が 1 回ずつ担当し開催

された。 

 日 時 分 野 講 師 名 定 員 参 加 者 

1 4月11日（木） 生  物 菊川 章 

な し 

17 

2 5月9日（木） 人  類 山崎 真治 21 

3 6月13日（木） 歴  史 久部良 和子 33 

4 6月23日（日） 

慰霊の日関連催事 
歴  史 外間 一先 14 

5 7月11日（木） 地  学 宇佐美 賢 29 

6 8月8日（木） 美術工芸 篠原 あかね 20 

7 9月12日（木） 歴  史 外間 一先 17 

8 10月10日（木） 美術工芸 伊禮 拓郎 18 

9 11月14日（木） 民  俗 阿利 よし乃 20 

10 12月12日（木） 考  古 山本 正昭 12 

11 1月9日（木） 民  俗 大湾 ゆかり 8 

12 2月13日（木） 教育普及 大川 剛 12 

13 3月12日（木） 人  類 澤浦 亮平 - 

※3 月 12 日（木）の常設展示解説会は、ウイルス感染対策のため中止。 
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Ⅵ  博物館常設展示解説会 

 

１ 展示解説会の実施要項 

 

（１）主旨・目的 

博物館の展示内容に関する沖縄の自然・歴史・文化等について、学芸員が広い視点から分かり

やすく講義・展示解説し、楽しく有意義な学習を通して、県民の意識の向上を図ることを目的と

する。 

（２）内容 

当博物館の自然史・人類・考古・歴史・美術工芸・民俗の各分野の担当学芸員が行う講義・展

示解説を通して、県民が楽しく、より深く沖縄について学ぶことができる。 

（３）実施日と場所 

実施日：毎月1回、第2木曜日  14:00～15:00までの1時間 

場  所：博物館常設展示室 

（４）受講方法 

定員なし（事前申込不要、13：55にふれあい体験室に集合） 

 

２ 展示解説会の実施状況 
 

常設展の展示解説会は、展示資料を前に解説パネルだけでは補いきれない「博物館ならではの最新

の調査報告や情報」を踏まえた内容を紹介。参加者の内訳は、初めて参加するお客様のみならず年間

パスポートや友の会会員、個人のリピーターの参加が定着している。各学芸員が 1 回ずつ担当し開催

された。 

 日 時 分 野 講 師 名 定 員 参 加 者 

1 4月11日（木） 生  物 菊川 章 

な し 

17 

2 5月9日（木） 人  類 山崎 真治 21 

3 6月13日（木） 歴  史 久部良 和子 33 

4 6月23日（日） 

慰霊の日関連催事 
歴  史 外間 一先 14 

5 7月11日（木） 地  学 宇佐美 賢 29 

6 8月8日（木） 美術工芸 篠原 あかね 20 

7 9月12日（木） 歴  史 外間 一先 17 

8 10月10日（木） 美術工芸 伊禮 拓郎 18 

9 11月14日（木） 民  俗 阿利 よし乃 20 

10 12月12日（木） 考  古 山本 正昭 12 

11 1月9日（木） 民  俗 大湾 ゆかり 8 

12 2月13日（木） 教育普及 大川 剛 12 

13 3月12日（木） 人  類 澤浦 亮平 - 

※3 月 12 日（木）の常設展示解説会は、ウイルス感染対策のため中止。 

Ⅶ  バックヤードツアー 

 

１ バックヤードツアーの実施要項 

 

（１）主旨・目的 
博物館が持つ、調査・研究・保存の機能を担う収蔵庫や各部屋を学芸員が分かりやすく解説し、

普段見る事のできない博物館の機能の見学を通して、文化財への県民の意識向上を図る事を目

的とする。 

（２）内容 

普段見る事のできない博物館内の各部屋を見学する。 

（３）実施日と場所 

実施日：毎月1回、今年度は基本第4土曜日    14:00～15:00までの1時間 

場  所：博物館バックヤード 

（４）受講方法・定員 

受講方法：当日13:00から総合案内にて受付 

定    員：12名（当日先着順） 

 

２ バックヤードツアーの実施状況 

 

バックヤードツアーは、より専門性を生かした内容とリピーターづくりを目指し、学芸員が月ごと

に講師を務めた。安全性を考慮し、常に学芸員と指定管理者スタッフの 2 名体制で臨んだ。 

学芸員研究室、研究資料室（書庫）、自然史実験室、トラックヤード、写真撮影室、冷凍室、工作室

を基本コースとしたが、収蔵庫は専門分野を中心に案内することにより、資料に関する質問にも的確

に対応することができた。また、建物の構造やＩＰＭ（Integrated Pest Management：総合的有害生

物管理）の取り組み、資料の修復について解説するなど、来館者に博物館の役割や使命を理解しても

らうための工夫が担当毎に見られた。参加者層は、県外からの旅行客を含む一般来館者が大多数を占

め、夏休み期間中は、親子連れが目立った。 

 

 日 時 分 野 講 師 名 定 員 参 加 者 

1 4月27日（土） 人  類 澤浦 亮平 

12名 

10 

2 5月25日（土） 美術工芸 篠原 あかね 15 

3 6月22日（土） 考  古 山本 正昭 12 

4 7月27日（土） 生  物 菊川 章 11 

5 8月24日（土） 人  類 山崎 真治 10 

6 9月28日（土） 民  俗 大湾 ゆかり 5 

7 10月26日（土） 地  学 宇佐美 賢 11 

8 11月23日（土） 歴  史 外間 一先 12 

9 12月28日（土） 歴  史 久部良 和子 12 

10 1月25日（土） 美術工芸 伊禮 拓郎 12 

11 2月22日（土） 民  俗 阿利 よし乃 10 

12 3月21日（土） 教育普及 大川 剛 - 

※3 月 21 日（土）の常設展示解説会は、ウイルス感染対策のため中止。 
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Ⅷ  夏休みこどもフェスタ 2019（博物館学芸員教室） 

 

１ 学芸員教室の実施要項 

 

（１）趣旨・目的（博物館学芸員教室） 

学芸員が、夏季休暇中の児童生徒を対象に、沖縄の自然、歴史、文化に関する自由研究や調

査研究等について、可能な限り博物館の情報を提供し、郷土への興味・関心を高める。 

（２）内容 

総合・部門展示、ふれあい体験室、情報センターなどの博物館の機能を紹介し、博物館を通

した、沖縄の自然、歴史、文化について子ども向けの教室を行う。 

（３）その他 

①実施方法 

〇対象：県内の小学生・中学生 

〇実施日：令和元年 7 月 23 日（火） 

から 7 月 25 日（木）まで 

〇時 間：10：00～16：30 
＊１教室 90 分程度（教室によって変更あり） 

〇定 員： 各分野 20 名程度（事前申込制） 

＊教室によって変更あり 

〇参加料：無料 

＊材料費は実費（講座により異なる）  

〇場所：実習室を中心に行う。 

②受講方法 

〇各分野の担当学芸員の日程表をチラシ等で 

告知し参加者を募る。 

〇事前申込制  ※応募者多数の場合抽選。 

〇各担当学芸員の指示のもと諸注意を守り 

受講する。 

 

２ 学芸員教室の実施状況 

 

期日・教室内容・講師 参加 

【7 月 23 日(火)】 

①『本日のお軸は？ミニ掛け軸をつくろう！』伊禮 拓郎【美術工芸担当】 

②『オリジナル民具ノートをつくろう！』  阿利 よし乃【民俗担当】 

③『貝の矢じりをつくろう！』       山崎 真治【人類担当】 

 

【7 月 24 日（水）】 

④『動物の歯の石膏レプリカをつくろう！』 澤浦 亮平【人類担当】 

⑤『考古学者体験』            山本 正昭【考古担当】 

⑥『やきものの絵付けをしよう！』     篠原 あかね【美術工芸担当】 

 

【7 月 25 日（木）】 

⑦『ダンゴムシのふしぎにせまってみよう』 菊川 章【生物担当】 

⑧『石と友達になろう！』         宇佐美 賢【地学担当】 

⑨『おきみゅージャーナリスト体験』    外間 一先【歴史担当】 

 

16 名 

16 名 

12 名 

 

 

14 名 

9 名 

20 名 

 

 

13 名 

11 名 

2 名 

フェスタチラシ 
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Ⅷ  夏休みこどもフェスタ 2019（博物館学芸員教室） 

 

１ 学芸員教室の実施要項 

 

（１）趣旨・目的（博物館学芸員教室） 

学芸員が、夏季休暇中の児童生徒を対象に、沖縄の自然、歴史、文化に関する自由研究や調

査研究等について、可能な限り博物館の情報を提供し、郷土への興味・関心を高める。 

（２）内容 

総合・部門展示、ふれあい体験室、情報センターなどの博物館の機能を紹介し、博物館を通

した、沖縄の自然、歴史、文化について子ども向けの教室を行う。 

（３）その他 

①実施方法 

〇対象：県内の小学生・中学生 

〇実施日：令和元年 7 月 23 日（火） 

から 7 月 25 日（木）まで 

〇時 間：10：00～16：30 
＊１教室 90 分程度（教室によって変更あり） 

〇定 員： 各分野 20 名程度（事前申込制） 

＊教室によって変更あり 

〇参加料：無料 

＊材料費は実費（講座により異なる）  

〇場所：実習室を中心に行う。 

②受講方法 

〇各分野の担当学芸員の日程表をチラシ等で 

告知し参加者を募る。 

〇事前申込制  ※応募者多数の場合抽選。 

〇各担当学芸員の指示のもと諸注意を守り 

受講する。 

 

２ 学芸員教室の実施状況 

 

期日・教室内容・講師 参加 

【7 月 23 日(火)】 

①『本日のお軸は？ミニ掛け軸をつくろう！』伊禮 拓郎【美術工芸担当】 

②『オリジナル民具ノートをつくろう！』  阿利 よし乃【民俗担当】 

③『貝の矢じりをつくろう！』       山崎 真治【人類担当】 

 

【7 月 24 日（水）】 

④『動物の歯の石膏レプリカをつくろう！』 澤浦 亮平【人類担当】 

⑤『考古学者体験』            山本 正昭【考古担当】 

⑥『やきものの絵付けをしよう！』     篠原 あかね【美術工芸担当】 

 

【7 月 25 日（木）】 

⑦『ダンゴムシのふしぎにせまってみよう』 菊川 章【生物担当】 

⑧『石と友達になろう！』         宇佐美 賢【地学担当】 

⑨『おきみゅージャーナリスト体験』    外間 一先【歴史担当】 
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Ⅸ  ふれあい体験室 

 

１ ふれあい体験室の概要 

 

（１）ふれあい体験室の位置づけと目的 

「ふれあい体験室」は、ハンズ・オン展示の資料を通して来館者同士、来館者とスタッフ、

また、ここで展示されている“おきなわ”との「ふれあい空間」創りをめざしている部屋で

ある。この部屋は、常設展示として、総合展示・部門展示と補完しあい、また、実習室や野

外体験プログラムと連携し、効果的に運用できる機能を併せ持っている。 

さらに、この部屋は館内における教育普及活動の拠点施設となり、来館者に発見や感動の喜

びを提供する場として、教育のさらなる向上に寄与する展示・プログラムの開発を行う場と

もなる。 
（２）体験キットの位置づけ 

展示物(体験キット)は、沖縄の「自然のしくみ」と「先人の知恵」を触れる・見る・聞くな

どの五感で体感できる操作や組立てなどの遊びを通じて、展示資料を深く学ぶことができ

る。 

体験キットは、教育普及資料として位置づけられるもので、沖縄の自然、考古、歴史、美術

工芸及び民俗などの内容に基づき、すべてが触れることのできるものとする。 

体験キットは、来館者が資料に触れあうことで目的が達成するものとして準備されている。

来館者が自主的に触れることができるようにするために、職員や親子、一般の方々といった

様々な人が参加する雰囲気作りを心がけていく。ふれあい体験室では、能動的に“沖縄の

「自然のしくみ」や「先人の知恵」”を発見・再発見することができる展示を行う。 

（３）ふれあい体験室・体験キットの対象者 

基本的に小学校中学年（3 年生以上）を対象とする。しかし、テーマに沿った展示手法の工

夫により、幼児から就学年齢の子ども、または大人にとっても楽しめる空間創りを目指す。 

（４）体験キットの分類 

ふれあい体験室は、自由に体験キットを利用することを基本としている。しかし、体験キッ

トによっては安全性や耐久性の面で使用時の注意や制限がかかるものもある。ふれあい体験

室では、体験キットを分類し、配置されているゾーンによって、使用制限のランクを分けて

いる。 

 

 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見取り図（ゾーニング図） Ⅸ_1 体験キットの分類.pdf 
Ⅸ_2 見取り図.pdf 

２ 体験キットの種類 
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Ⅸ  ふれあい体験室 

 

１ ふれあい体験室の概要 

 

（１）ふれあい体験室の位置づけと目的 

「ふれあい体験室」は、ハンズ・オン展示の資料を通して来館者同士、来館者とスタッフ、

また、ここで展示されている“おきなわ”との「ふれあい空間」創りをめざしている部屋で

ある。この部屋は、常設展示として、総合展示・部門展示と補完しあい、また、実習室や野

外体験プログラムと連携し、効果的に運用できる機能を併せ持っている。 

さらに、この部屋は館内における教育普及活動の拠点施設となり、来館者に発見や感動の喜

びを提供する場として、教育のさらなる向上に寄与する展示・プログラムの開発を行う場と

もなる。 
（２）体験キットの位置づけ 

展示物(体験キット)は、沖縄の「自然のしくみ」と「先人の知恵」を触れる・見る・聞くな

どの五感で体感できる操作や組立てなどの遊びを通じて、展示資料を深く学ぶことができ

る。 

体験キットは、教育普及資料として位置づけられるもので、沖縄の自然、考古、歴史、美術

工芸及び民俗などの内容に基づき、すべてが触れることのできるものとする。 

体験キットは、来館者が資料に触れあうことで目的が達成するものとして準備されている。

来館者が自主的に触れることができるようにするために、職員や親子、一般の方々といった

様々な人が参加する雰囲気作りを心がけていく。ふれあい体験室では、能動的に“沖縄の

「自然のしくみ」や「先人の知恵」”を発見・再発見することができる展示を行う。 

（３）ふれあい体験室・体験キットの対象者 

基本的に小学校中学年（3 年生以上）を対象とする。しかし、テーマに沿った展示手法の工

夫により、幼児から就学年齢の子ども、または大人にとっても楽しめる空間創りを目指す。 

（４）体験キットの分類 

ふれあい体験室は、自由に体験キットを利用することを基本としている。しかし、体験キッ

トによっては安全性や耐久性の面で使用時の注意や制限がかかるものもある。ふれあい体験

室では、体験キットを分類し、配置されているゾーンによって、使用制限のランクを分けて

いる。 

 

 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見取り図（ゾーニング図） Ⅸ_1 体験キットの分類.pdf 
Ⅸ_2 見取り図.pdf 

２ 体験キットの種類 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅸ_4.jpg 

Ⅸ_3 体験キットの種類.xlsx 
No. タイトル 分野 小テーマ　 中テーマ 大テーマ 備考
1 サインを見のがすな！
2 小さな生き物の大きな仕事
3 耳をすませば
4 この骨だれの？
5 サンゴと生きる
6 いろいろなタネ
7 いろいろな木と草
8 いろいろな石と砂
9 見える星座・見えない星座
10 化石　～生きていたあかし～
11 港川人研究所
12 土層と遺物からわかること
13 石で築く
14 ヌチグスイ
15 イノー　～海の食料庫～
16 御三味（ウサンミ） 食の習わし
17 いろいろな道具 生活のくふう
18 島々のコトバ 沖縄のコトバ
19 いろいろな玩具
20 いろいろな楽器
21 衣からわかること
22 焼物　～かたちのわけ～
23 漆　～飾るたのしみ～
24 印かんってなぁに？
25 島のかたち
26 記録のくふう
27 国々とのおつきあい
28 サンゴとカッチュウソウの深～い仲

29 コロコロ生態系
30 岩石観察
31 化石組み立て体験
32 絣のしくみ
33 三線のかたち①・②
34 仁王像
35 ウチナーの昔話 民俗
36 チュンジー
37 万国津梁の鐘
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※平成29年度に製作した開館10周年記念特別展「海の沖縄」関連体験キットは、ふれあい体験室の体験キット
登録を解除し、貸出用教育普及資料 として利用することが決定した。
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沖縄県立博物館・美術館魅力アップ事業

「ふれあい体験室機能強化事業」実施にお

ける体験キットとして製作

２ 体験キットの種類 
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３ 体験キットの補助ツール 

 

 今年度は新たな補助ツールの制作は行わず、既存の補助ツールを引き続き活用した。体験のてびき

「ふれたいシート」はふれあい体験室の案内リーフレットとしても利用できるため、今年度は館外で

の配布を積極的に行った。 

 

４ スタッフの配置状況 

 

ふれあい体験室は常駐の職員 1 名（沖縄美ら島財団）と博物館ボランティアスタッフで運営を行っ

ている。現在、職員は常勤スタッフ 1 名とアルバイトスタッフ 5 名を配置している。今年度はアルバ

イトスタッフの入れ替えがあったため、新規採用のスタッフには 1 ヶ月の研修を行い、ふれあい体験

室における来館者への体験サポート、室内の安全管理、体験キットの整備・修繕などの基本的な業務

について理解を深めてもらい、円滑に運営できるよう努めた。 
 

５ 利用者状況 

 

今年度のふれあい体験室の来場者は、81,292 人（１日平均 268 人／3 月 1 日 現在）。昨年度から引

き続き、観光客数増加の影響を受け、開館以来初となる 8 万人を超える来場者数を記録した。 

今年度の夏は「ジブリの大博覧会」や企画展「THE KUMIODORI 300」などが企画され、これまでで一

番の混雑が予想されていたため、夏休み期間中はスタッフ 2 名体制で運営し、来場者と展示物の安全

管理を徹底した。また、博物館ボランティア・ふれあい体験室専属ボランティアにもサポートを呼び

かけ、繁忙期でも来館者サポートの質が落ちないよう協力して運営を行った。 

また、展示において、博物館企画展「台湾展」や博物館特別展「グスク展」と関連した体験キット

や資料の展示を展開。ふれあい体験室ワークショップにおいても「台湾展」に関連した新規プログラ

ム「ペーパービーズのアクセサリーづくり」を開催することで、相互送客につなげることができた。

今後も展覧会と連動したプログラムを積極的に実施していきたい。 

 年明けから国内全体で新型コロナウイルスによる感染が拡大し、当館でも 3 月 3 日以降ふれあい体

験室・情報センターの休室措置を行った。3 月 11 日現在、休室中。 

 

６ ふれあい体験室の取組み 

 

（１）ふれあい体験室ワークショップ 

今年度のふれあい体験室ワークショップは、体験キットの充実・発展を目的に、各分野担当

学芸員や専門の指導者と協力して 4 つのプログラムを開催した。未就学児から大人まで広い世

代に参加してもらえるよう、難易度が低く短時間で取り組める内容のものを選定した。参加者

には、講座の要点をまとめた「博士カード」を配布し、カードを集める楽しさを取り入れなが

ら、学びを深めてもらった。また、今年度は初めて展示解説会付きのワークショップを実施。

博物館常設展示室にて 30 分の展示解説を行い、その後 30 分のワークショップを行う計 1 時間

のプログラムを行った。2 月末以降、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止した。 

 

場 所：ふれあい体験室前エントランスホール 

講 師：比嘉麻乃、大濵萌子 

対 象：5 歳から大人まで（小学 3 年生以下は保護者同伴） 

開催日数：44 日 ※2/29～3 月末まで新型ウイルス感染防止のため中止 

参加者数：912 人（一日平均 21 人） 

主  催：一般財団法人 沖縄美ら島財団 
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３ 体験キットの補助ツール 

 

 今年度は新たな補助ツールの制作は行わず、既存の補助ツールを引き続き活用した。体験のてびき

「ふれたいシート」はふれあい体験室の案内リーフレットとしても利用できるため、今年度は館外で

の配布を積極的に行った。 

 

４ スタッフの配置状況 

 

ふれあい体験室は常駐の職員 1 名（沖縄美ら島財団）と博物館ボランティアスタッフで運営を行っ

ている。現在、職員は常勤スタッフ 1 名とアルバイトスタッフ 5 名を配置している。今年度はアルバ

イトスタッフの入れ替えがあったため、新規採用のスタッフには 1 ヶ月の研修を行い、ふれあい体験

室における来館者への体験サポート、室内の安全管理、体験キットの整備・修繕などの基本的な業務

について理解を深めてもらい、円滑に運営できるよう努めた。 
 

５ 利用者状況 

 

今年度のふれあい体験室の来場者は、81,292 人（１日平均 268 人／3 月 1 日 現在）。昨年度から引

き続き、観光客数増加の影響を受け、開館以来初となる 8 万人を超える来場者数を記録した。 

今年度の夏は「ジブリの大博覧会」や企画展「THE KUMIODORI 300」などが企画され、これまでで一

番の混雑が予想されていたため、夏休み期間中はスタッフ 2 名体制で運営し、来場者と展示物の安全

管理を徹底した。また、博物館ボランティア・ふれあい体験室専属ボランティアにもサポートを呼び

かけ、繁忙期でも来館者サポートの質が落ちないよう協力して運営を行った。 

また、展示において、博物館企画展「台湾展」や博物館特別展「グスク展」と関連した体験キット

や資料の展示を展開。ふれあい体験室ワークショップにおいても「台湾展」に関連した新規プログラ

ム「ペーパービーズのアクセサリーづくり」を開催することで、相互送客につなげることができた。

今後も展覧会と連動したプログラムを積極的に実施していきたい。 

 年明けから国内全体で新型コロナウイルスによる感染が拡大し、当館でも 3 月 3 日以降ふれあい体

験室・情報センターの休室措置を行った。3 月 11 日現在、休室中。 

 

６ ふれあい体験室の取組み 

 

（１）ふれあい体験室ワークショップ 

今年度のふれあい体験室ワークショップは、体験キットの充実・発展を目的に、各分野担当

学芸員や専門の指導者と協力して 4 つのプログラムを開催した。未就学児から大人まで広い世

代に参加してもらえるよう、難易度が低く短時間で取り組める内容のものを選定した。参加者

には、講座の要点をまとめた「博士カード」を配布し、カードを集める楽しさを取り入れなが

ら、学びを深めてもらった。また、今年度は初めて展示解説会付きのワークショップを実施。

博物館常設展示室にて 30 分の展示解説を行い、その後 30 分のワークショップを行う計 1 時間

のプログラムを行った。2 月末以降、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止した。 

 

場 所：ふれあい体験室前エントランスホール 

講 師：比嘉麻乃、大濵萌子 

対 象：5 歳から大人まで（小学 3 年生以下は保護者同伴） 

開催日数：44 日 ※2/29～3 月末まで新型ウイルス感染防止のため中止 

参加者数：912 人（一日平均 21 人） 

主  催：一般財団法人 沖縄美ら島財団 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅸ_11.jpg Ⅸ_12.jpg 

①4・5・6 月「ふれたい博士のてづくりおもちゃ」  

 

内  容：体験キット№2「小さな生き物の大きな仕事」に関連して、

植物や化石を閉じ込めた封入標本を制作した。また、

8/24、9/14 の 4 回目のみ博物館常設展の展示解説会

付きワークショップを開催し、標本の種類や見どころにつ

いて詳しく解説した。 

日  時：2019 年 7 月～9 月の毎週土曜日 

①10:00「サメの歯化石」／②10:30「サンダンカ」 

③11:00「星砂」／④11:30「ホラシノブ」 

定  員：60 人（各回 15 人） 

※8 月より定員 40 人から 60 人へ増員 

参 加 費：400 円 

     ※8/24、9/14 の 4 回目のみ博物館常設展示室の当日

入場券（2 割引）を別途販売 

参加者数：405 人（開催日数 11 日／1 日平均 37 人） 

     ※9/21 は台風のため中止 
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②7・8・9 月「ふれたい博士の葉脈標本」 

 
内  容：体験キット№19「いろいろな玩具」に関連して、沖縄の

昔ながらの草編み玩具を画用紙やソフトテープを使っ

て制作した。 

日  時：2019 年 4 月～6 月の毎週土曜日 

①10:00「カジマヤー」／②10:30「馬グヮー」 

③11:00「星コロ」／④11:30「ハブグヮー」 

定  員：40 人（各回 10 人） 

参 加 費：300 円 

参加者数：204 人（開催日数 12 日／1 日平均 17 人） 
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Ⅸ_8.jpg Ⅸ_9.jpg 
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内  容：体験キット№21「衣からわかること」に関連して、紅型

に見られる図柄の意味や形について学びながらスタン

プを使って紅型模様のトートバッグを制作した。 

日  時：2020 年 1 月～3 月の毎週土曜日 

①10:00／②10:30／③11:00／④11:30 

定  員：40 人（各回 10 人） 

参 加 費：400 円 

参加者数：81 人（開催日数 7 日／1 日平均 12 人） 

     ※新型コロナウイルス感染拡大防止のため 2/29 以降

中止 

Ⅸ_16.jpg 

④1・2・3 月「ふれたい博士のびんがたデザイン」 

 
内  容：博物館企画展「台湾展」に関連して、台湾原住民が装飾

品に用いるビーズに着目し、不要になったポスターを

利用してペーパービーズのアクセサリーを制作した。 

日  時：2019 年 10 月～12 月の毎週土曜日 

①10:00／②10:45／③11:30 

定  員：30 人（各回 10 人） 

参 加 費：300 円 

参加者数：222 人（開催日数 14 日／1 日平均 16 人） 

Ⅸ_13.jpg 

③10・11・12 月「ペーパービーズのアクセサリーづくり」  
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内  容：体験キット№21「衣からわかること」に関連して、紅型

に見られる図柄の意味や形について学びながらスタン

プを使って紅型模様のトートバッグを制作した。 

日  時：2020 年 1 月～3 月の毎週土曜日 

①10:00／②10:30／③11:00／④11:30 

定  員：40 人（各回 10 人） 

参 加 費：400 円 

参加者数：81 人（開催日数 7 日／1 日平均 12 人） 

     ※新型コロナウイルス感染拡大防止のため 2/29 以降

中止 
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④1・2・3 月「ふれたい博士のびんがたデザイン」 

 
内  容：博物館企画展「台湾展」に関連して、台湾原住民が装飾

品に用いるビーズに着目し、不要になったポスターを

利用してペーパービーズのアクセサリーを制作した。 

日  時：2019 年 10 月～12 月の毎週土曜日 

①10:00／②10:45／③11:30 

定  員：30 人（各回 10 人） 

参 加 費：300 円 

参加者数：222 人（開催日数 14 日／1 日平均 16 人） 
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③10・11・12 月「ペーパービーズのアクセサリーづくり」  
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（２）ふれあい体験室ワークショップ特別編 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
内  容：上記催事の一環として、体験キット№10「化石」より、

プラスチック樹脂粘土を用いてアンモナイトや三葉虫

などの化石のレプリカを制作した。 

日  時：2020 年 2 月 2 日（日） 

①10:00／②11：00／③13：00／④14：30 

場  所：伊江村農村環境改善センター 

講  師：比嘉麻乃（沖縄美ら島財団） 

定  員：60 人（各回 15 人） 

参 加 費：300 円 

参加者数：65 人 

Ⅸ_19.jpg 

①第 12 回 沖縄県立博物館・美術館 移動展 in 伊江島 

「かんたん化石のレプリカづくり」 

Ⅸ_20.jpg Ⅸ_21.jpg 
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Ⅹ  ボランティア養成事業 

 

１ 目的 

 

沖縄県立博物館・美術館は県民の自己啓発や学習の場の提供、また、博物館支援活動を目的とし

て「ボランティア」を導入している。この活動は、多様化する来館者のニーズに対して、よりきめ

細かく適切なサービスへの寄与を目的としている。 

 

２ ボランティアの活動内容 

 

 （１）ボランティアの種類 

   ◇博物館ボランティア 

◇ふれあい体験室専属ボランティア 

 （２）活動の種類・活動内容 

 

博物館ボランティア 

 

□博物館ボランティア 

①展示解説ガイド ・学校向け常設展示解説補助（主に学習プログラム対応） 

②体験学習サポート 

 

・学校団体、教職員向け講座対応 

：誘導、民具体験学習の支援 

・ふれあい体験室支援：ふれあい体験室における活動支援 

体験学習教室支援：体験学習・各種講座 

・移動展等における補助 

・各種行事の際の補助 

③資料整理活動 ・新聞スクラップ等 

④その他 

・ボランティア間の連絡 

・各種刊行物の発送業務 

・沖縄美ら島財団（指定管理者）主催催事支援 

・ふれあい体験室 IPM 清掃 

※原則：毎月第 4 月曜日 13:20～ 

■総合展示部門ガイドボランティア 

 

①案内型ガイド 

②待機型ガイド 

（ジンブン BOX） 

※博物館ボランティアのうち、ガイドライセンス保持者 

・総合展示部門解説ガイド（学校団体/一般来館者） 

・総合展示部門における展示解説 

 

ふれあい体験室専属ボランティア 

 
〇ふれあい体験室専属 

ボランティア 

ふれあい体験室支援 

 ⇒ 土・日・祝日における活動 
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Ⅹ  ボランティア養成事業 

 

１ 目的 

 

沖縄県立博物館・美術館は県民の自己啓発や学習の場の提供、また、博物館支援活動を目的とし

て「ボランティア」を導入している。この活動は、多様化する来館者のニーズに対して、よりきめ

細かく適切なサービスへの寄与を目的としている。 

 

２ ボランティアの活動内容 

 

 （１）ボランティアの種類 

   ◇博物館ボランティア 

◇ふれあい体験室専属ボランティア 

 （２）活動の種類・活動内容 

 

博物館ボランティア 

 

□博物館ボランティア 

①展示解説ガイド ・学校向け常設展示解説補助（主に学習プログラム対応） 

②体験学習サポート 

 

・学校団体、教職員向け講座対応 

：誘導、民具体験学習の支援 

・ふれあい体験室支援：ふれあい体験室における活動支援 

体験学習教室支援：体験学習・各種講座 

・移動展等における補助 

・各種行事の際の補助 

③資料整理活動 ・新聞スクラップ等 

④その他 

・ボランティア間の連絡 

・各種刊行物の発送業務 

・沖縄美ら島財団（指定管理者）主催催事支援 

・ふれあい体験室 IPM 清掃 

※原則：毎月第 4 月曜日 13:20～ 

■総合展示部門ガイドボランティア 

 

①案内型ガイド 

②待機型ガイド 

（ジンブン BOX） 

※博物館ボランティアのうち、ガイドライセンス保持者 

・総合展示部門解説ガイド（学校団体/一般来館者） 

・総合展示部門における展示解説 

 

ふれあい体験室専属ボランティア 

 
〇ふれあい体験室専属 

ボランティア 

ふれあい体験室支援 

 ⇒ 土・日・祝日における活動 

 

３ ボランティア養成事業の実施状況 

 

（１）第４回総合展示部門ガイドボランティア養成講座、及びふれあい体験室専属ボランティ

ア養成事業について 

   第４回総合展示部門ガイドボランティア養成講座については、9 名が新規登録された。 

 

図 1-① 養成講座実施要項                 図 1-② 養成講座実施要項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      図 2 養成講座日程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ふれあい体験室専属ボランティア」 

養成講座の実施について 

 

※令和元年度は、当該ボランティア養成講座受講は 3

名募集があり、実施を行ったが、全員が諸事情によ

り辞退したため、新規の交付者はなし。 

001 002 

003 

2019年度博物館 総合展示部門解説ガイドボランティア養成講座実施要項 

１ 目 的

来館者へのサービス向上や多様化するニーズに対応するため、一般来館者（修学旅行生含む）向けの総合展示

部門解説ガイドボランティア養成を行う。 
 
２ 方 針

（１）展示解説ガイド実施に向けて

① 博物館ボランティアの分野別勉強会協力のもと、ボランティアによる総合展示部門解説ガイドを実施する。

② 活動においては、指定管理者（沖縄美ら島財団）教育普及担当がコーディネートの役割を担う。

③ 解説場所や内容については、「展示解説マニュアル」を基本とする。

（２）展示解説ガイドボランティア養成について

① 博物館教育普及担当は 年度総合展示部門解説ガイドボランティア養成の企画・立案を行う。

② 分野別担当学芸員は、解説ガイドの項目及び内容等について監修をおこなう。

３ 組織体制

（１）学校団体対象（県内）《実施中》 ・・・ 現行通りの体制で実施。

情報センター受付 → 学習プログラム（学校下見必修） ＊県教育普及コーディネート

（２）一般来館者（修学旅行生）対象

☆総合展示部門

情報センター受付 → ＊沖縄美ら島財団教育普及コーディネート⇔友の会連携

４ 内 容

（１）開催方法

本養成講座は、

①ガイド基礎・・・・・展示室における、学芸員の資料（主に概要・見どころ）解説受講を実施。

②先輩ガイド観察期間・・・③の訓練の前に最低 回以上、夏休み期間に先輩展示ガイドの後ろについて学

習を深める期間。

③ガイド解説訓練・・・下記 Ｂ（待機型：ジンブンＢＯＸ）ガイド解説訓練を中心にして実施

の講座を開催する。

（２）展示室における、ガイド内容について（通常のガイドボランティアの活動）

（案内型） ３０分コース⇒ 総合展示室のみを 分でまわる

（１）総合展示室５か所ほどの展示項目について、来館者を解説案内する。

（２）「展示解説マニュアル」に基づき解説をおこなう。

（待機型） ジンブンボックス⇒ 総合展示室への配置（時間設定を行う）

（１）総合展示室の５カ所に配置。一か所５分程度を目安に来館者に解説する。

（２）「展示解説マニュアル」に基づき解説をおこなう。

本講座は、Bを中心に開催する 

（別紙） 年度 沖縄県立博物館・美術館

日程表１ 「第４回博物館 総合展示部門解説ガイドボランティア養成講座（①ガイド基礎）」

  
 回 開催日・場所 時 間 内 容 担当者

① ５月９日（木）

（常設展示室）

～

～

〇開講 〇ガイドの心得についてほか 
〇人類分野の展示解説について 
（展示解説会と併せて講座開催） 

教育普及

山崎 真治

② ５月２１日（火）

（常設展示室）

～

～

〇美術工芸分野の展示解説について 
●学芸員への質問等 

篠原 あかね

③ ５月２９日（水）

（常設展示室）

～

～

〇生物分野の展示解説について 
●学芸員への質問等 

菊川 章

④ ６月７日（金）

（常設展示室）

～

～

〇考古分野の展示解説について 
●学芸員への質問等 

山本 正昭 

⑤ ６月１３日（木）

（常設展示室）

～

～

〇歴史分野の展示解説について（古琉球） 
（展示解説会と併せて講座開催） 
●学芸員への質問等 

久部良 和子 

⑥ ６月１９日（水） ～

～

〇歴史分野の展示解説について（近現代） 
●学芸員への質問等 

外間 一先

⑦ ６月２５日（火） ～

～

〇民俗分野の展示解説について 
●学芸員への質問等 

大湾 ゆかり

⑧ ７月１１日（木）

（常設展示室）

（実習室（予））

～

～

～

〇地学分野の展示解説について 
（展示解説会と併せて講座開催） 
●学芸員への質問等

〇今後の取組みについて、打合せ

宇佐美 賢

※学芸員による総合展示室での展示解説（７分野）及び担当分野について、主に総合展示、また必要に応じて

各部門展示に重点を置いた解説を実施。

  ボランティアが学校団体の支援に入った時、及び一般来館者（修学旅行生含む）への解説ガイドを想定し展

示室の見どころを紹介、解説してもらう。 

日程表２ 「第４回博物館 総合展示部門解説ガイドボランティア養成講座」（③ガイド訓練）」

回 開催日・場所 時 間 内 容 担当者

① 8 月 27 日（火） 14:00～15:50  県教育普及 
② 8 月 29 日（木） 14:00～15:50  県教育普及 
③ 9 月 4 日（水） 14:00～15:50  県教育普及 
④ 9 月 6 日（金） 14:00～15:50  県教育普及 
⑤ 9 月 10 日（火） 14:00～15:50  県教育普及 
⑥ 9 月 12 日（木） 14:00～15:50  県教育普及 
⑦ 9 月 18 日（水） 14:00～15:50  県教育普及 
⑧ 9 月 20 日（金） 14:00～15:50  県教育普及 

※２つのｸﾞﾙｰﾌﾟに分かれて

行います。

１４：００～１４：５０

ｸﾞﾙｰﾌﾟ１（ 分程度）

分野①→②→③

（後半④⑤へ）

１５：００～１５：５０

ｸﾞﾙｰﾌﾟ （ 分程度）

分野④→⑤

（後半①②③へ）

※ 回以上の参加必須

５ 講座受講対象（案）

（１）①ガイド基礎・・・・学芸員によるガイドを受けるため、全ボランティアを受講対象とする。

（２）②先輩ガイド観察期間・・・新規の展示ガイド養成講座受講生を対象とする。

（３）③ガイド訓練・・・・新規の展示ガイド養成講座受講生を対象とする。

※すでに総合展示ガイドの交付を受けている方は、受講申請書の提出は必要ありません。

そのほかの全ての方々については、受講申請書を提出して下さい。

※この養成講座は、あくまでも「ガイドを育てる」ための講座です。申請書を提出して受講する方々は、単な

る勉強目的のみでの参加は遠慮願います。

※ 期の方々で、ボランティア証交付後、ボランティア活動において十分な活動がなされていない方について

は、書類選考の上、ガイド解説訓練の参加をお断りする場合があります。

６ 講座について

（１）第 回 総合展示部門解説ガイド養成講座（①ガイド基礎）：内容 ・・・日程表１参照

①募集期間

年 月中

（２）第 回 総合展示部門解説ガイド養成講座（②ガイド解説訓練）：内容 ・・・日程表２参照

７ 講座修了までの流れ

☆講座修了要件として、ボランティア養成の専門講座は第１回～第 8回全部を受講すること。 
☆原則として講座の補講は設けない。 

☆夏休み期間に、最低3回以上参加すること。 
☆各位のスケジュールに合わせて計画を行ってよい。 

申込み方法：申込用紙に記入し、ボランティア室設置の箱に投函する。

☆ボランティア養成講座における専門講座

第 回～第８回終了後、新規の養成講座受講者は②へ
①ガイド基礎

全８回中３回以上の出席。

実習では、 日あたり各自２度のガイド実習（実践研修）を行う。

＊１人＝ 度に２～３カ所（約 分～ 分）

月～ 月の夏休み期間中においては、先輩ボランティアのガイド

の様子を、実際に隣について学習を深めること。（最低 回）

③ガイド訓練

②先輩ガイド

観察期間

夏休み期間に先輩展示ガイドの後ろについて学習

※ガイドの活動日程・曜日は後日情報提供を行う。

この参加を経て、日程表２ ③ガイド訓練へ

３ ボランティア養成事業の実施状況 

 

（１）第４回総合展示部門ガイドボランティア養成講座、及びふれあい体験室専属ボランティ

ア養成事業について 

   第４回総合展示部門ガイドボランティア養成講座については、9 名が新規登録された。 

 

図 1-① 養成講座実施要項                 図 1-② 養成講座実施要項 
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「ふれあい体験室専属ボランティア」 

養成講座の実施について 

 

※令和元年度は、当該ボランティア養成講座受講は 3

名募集があり、実施を行ったが、全員が諸事情によ

り辞退したため、新規の交付者はなし。 
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（２）第４回総合展示部門ガイドボランティア養成講座の様子 

 

〇5 月 9 日～7 月 11 日（計 8 回）ガイド基礎講座 

 

回 開催日・場所 時 間 内 容 担当者 

① 
5月9日（木） 

常設展示室 

13:00～13:50 
14:00～15:00 

〇開講 〇ガイドの心得についてほか  
〇人類分野の展示解説について  

（展示解説会と併せて講座開催）  

県教育普及 

山崎 真治 

 

② 
5月21日（火） 

常設展示室 

14:00～15:00 
15:00～15:30 

〇美術工芸分野の展示解説について  
●学芸員への質問等 

篠原 あかね 

③  
5月29日（水） 

常設展示室 

14:00～15:00 
15:00～15:30 

〇生物分野の展示解説について 
●学芸員への質問等 

菊川 章 

④ 
6月7日（金） 

常設展示室 

14:00～15:00 
15:00～15:30 

〇考古分野の展示解説について 
●学芸員への質問等 

山本 正昭  

⑤ 
6月13日（木） 

常設展示室 

14:00～15:00 
 
15:00～15:30 

〇歴史分野の展示解説について（古琉球） 
（展示解説会と併せて講座開催）  

●学芸員への質問等 
久部良 和子  

⑥ 
6月19日（水） 

常設展示室 

14:00～15:00 
15:00～15:30 

〇歴史分野の展示解説について（近現代） 
●学芸員への質問等 外間 一先 

⑦ 
6月25日（火） 

常設展示室 

14:00～15:00 
15:00～15:30 

〇民俗分野の展示解説について  
●学芸員への質問等 大湾 ゆかり 

⑧ 
7月11日（木） 

常設展示室 

14:00～15:00 
 
15:00～15:30 
15:30～16:00 

〇地学分野の展示解説について  
（展示解説会と併せて講座開催）  

●学芸員への質問等 

〇今後の取組みについて、打合せ 

宇佐美 賢 

※学芸員による総合展示室での展示解説（7 分野）及び担当分野について、主に総合展示、また

必要に応じて各部門展示に重点を置いた解説を実施。  

    ボランティアが学校団体の支援に入った時、及び一般来館者（修学旅行生含む）への解説ガイ

ドを想定し展示室の見どころを紹介、解説してもらう。 
 

〇8 月 27 日～9 月 20 日（計 8 回）ガイド訓練 

 

回 開催日 時 間 内 容 担当者 
① 8 月 27 日（火） 14:00～15:50  

 
 
養成講座参加者相互で常設展

示室をガイドし、訓練を行っ

た。  

 
 
 
県教育普及  

② 8 月 29 日（木） 14:00～15:50 
③ 9 月 4 日（水）  14:00～15:50 
④ 9 月 6 日（金）  14:00～15:50 

⑤ 9 月 10 日（火） 14:00～15:50 
⑥ 9 月 12 日（木） 14:00～15:50 
⑦ 9 月 18 日（水） 14:00～15:50 
⑧ 9 月 20 日（金） 14:00～15:50 
※養成講座受講者は、上記①～⑧までの訓練日において、3 回以上の参加を義務付けた。 

※訓練は、当館解説ガイド「ジンブン BOX」における活動を想定（5 か所）し、各所 5 分以内のガ

イド解説となるよう、訓練を行った。 

  ※「ジンブン BOX」（5 か所）…①琉球王国の成立、②旧首里城正殿鐘、③進貢船、④琉球王国の 

滅亡、⑤米軍車両とナンバープレート 
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（２）第４回総合展示部門ガイドボランティア養成講座の様子 
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常設展示室 
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14:00～15:00 

〇開講 〇ガイドの心得についてほか  
〇人類分野の展示解説について  

（展示解説会と併せて講座開催）  

県教育普及 

山崎 真治 

 

② 
5月21日（火） 

常設展示室 

14:00～15:00 
15:00～15:30 

〇美術工芸分野の展示解説について  
●学芸員への質問等 

篠原 あかね 
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14:00～15:00 
15:00～15:30 
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〇考古分野の展示解説について 
●学芸員への質問等 
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●学芸員への質問等 外間 一先 
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 ③ガイド訓練
①各位 回以上の参加をしてください。

②各回途中参加、退場はご遠慮ください。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 回総合展示解説ガイド

ボランティア養成講座

期 日 担 当 印

① 月 日（火）

１３： ０集合
： ～ ：

② 月 日（木）

１３：４ 集合
： ～ ：

③ 月 日（水）

１３： ０～集合
： ～ ：

④ 月 日（金）

１３： ０～集合
： ～ ：

⑤ 月 日（火）

１３： ０～集合
： ～ ：

⑥ 月 日（木）

１３： ０～集合
： ～ ：

⑦ 月 日（水）

１３： ０～集合
： ～ ：

⑧ 月 日（金）

１３： ０～集合
： ～ ：

氏 名担当者（大川または玉城）からサインをもらって下さい

②夏休み先輩ガイド観察 参加チェック

①ガイド基礎 参加チェック ①期間・曜日は、 ～ までの、火・水・金・日

②活動は 時間半～ 時間をめどに行って下さい。

③各位 回以上の参加をしてください。 期 日 担 当 印

① 月 日（木）

１３：００集合
山崎 真治（人類）

② 月 日（火）

１３：４ 集合
篠原あかね（美工）

③ 月 日（水）

１３： ０～集合
菊川 章 （生物）

④ 月 日（金）

１３： ０～集合
山本 正昭（考古）

⑤ 月 日（木）

１３： ０～集合
久部良和子（歴史）

⑥ 月 日（水）

１３： ０～集合
外間 一先（歴史）

⑦ 月 日（火）

１３： ０～集合
大湾ゆかり（民俗）

⑧ 月 日（木）

１３： ０～集合
宇佐美 賢（地学）

参加日 参加時間 印 参加日 参加時間 印 

／ 
10：00 
～ 

12：00 

 
／ 

： 
～ 
： 

 
 

 

／ 
： 
～ 
： 

 
／ 

： 
～ 
： 

 

／ 
： 
～ 
： 

 
／ 

： 
～ 
： 

 

／ 
： 
～ 
： 

 
／ 

： 
～ 
： 

 

／ 
： 
～ 
： 

 
／ 

： 
～ 
： 

 

 

第 回総合展示解説ガイドボランティア養成講座

 

担当者（大川または玉城）からサインをもらって下さい 担当者（大川または玉城）からサインをもらって下さい

例
大

川 



－ 38 －

＜別紙資料＞ ボランティア養成事業 

沖縄県立博物館・美術館 博物館ボランティア活動実施要項     平成 20 年 2 月 13 日 

館長決済 
(趣旨) 
第１条  沖縄県立博物館・美術館は、博物館が行う教育普及活動または研究資料の収集・整理・

充実を図るため、その活動の補助員としてボランティア（以下｢博物館ボランティア」

という。）を置くことができる。 
 

(博物館ボランティアの活動) 
第２条  博物館ボランティアは、次の各号に掲げる活動を行う。 

⑴ 展示解説、文化講座、体験学習教室、ふれあい体験室、相談室における対応等の教

育普及活動全般にわたる補助的活動。 
⑵ 調査研究等を推進するために必要な資料の収集に関し、専門知識を生かした補助的

な活動。 
(登録等) 
第３条  博物館ボランティアの登録は、博物館ボランティア講座の修了者、沖縄博物館友の会

の会員、博物館ボランティア活動を希望する者で、登録票(第１号様式)により申請のあ

った者の中から、沖縄県立博物館・美術館館長(以下「館長」という。)が審査のうえ適

当と認められる者について、登録簿 
(第２様式)へ登載を行う。 

2 館長は登録を受けた博物館ボランティアに対し、博物館ボランティア登録証(第３号様

式)を交付する。 
3 登録期間は、登録した日の属する年度の末日までとする。但し、当該博物館ボランティ

アが希望する場合は審査のうえ登録を更新することができる。 
4 館長は博物館ボランティア登録者に博物館の名誉を傷つける等の行為があった場合は、

登録を取消すことができる。 
(研修) 
第４条  館長は博物館ボランティアの活動が効果的にすすめられるよう、随時研修会を開催す

る。 
(ボランティア室の設置) 
第５条  館長は博物館ボランティア活動の連絡及び相互交流の場として、ボランティア室を設

置する。 
(庶務等) 
第６条  博物館ボランティアの登録は、博物館教育普及担当において処理する。 

2 博物館ボランティア活動の連絡調整は、博物館教育普及担当と沖縄博物館友の会におい

て処理する。 
(雑則) 
第７条 この要項に定めるもののほか博物館ボランティア活動の実施に必要な事項は、館長が別

に定める。 
付則 

この要項は、平成５年 7 月 1 日から実施する。 
この要項は、平成 12 年 8 月 1 日から実施する。 

この要項は、平成 20 年 2 月 13 日から実施する。 
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＜別紙資料＞ ボランティア養成事業 

沖縄県立博物館・美術館 博物館ボランティア活動実施要項     平成 20 年 2 月 13 日 

館長決済 
(趣旨) 
第１条  沖縄県立博物館・美術館は、博物館が行う教育普及活動または研究資料の収集・整理・

充実を図るため、その活動の補助員としてボランティア（以下｢博物館ボランティア」

という。）を置くことができる。 
 

(博物館ボランティアの活動) 
第２条  博物館ボランティアは、次の各号に掲げる活動を行う。 

⑴ 展示解説、文化講座、体験学習教室、ふれあい体験室、相談室における対応等の教

育普及活動全般にわたる補助的活動。 
⑵ 調査研究等を推進するために必要な資料の収集に関し、専門知識を生かした補助的

な活動。 
(登録等) 
第３条  博物館ボランティアの登録は、博物館ボランティア講座の修了者、沖縄博物館友の会

の会員、博物館ボランティア活動を希望する者で、登録票(第１号様式)により申請のあ

った者の中から、沖縄県立博物館・美術館館長(以下「館長」という。)が審査のうえ適

当と認められる者について、登録簿 
(第２様式)へ登載を行う。 

2 館長は登録を受けた博物館ボランティアに対し、博物館ボランティア登録証(第３号様

式)を交付する。 
3 登録期間は、登録した日の属する年度の末日までとする。但し、当該博物館ボランティ

アが希望する場合は審査のうえ登録を更新することができる。 
4 館長は博物館ボランティア登録者に博物館の名誉を傷つける等の行為があった場合は、

登録を取消すことができる。 
(研修) 
第４条  館長は博物館ボランティアの活動が効果的にすすめられるよう、随時研修会を開催す

る。 
(ボランティア室の設置) 
第５条  館長は博物館ボランティア活動の連絡及び相互交流の場として、ボランティア室を設

置する。 
(庶務等) 
第６条  博物館ボランティアの登録は、博物館教育普及担当において処理する。 

2 博物館ボランティア活動の連絡調整は、博物館教育普及担当と沖縄博物館友の会におい

て処理する。 
(雑則) 
第７条 この要項に定めるもののほか博物館ボランティア活動の実施に必要な事項は、館長が別

に定める。 
付則 

この要項は、平成５年 7 月 1 日から実施する。 
この要項は、平成 12 年 8 月 1 日から実施する。 

この要項は、平成 20 年 2 月 13 日から実施する。 

＜別紙資料＞令和元年度ボランティア通信

県 ボランティア通信 5 月号①

県 ボランティア通信 5 月号②

         ●
年
度

博
物
館
班
メ
ン
バ
ー

 
     ●

年
度

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
数

博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

名

ふ
れ
あ
い
体
験
室
専
属
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

名

    

副
館
長

金
城

き
ん
じ
ょ
う

健け
ん

班
長

大
湾

お
お
わ
ん

ゆ
か
り

歴
史

久
部

く
ぶ

良ら

和
子

な
ぎ

こ
歴

史
外
間

ほ
か

ま

一
先

か
ず
ゆ
き

美
術
工
芸

篠
原

し
の
は
ら

あ
か
ね

美
術
工
芸

伊
禮

い
れ

い

拓
郎

た
く
ろ
う

考
古

山
本

や
ま
も
と

正
昭

ま
さ
あ
き

民
俗

阿あ

利り

よ
し
乃の

人
類

山
崎

や
ま
さ
き

真
治

し
ん

じ
人

類
澤さ
わ

浦う
ら

亮
り
ょ
う

平へ
い

地
学

宇
佐
美

う
さ

み

賢け
ん

生
物

菊
川

き
く
か
わ

章
あ
き
ら

学
芸
補
佐

園
原

そ
の
は
ら

謙け
ん

学
芸
補
佐

與
那

よ
な

嶺み
ね

一
子

い
ち

こ

学
芸
補
助

勝
連

か
つ
れ
ん

涼
子

り
ょ
う
こ

事
務
補
助
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わ
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縄
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元
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発
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第
号 今
年
度
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よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
！

 

                                     

伊
禮

さ
ん

阿
利

さ
ん

皆
様
は
じ
め
ま
し
て
。
こ
の
た
び
博
物
館
班

 美
術
工
芸
担
当
学
芸
員
と
し
て
採
用
い
た
だ
き
ま
し
た
伊
禮
拓
郎

と
申
し
ま
す

。
琉
球

・
沖
縄
文

化
の
情
報

発
信
を

す
る
と
と

も
に
、
今

の
沖
縄

、
新
し
い

沖
縄
の
文

化
・
芸

術
の

発
展
に
貢
献

で
き
る

よ
う
頑
張

っ
て
ま
い

り
ま
す

。
若
輩
者

で
は
ご
ざ

い
ま
す

が
、
よ
ろ

し
く
お
願

い
申
し

上
げ

ま
す
。（

伊
禮
）

 
 

み
な
さ
ま

、
は
じ

め
ま
し
て

。
私
は
こ

の
４
月

よ
り
沖
縄

県
立
博
物

館
・
美

術
館
の
民

俗
担
当
学

芸
員
と

な
り

ま
し
た
阿
利
よ
し
乃

(あ
り
よ
し
の

)と
い
い
ま
す
。

 
私
は
こ
れ

ま
で
村

落
の
祭
祀

や
そ
の
担

い
手
た

ち
、
ま
た

現
在
の
サ

ト
ウ
キ

ビ
栽
培
に

み
ら
れ
る

ユ
イ
マ

ー
ル

に
興
味
を
持

ち
、
研

究
を
続
け

て
き
ま
し

た
。
民

俗
学
は
人

間
を
対
象

と
し
、

そ
の
生
き

方
や
人
と

人
と
の

結
び

つ
き
を
知
る

た
め
の

学
問
だ
と

思
い
ま
す

。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

の
皆
様
と

の
つ
な

が
り
を
大

切
に
し
な

が
ら
頑

張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（

阿
利
）

 
 
今
年
度
よ
り
博
物
館
班
・
事
務
補
助
と
し
て
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
玉
城
知
子
で
す
。

 
博
物
館
班

で
の
お

仕
事
は
見

る
も
の
聴

く
こ
と

す
べ
て
が

新
鮮
で
、

毎
日
楽

し
く
過
ご

さ
せ
て
い

た
だ
い

て
お

り
ま
す
。
ま
だ
不
慣
れ
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
が

1
日
で
も
早
く
皆
さ
ま

の
お
役
に
た
て
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（

玉
城
）

 

玉
城

さ
ん

お
き

み
ゅ

ー
み

ゅ
ー

♪

5 月号①

5月号②



－ 40 －

～
✿
～

月
の
勉
強
会
日
程
（
詳
細
は
掲
示
板
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）
～

✿
～

対
象
：
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ふ
れ
あ
い
専
属
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

※
民
俗
勉
強
会
・
・

（
金
）

～
場
所
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

音
声
ガ
イ
ド
を
利
用
し
て
の
勉
強
会

※
人
類
学
・
自
然
史
勉
強
会
・
・

（
金
）

～
場
所
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

年
代
表
記
に
つ
い
て

山
崎
真
治
（
人
類
担
当
学
芸
員
）

※
歴
史
・
考
古
勉
強
会
・
・

（
土
）

～
場
所
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
、
新
収
蔵
品
展

・
新
役
員
選
任

・
年
間
計
画

・
新
収
蔵
品
展
解
説

～
久
部
良
和
子
（
歴
史
担
当
学
芸
員
）

✿
参
加
希
望
者
は
、
掲
示
板
に
名
前
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

✿
内
容
が
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
下
さ
い
。

  
➢

 
（
木
）

～
博
物
館
常
設
展
示
解
説
会

山
崎
真
治
（
人
類
担
当
学
芸
員
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開
催

分
前
に
ふ
れ
あ
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体
験
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前
に
集
合
。

➢
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遺
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美
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当
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芸
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➢
 

（
土
）

～
博
物
館
文
化
講
座

講
堂
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謎
と
魅
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」
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篠
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○

（
月
）

～
集
合
場
所
：
ふ
れ
あ
い
体
験
室
前

展
示
物
の
ほ
こ
り
落

と
し
な
ど

、
名
以
上
募
集
し
ま
す
。

 
 

 

 
日
時

場
所

内
容

①
（
木
）

～
常
設
展
示
室

開
講
、
ガ
イ
ド
の
心
得
ほ
か

人
類
分
野
の
展
示
解
説

②
（
火
）

～
常
設
展
示
室

美
術
工
芸
分
野
の
展
示
解
説

学
芸
員
へ
の
質
問
等

③
（
水
）

～
常
設
展
示
室

生
物
分
野
の
展
示
解
説

学
芸
員
へ
の
質
問
等

          

５
月

の
教

育
普

及
関

連
催

事
※

 対
象
：
一
般

 

ふ
れ

あ
い

体
験

室
清

掃
※

 対
象
：
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ふ
れ
あ
い
体
験
室
専
属
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 

総
合

展
示

部
門

解
説

ガ
イ

ド
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

養
成

講
座

                      

や
ま
モ
ン
☆
コ
ラ
ム
其
の
一

山
本

正
昭

（
考

古
担

当
学

芸
員

）

～
特

別
展

『
グ

ス
ク

・
ぐ

す
く

・
城

』
へ

の
道

～

琉 球 列 島 内 に は 多 く の グ ス ク が あ り ま す

が 、 こ れ ら の う ち 最 も お 薦 め の グ ス ク を 挙

げ る こ と は か な り 困 難 な よ う に 思 い ま す 。

そ れ は グ ス ク と 言 っ て も 、 様 々 な 姿 で 存 在

し て お り 、 一 様 に イ メ ー ジ を 持 ち え な い 遺

跡 で あ る こ と が そ の 理 由 と し て 挙 げ る こ と

が で き ま す 。 例 え ば 多 く の 観 光 客 が 訪 れ る

首 里 城 も グ ス ク で す し 、 那 覇 市 の 国 場 川 の

中 州 に 立 地 す る 御 物 グ ス ク や 御 嶽 だ け が 存

在 し て い る 場 所 も グ ス ク と す る ケ ー ス も あ

り ま す 。  

こ の よ う に グ ス ク の 実 態 が 曖 昧 模 糊 と し

た も の で あ っ た こ と か ら 、 一 九 六 〇 年 代 か

ら グ ス ク 論 争 が 展 開 さ れ て い く こ と に な り

ま す 。 こ の 論 争 で は 多 く の 意 見 が 出 さ れ 、

議 論 が 交 わ さ れ て い き ま す が 、 グ ス ク を 一

つ の イ メ ー ジ に 押 し 込 め る こ と は で き な い

ま ま 、 終 息 し て い く こ と に な り ま す 。  

そ も そ も グ ス ク を 一 つ の イ メ ー ジ へ 固 定

さ せ る こ と は 、 そ の 実 態 を 見 て も 無 理 が あ

る の は 言 う ま で も あ り ま せ ん 。 よ っ て 多 く

の グ ス ク が ど の よ う な 特 徴 を 持 っ て い る の

か 、 そ の 実 態 に つ い て 明 ら か に し て い く こ

と が 、 肝 要 に 思 い ま す 。  
 

グ ス ク を 見 て い く と 、 ① 丘 陵 上 に 立 地 し

て い る 、 ② 十 四 ～ 十 五 世 紀 の 遺 物 が 出 土 、

採 集 さ れ る 。 ③ 石 積 み や 堀 切 な ど で 閉 塞 す

る 。 ④ 拝 所 が 存 在 し て い る 、 と い っ た 共 通

性 を 見 出 す こ と が で き ま す 。 も ち ろ ん こ れ

ら に 当 て は ま ら な い グ ス ク も 存 在 し ま す 。

が 、 あ く ま で グ ス ク の 中 で 共 通 性 が 多 い の

が こ の 四 点 に な り ま す 。  

こ の 四 点 全 て に 当 て は ま る グ ス ク は 全 て

按 司 伝 承 を 持 っ て い る グ ス ク に な り 、 こ れ

ら の グ ス ク の 主 と さ れ る 「 按 司 」 、 「 て だ 」 、

「 世 の 主 」 が 地 域 を 統 括 し 、 そ し て 三 山 と

い う 国 家 へ と 形 成 が な さ れ て い く と い う 、

歴 史 叙 述 へ と 含 み 込 む こ と が で き ま す 。  

個 々 の グ ス ク を 一 つ の イ メ ー ジ で 捉 え る

の で は な く 、 共 通 性 の 多 い 特 徴 を 取 り 上 げ 、

そ こ か ら 浮 か び 上 が っ て く る 別 の 特 徴 が 捉

え ら れ て く る こ と 。 そ し て 、 そ れ を 歴 史 的

な 意 味 合 い の 中 で 見 て い く こ と が グ ス ク を

捉 え て い く 上 で 最 も 理 解 が 深 ま る 視 座 で あ

る と 思 わ れ ま す 。  

皆 さ ん は グ ス ク を 訪 れ た 時 、 そ こ で 見 た

も の を 考 え な が ら 見 て い く と 、 こ れ ま で と

は 異 な る 姿 が ひ ょ っ と す る と 見 え て く る か

も し れ ま せ ん 。  
 
 

 

首
里

城
御

物
グ

ス
ク

具
志

頭
上

グ
ス

ク
の

拝
所

5 月号③

5月号④　　　



－ 41 －

～
✿
～
６
月
の
勉
強
会
日
程
（
詳
細
は
掲
示
板
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）
～

✿
～

対
象
：
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ふ
れ
あ
い
専
属
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

※
民
俗
勉
強
会
・
・

（
金
）

～
集
合
場
所
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

・
車
の
な
い
人
は
、
募
集
用
紙
の
氏
名
の
後
に
○
を
し
て
下
さ
い
。

・
見
学
後
、
昼
食
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

・
参
加
希
望
者
は
、

（
金
）
ま
で
に
申
込
ん
で
下
さ
い
（
保
険
、
昼
食
予
約
の
た
め
）
。

※
歴
史
・
考
古
勉
強
会
・
・

（
土
）

～
集
合
場
所
：
国
立
劇
場
お
き
な
わ

・
月
の
定
例
会
は
、
組
踊
鑑
賞
会
へ
の
参
加
（
予
定
）
に
か
え
ま
す
。

・
「
花
売
の
縁
」

開
演

・
切
符
を
一
括
購
入
す
る
た
め
、
早
め
に
記
入
し
て
下
さ
い
。

チ
ケ
ッ
ト
代
：
￥

✿
参
加
希
望
者
は
、
掲
示
板
に
名
前
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

✿
内
容
が
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
下
さ
い
。

                

 
日
時

集
合
場
所

内
容

④
（
金
）

～
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

室
考
古
分
野
の
展
示
解
説

⑤
（
木
）

～
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

室
歴
史
分
野
の
展
示
解
説
（
古
琉
球
）

⑥
（
水
）

～
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

室
歴
史
分
野
の
展
示
解
説
（
近
現
代
）

⑦
（
火
）

～
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

室
民
俗
分
野
の
展
示
解
説

⑧
（
木
）

～
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

地
学
分
野
の
展
示
解
説

           

 ン
 ボ

 ラ
 テ

 イ
 ア

沖
縄

県
立
博

物
館

令
和
元
年

月
日
発
行

第
号

総
合

展
示

部
門

解
説

ガ
イ

ド
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

養
成

講
座

5/
9(
木

)
第

1
回

 養
成
講
座
の
様
子

 
今
年
度
は
、

12
名
の
方

が
新
し
く
ガ
イ
ド
の
養
成

講
座
を
受
講
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
！

先
輩
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も

21
名
遊
び
に
来
て
く
れ
た
よ
～
♪

 

 

5 月号⑤

6月号①　　　
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➢

 
（
土
）

～
学
芸
員
講
座

ぐ
し
ち
ゃ
ん
浜
～
ホ
ロ
ホ
ロ
ー
の
森

「
学
芸
員
と
い
く
フ

ィ
ー
ル
ド

ツ
ア
ー
①

沖
縄
本

島
南
部
の

自
然
観
察
に
行
こ
う

！
」

菊
川
章
（
生
物
担
当

学
芸
員
）
、

宇
佐
美
賢
（
地
学
担

当
学
芸
員

）

事
前
申
込
（

）
⇒

（
土
）
現
在
、
定
員
に

達
し
た
た
め
、
キ
ャ

ン
セ
ル
待

ち
受
付
中
。

※
現
地
集
合
・
現
地
解
散

と
な

り
ま
す
。

※
荒
天
時
、
安
全
管
理
の
た

め
中
止
と
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す

。

※
林
内
の
遊
歩
道
と
海
岸
の

岩
場
を
歩
き
ま
す
の
で

、
サ
ン
ダ

ル
は
厳
禁
で
す
。

※
軍
手

を
ご
持
参

下
さ
い
。

※
日
焼
け
・
虫
刺
さ
れ
・
ケ

ガ
防
止
の
た
め
、
長
袖

・
長
ズ
ボ

ン
・
帽
子
を
ご
着
用

下
さ
い
。

➢
 

（
木
）

～
博
物
館
常
設
展
示
解
説
会

久
部
良
和
子
（
歴
史
担
当
学
芸
員
）

開
催

分
前
に
ふ
れ
あ
い
体
験

室
前
に
集
合
。

➢
 

（
土
）

～
博
物
館
文
化
講
座

講
堂

「
人
に
生
ま
れ
て
良

か
っ
た
と

思
え
る
虫
の
は
な
し

」
宮
竹

貴
久

（
岡
山
大
学
教

授
）

➢
 

（
土
）

～
博
物
館
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー

山
本
正
昭
（
考
古
担
当
学
芸
員
）

開
始

分
前
に
ふ
れ
あ
い
体
験

室
前
に
集
合
。

※
要
予
約
：
当
日
先
着
順
（

～
総
合
案
内
に
て
受
付
）

 
 

 
 

※
 

月
は

清
掃
は
行
わ
な
い
か
わ
り
に

、
館
内
燻

蒸
に
向
け

て
「

養
生
・
復
旧
作

業
」
を
行

い
ま
す
。

各
作
業
と

も
時
間

ほ

ど
予
定
し
て
い
ま
す

。

※
 

燻
蒸
消
毒
期
間

（
金
）
～

土

日
時

集
合
場
所

作
業
内
容

養 生
（
金
）

～
ふ
れ
あ
い
体
験
室
前

資
料
を
棚
か
ら
降
ろ
し
、
テ
ー
ブ
ル
に
広
げ
る
。

コ
ン
セ
ン
ト
等
を
ビ
ニ
ー
ル
で
ふ
さ
ぐ

復 旧
（
金
）

～
ふ
れ
あ
い
体
験
室
前

資
料
を
ア
ル
コ
ー
ル
で
拭
き
、
棚
に
戻
す
。

コ
ン
セ
ン
ト
等
の
ビ
ニ
ー
ル
を
外
す

○
（
火
）

～
場
所
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

 
 

○
（
木
）

～
場
所
：
実
習
室

 

６
月

の
教

育
普

及
関

連
催

事
※

 対
象
：
一
般

 

ふ
れ

あ
い

体
験

室
燻

蒸
作

業
※

 対
象
：
博

物
館
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
、
ふ

れ
あ
い

体
験
室

専
属

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

 

総
合

展
示

部
門

解
説

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

連
絡

会
※

 対
象
：
曜
日
班
の
世
話
係
、
勉
強
会
の
世
話
係

 

※
 対

象
：
ガ
イ
ド
の
資
格
を
持
つ
方

 

                                

や
ま
モ
ン
☆
コ
ラ
ム
其
の
二

山
本
正
昭
（
考
古
担
当
学
芸
員
）

～
グ

ス
ク

の
始

ま
り

と
グ

ス
ク

時
代

の
始

ま
り

に
つ

い
て

～

グ
ス
ク
と
呼
ば
れ
る
遺
跡
が
出
現
す
る
の
は
グ
ス

ク
時
代
か
ら
で
す
が
、
グ
ス
ク
時
代
の
始
ま
り
は
グ
ス

ク
が
出
現
す
る
以
前
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
少
し
煩
雑

で
す
が
、
現
在
の
よ
う
に
防
御
施
設
を
伴
う
よ
う
な
グ

ス
ク
は
概
ね

14
世
紀
後
半
頃
か
ら
多
く
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
グ
ス
ク
時
代
は
そ
れ
よ
り

も
先
駆
け
て

11
世
紀
後
半
頃
に
開
始
し
ま
す
。
そ
の

始
ま
り
を
示
す
の
が
、
中
国
産
の
玉
縁
白
磁
碗
と
徳
之

島
産
の
カ
ム
ィ
ヤ
キ
、
長
崎
県
西
彼
杵
半
島
産
の
滑
石

製
石
鍋
が
琉
球
列
島
各
地
へ
流
通
し
て
い
く
点
に
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
奄
美
諸
島
か
ら
八
重
山
諸
島
に
お

け
る
グ
ス
ク
時
代
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
以
前
ま
で
は
先
島
地
域
と
沖
縄
本
島
・
奄
美
諸

島
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
別
の
文
化
圏
で
あ
っ
た
の
が
、
こ

の
時
期
に
入
る
と
琉
球
列
島
全
域
が
共
通
し
た
文
化

圏
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
っ
た
と
言
え
ま
す
。

 
こ
の
切
っ
掛
け
と
な
っ
た
の
が
喜
界
島
の
城
久
遺

跡
群
に
な
り
ま
す
。
城
久
遺
跡
群
で
は

9
世
紀
頃
に
当

た
る
中
国
や
朝
鮮
半
島
、
日
本
本
土
か
ら
の
舶
載
品
が

多
く
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
そ
の
後
、
展
開
さ
れ
る

グ
ス
ク
時
代
に
見
る
広
域
流
通
を
か
い
ま
見
る
よ
う

な
状
況
が
現
れ
ま
す
。
ま
た
、

11
世
紀
後
半
に
は
大
規

模
な
掘
立
柱
建
物
や
規
格
化
さ
れ
た
建
物
跡
が

48
4棟

も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
遺
跡
群
は
琉
球
列
島
の
中

で
も
最
大
規
模
の
遺
跡
で
あ
る
と
言
え
る
と
共
に
、
多

く
の
人
々
が
喜
界
島
を
足
場
に
し
て
交
易
を
行
っ
て

い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
ま
す
。

 
こ
の
よ
う
な
下
地
が
あ
っ
て
、

11
世
紀
に
徳
之
島

で
、
琉
球
列
島
で
は
初
め
て
と
な
る
陶
器
窯
『
カ
ム
ィ

ヤ
キ
窯
』
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
沖
縄
本
島

や
奄
美
諸
島
地
域
で
は
容
器
と
し
て
土
器
が
用
い
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
土
器
よ
り
も
耐
久
性
が
あ
り
、
気

密
性
の
高
い
カ
ム
ィ
ヤ
キ
は
使
い
勝
手
が
良
か
っ
た

の
か
瞬
く
間
に
琉
球
列
島
各
地
へ
と
普
及
し
て
い
き

ま
す
。

 
 

 

沖
縄
本
島
に
お
い
て
は

11
世
紀
後
半
に
は
普
天
間

後
原
第
二
遺
跡
や
後
兼
久
原
遺
跡
の
よ
う
に
大
規
模

な
掘
立
柱
建
物
を
有
す
る
集
落
遺
跡
が
主
に
沖
縄
本

島
中
部
の
西
海
岸
沿
い
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
奄

美
諸
島
地
域
と
同
様
に
玉
縁
白
磁
碗
、
カ
ム
ィ
ヤ
キ
、

滑
石
製
石
鍋
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

 
以
上
の
よ
う
に
見
る
と
グ
ス
ク
時
代
は
琉
球
列
島

の
北
方
か
ら
流
入
し
て
き
た
新
た
な
時
代
の
息
吹
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
こ
の
息
吹
が
十
分
に
浸

透
し
て
か
ら
グ
ス
ク
と
呼
ば
れ
る
遺
跡
が
表
れ
出
て

く
る
と
い
う
時
代
の
流
れ
に
な
り
ま
す
。

 
 

 
城

久
遺

跡
群

か
ら

検
出

さ
れ

た
大

型
建

物
跡

の
表

示

カ
ム

ィ
ヤ

キ
窯

跡
出

土
の

カ
ム

ィ
ヤ

キ（
伊

仙
町

歴
史

民
俗

資
料

館
蔵

） 普
天

間
後

原
第

二
遺

跡
か

ら
検

出
さ

れ
た

建
物

跡

 
11
月
の
特
別
展

 
『
グ
ス
ク
・
ぐ
す
く
・
城
』
に
向
け
て

 
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
♪

 
 

6 月号②

6月号③　　　
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          ●
 募

集
期
間
：

6/
15

（
土
）
～

6/
30

（
日
）

 
※

 6
/2

8（
金
）
～

6/
30

（
日
）
は
燻
蒸
消
毒
期
間
の
た
め
、
入
館
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 
※

 応
募
期
日
を
過
ぎ
て
も
人
数
が
達
し
て
い
な
い
教
室
は
、
再
度
募
集
を
か
け
ま
す
。

 
※

 お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
方
は

、
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

室
に

掲
示

し
て
い

る
「

募
集

用
紙

」
に

ご
記
名

を
お

願
い

し
ま

す
。
 

 
 

 

 

日
時

場
所

参
加
費

1
0
：
0
0
～

1
1
：
3
0

本
日
の
お
軸
は
？

ミ
ニ
か
け
じ
く
を
作
ろ
う
！

（
美
工
：
伊
禮
）

・
学
芸
員
補
助

・
製
作
の
補
助

3
～
4
人

7
月
1
6
日
（
火
）

1
0
：
0
0
～

実
習
室

3
0
0
円

1
3
：
0
0
～

1
4
：
3
0

民
具
手
帳
を
つ
く
ろ
う
！

（
民
俗
：
阿
利
）

・
製
本
工
程
の
作
業
補
助

・
民
具
シ
ー
ル
を
貼
り
な
が
ら
民
具
学

習
の
補
助

5
～
6
人

7
月
1
6
日
（
火
）

1
3
：
0
0
～

実
習
室

3
5
0
円

1
5
：
0
0
～

1
6
：
3
0

貝
の
や
じ
り
を
作
ろ
う
！

（
人
類
：
山
崎
）

作
業
が
危
な
く
な
い
よ
う
に

3
～
4
人

7
月
1
6
日
（
火
）

1
5
：
0
0
～

実
習
室

2
0
0
円

1
0
：
0
0
～

1
1
：
3
0

動
物
の
歯
の
レ
プ
リ
カ
を
つ
く
ろ
う
！

（
人
類
：
澤
浦
）

作
業
支
援

6
～
8
人

7
月
1
7
日
（
水
）

1
0
：
0
0
～

実
習
室

5
0
0
円

1
3
：
0
0
～

1
4
：
3
0

考
古
学
者
た
い
け
ん
！

（
考
古
：
山
本
）

・
学
芸
員
補
助

・
資
料
の
安
全
管
理
補
助

4
～
5
人

1
5
：
0
0
～

1
6
：
3
0

や
き
も
の
の
絵
付
け
を
し
よ
う
！

（
美
工
：
篠
原
）

・
学
芸
員
補
助

・
製
作
の
補
助

4
人

7
月
1
8
日
（
木
）

1
5
：
0
0
～

実
習
室

5
0
0
円

1
0
：
0
0
～

1
1
：
3
0

ダ
ン
ゴ
ム
シ
の
不
思
議
に
せ
ま
っ

て
み
よ
う
！

（
生
物
：
菊
川
）

・
迷
路
作
成
（
工
作
）
の
補
助

・
ダ
ン
ゴ
ム
シ
の
館
内
へ
の
侵
入
防
止

ほ
か

4
～
5
人

7
月
1
8
日
（
木
）

1
0
：
0
0
～

実
習
室

1
3
：
0
0
～

1
6
：
3
0

石
と
友
達
に
な
ろ
う
！

石
割
り
体
験
と
黒
曜
石
の
ア
ク
セ

サ
リ
ー
作
り

（
地
学
：
宇
佐
美
）

・
岩
石
割
り

・
研
磨
作
業
の
補
助

4
～
5
人

7
月
1
8
日
（
木
）

1
3
：
0
0
～

実
習
室

1
0
：
0
0
～

1
6
：
3
0

お
き
み
ゅ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
体
験

（
歴
史
：
外
間
）

取
材
時
、
安
全
確
認
及
び
案
内

3
～
4
人

7
月
1
8
日
（
木
）

1
0
：
0
0
～

3
F

博
物
館
会
議
室

日
時

教
室
名
（
担
当
学
芸
員
）

支
援
内
容

補
助

員
数

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
前
勉
強
会

7
/
2
3

（
火
）

7
/
2
4

（
水
）

7
/
2
5

（
木
）

事
前
勉
強
会
な
し
。

当
日
、
参
加
者
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ
る
方
、

補
助
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 ン
 ボ

 ラ
 テ

 イ
 ア

沖
縄

県
立
博

物
館

令
和
元
年

月
日
発
行

第
号

夏
休

み
！

こ
ど

も
フ

ェ
ス

タ
～

博
物

館
学

芸
員

教
室

～

6 月号④

7月号①　　　
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～
✿
～
７
月
の
勉
強
会
日
程
（
詳
細
は
掲
示
板
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）
～

✿
～

対
象
：
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ふ
れ
あ
い
専
属
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

※
民
俗
勉
強
会
・
・

（
金
）

通
常
の
勉
強
会
は
お
休
み
い
た
し
ま
す
。
夏
休
み
学
芸
員
教
室
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
歴
史
・
考
古
勉
強
会
・
・

（
土
）

～
集
合
場
所
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

①
年
度

活
動
計
画
（
後
半
）
に
つ
い
て

②
個
人
発
表
：
辻
田
忠
弘

「
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
海
賊
問
題
と
琉
球
」（

オ
ラ
ン
ダ
旗
に
つ
い
て
）

※
美
工
勉
強
会
・
・
集
合
場
所
：
実
習
室

「
夏
休
み
！
博
物
館
学
芸
員
教
室

」
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

①
（
火
）

～
「
本
日
の
お
軸
は
？
ミ
ニ
か
け
じ
く
を
作
ろ
う
！
」

②
（
水
）

～
「
や
き
も
の
の
絵
付
け
を
し
よ
う
！
」

※
事
前
勉
強
会
に
必
ず
参
加
し
て
下
さ
い
。

✿
参
加
希
望
者
は
、
掲
示
板
に
名
前
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

✿
内
容
が
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
下
さ
い
。

  
➢

 
（
木
）

～
博
物
館
常
設
展
示
解
説
会

宇
佐
美
賢
（
地
学
担
当
学
芸
員
）

開
催

分
前
に
ふ
れ
あ
い
体
験

室
前
に
集
合
。

➢
 

（
土
）

～
学
芸
員
講
座

博
物
館
講
座
室

「
実
践
！
骨
考
古
学

～
入
門
編

～
」

澤
浦
亮
平
（

人
類

担
当

学
芸
員
）

➢
 

（
土
）

～
博
物
館
文
化
講
座

講
堂

「
人
類
学
持
論
」

・
～

「
ヒ
ト
の
発
生
」

影
山
幾
男

・
～

「
ヒ
ト
は
な
ぜ
難
産
な
の
か
？

」
奈
良

貴
史

➢
 

（
土
）

～
博
物
館
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー

菊
川
章
（
生
物
担
当
学
芸
員
）

開
始

分
前
に
ふ
れ
あ
い
体
験

室
前
に
集
合
。

※
当
日
先
着
順
：
定
員

名
（

～
総
合
案
内
に
て
受

付
）

 
 

 
 

○
（
月
）

～
集
合
場
所
：
ふ
れ
あ
い
体
験
室
前

展
示
物
の
ほ

こ
り
落
と

し
な
ど
、

名
以
上
募
集
し
ま
す

。

○
（
金
）

～
場
所
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

※
こ
の
日
だ
け
第

火
曜
日
か
ら
変
更
し
ま

し
た
。

  

７
月

の
教

育
普

及
関

連
催

事
※

 対
象
：
一
般

 

ふ
れ

あ
い

体
験

室
清

掃
※

 対
象
：
博

物
館
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
、
ふ

れ
あ
い

体
験
室

専
属

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

連
絡

会
※

 対
象
：
曜
日
班
の
世
話
係
、
勉
強
会
の
世
話
係

 

                                      

や
ま
モ
ン
☆
コ
ラ
ム
其
の
三

山
本

正
昭
（
考
古
担
当
学
芸
員
）

～
グ

ス
ク

か
ら

う
か

が
え

る
争

乱
の

痕
跡

と
は

～

県
博

所
蔵

の
火

矢

グ
ス
ク
が
築
か
れ
た
時
代
は
争
い
が
激
し
く
な
っ
て
い
っ
た
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。
グ
ス
ク
は
そ
の
よ
う
な

時
代
的
背
景
を
多
分
に
含
み
込
ん
で
い
る
遺
跡
で
も
あ
り
ま
す
。

 
例
え
ば
堀
切
や
複
雑
な
出
入
口
と
い
っ
た
様
々
な
防
御
す
る
た
め
の
工
夫
が
グ
ス
ク
内
の
各
所
に
施
さ
れ
て
い

き
ま
し
た
。
ま
た
、
石
積
み
を
高
層
化
し
、
そ
の
上
に
足
場
と
な
る
空
間
を
設
け
る
こ
と
で
、
全
て
の
方
向
に
対

し
て
睨
み
を
利
か
せ
る
と
い
っ
た
こ
と
も
グ
ス
ク
か
ら
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
防
御
の
た
め
の
工
夫
は
争

い
の
規
模
が
大
き
く
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
卓
越
し
た
形
へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

 
グ
ス
ク
の
発
掘
調
査
に
目
を
向
け
る
と
小
札
、
八
双
金
物
、
鞐
と
い
っ
た
武
具
の
一
部
や
切
羽
、
鍔
、
目
釘
、

兜
金
と
い
っ
た
刀
装
具
、
更
に
は
鉄
鏃
や
火
器
兵
器
（
火
矢
）
の
弾
と
さ
れ
る
石
球
な
ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
大
規
模
な
戦
い
が
グ
ス
ク
の
周
辺
で
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
ま
す
。

 
こ
れ
ら
グ
ス
ク
に
お
い
て
の
防
御
機
能
は

13
世
紀
頃
か
ら
、
戦
い
に
関
係
す
る
武
器
や
武
具
は

12
世
紀
頃
か

ら
見
ら
れ
ま
す
が
、

14
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
そ
の
数
と
種
類
が
激
増
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
原
因
に

つ
い
て
は
、
①
他
地
域
と
の
物
流
が
活
発
に
な
っ
た
こ
と
で
交
易
に
よ
る
権
益
の
奪
い
合
い
、
②
農
耕
の
普
及
に

よ
る
富
（
余
剰
物
）
の
蓄
積
を
端
に
発
し
た
蔵
物
の
奪
い
合
い
、
③
富
の
蓄
積
を
背
景
と
し
た
権
力
者
に
よ
る
権

益
拡
大
を
狙
っ
た
武
力
行
使
が
主
な
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

 
と
く
に
沖
縄
本
島
で
は
争
い
の
よ
る
地
域
統
合
が
進
み
、

14
世
紀
後
半
に
は
根
拠
地
を
首
里
城
、
浦
添
グ
ス
ク

を
拠
点
と
す
る
中
山
、
今
帰
仁
グ
ス
ク
を
拠
点
と
す
る
山
北
、
島
添
大
里
グ
ス
ク
、
高
嶺
大
里
グ
ス
ク
を
拠
点
と

す
る
山
南
へ
と
、
大
規
模
な
グ
ス
ク
を
拠
り
所
に
ク
ニ
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

 
14

20
年
代
に
は
中
山
が
山
北
と
山
南
を
武
力
制
圧
し
た
こ
と
で
、
沖
縄
本
島
で
統
一
王
権
が
成
立
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
の

14
58
年
に
護
佐
丸
・
阿
麻
和
利
の
乱
で
グ
ス
ク
が
攻
防
の
場
と
し
て
使
わ
れ
た
り
、
治
安
を

維
持
す
る
た
め
に
北
山
監
守
が
今
帰
仁
グ
ス
ク
に
設
置
さ
れ
た
り
、
倭
寇
か
ら
那
覇
湊
を
守
る
た
め
の
砲
台
場
と

し
て
屋
良
座
森
グ
ス
ク
が

15
53
年
に
築
か
れ
た
よ
う
に
、
軍
事
的
な
緊
張
状
態
が
続
い
て
い
た
こ
と
が
、
グ
ス
ク

の
有
り
方
か
ら
分
り
ま
す
。

 
こ
の
よ
う
に
グ
ス
ク
は
約

30
0
年
間
に
わ
た
っ
て
防
御
的
な
役
割
を
担
い
続
け
た
、
琉
球
列
島
で
も
特
質
的
な

遺
跡
で
あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

 
 

 

高
層

化
さ

れ
た

今
帰

仁
グ

ス
ク

の
石

積
み

在
り

し
日

の
屋

良
座

森
グ

ス
ク

（
阪

谷
写

真
）

7 月号②

7月号③　　　
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沖
縄

県
立
博

物
館

令
和
元
年

月
日
発
行

第
号

学
芸

員
教

室
・

事
前

勉
強

会
の

様
子

☆
（

火
）

～
（

木
）

7 月号④

8月号①　　　
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～
✿
～
８
月
の
勉
強
会
日
程
（
詳
細
は
掲
示
板
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）
～

✿
～

対
象
：
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ふ
れ
あ
い
専
属
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

※
民
俗
勉
強
会
・
・

（
金
）

～
集
合
場
所
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

・
「
海
人
工
房
見
学
」
の
振
り
返
り
学
習

・
葬
墓
制
に
つ
い
て

映
像
を
見
な
が
ら
勉
強
会

※
歴
史
・
考
古
勉
強
会
・
・

（
土
）

～
集
合
場
所
：
講
堂
（

）
「
組
踊
上
演

周
年
記
念

特
別
講
演
」

講
師
：
田
名

真
之
（
館
長
）

注
意
）
①

勉
強
会

第
二
土
曜
日
か
ら
第
一
へ
変
更

②
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
！
早
め
の
入
場
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
美
工
勉
強
会
・
・

（
金
）

～
集
合
場
所
：
城
間
紅
型
工
房
（
首
里
山
川
）

館
外
学
習
：
城
間
紅
型
工
房

学
習
内
容
：
①

紅
型
の
工
程

②
琉
球
藍
染
の
工
程
と
実
習

※
材
料
費

円
徴
収
し
ま
す
。
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
を
作
り
ま
す
。

※
日
程
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
掲
示
板
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
（
火
）
ま
で
に
申
込
ん
で
下
さ
い
。

  
➢

 
（
土
）

～
組
踊
上
演

周
年
記
念
特
別
講
演

講
堂

「
玉
城
朝
薫
と
組
踊

」
田
名

真
之
（
館
長
）

➢
 

（
木
）

～
博
物
館
常
設
展
示
解
説
会

篠
原
あ
か
ね
（
美
工
担
当
学
芸
員
）

開
催

分
前
に
ふ
れ
あ
い
体
験

室
前
に
集
合
。

➢
 

（
土
）

～
学
芸
員
講
座

「
博
物
館
バ
ッ
ク
ヤ

ー
ド
探
検

」
大
川
剛
（
教
育

普
及

担
当

学
芸
員
）

※
要
申
込
み
：
対
象
は
小

～
中

、
定
員

名
（
電
話
・
来
館
に
て
受
付
。

（
火
）
～
定
員
に
達
し
次
第
終

了
）

 
➢

 
（
土
）

～
博
物
館
文
化
講
座

講
堂

「
石
に
か
わ
っ
て
話

し
た
い
！

」
大
城
逸
朗
（
理

学
博
士
）

➢
 
８

（
土
）

～
博
物
館
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー

山
崎
真
治
（
人
類
担
当
学
芸
員
）

開
始

分
前
に
ふ
れ
あ
い
体
験

室
前
に
集
合
。

※
当
日
先
着
順
：
定
員

名
（
当
日

～
総
合
案
内
に
て
受
付
）

 
  

 
○

（
月
）

～
集
合
場
所
：
ふ
れ
あ
い
体
験
室
前

展
示
物
の
ほ

こ
り
落
と

し
な
ど
、

名
以
上
募
集
し
ま
す

。

○
（
火
）

～
場
所
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

  

８
月

の
教

育
普

及
関

連
催

事
※

 対
象
：
一
般

 

ふ
れ

あ
い

体
験

室
清

掃
※

 対
象
：
博

物
館
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
、
ふ

れ
あ
い

体
験
室

専
属

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

連
絡

会
※

 対
象
：
曜
日
班
の
世
話
係
、
勉
強
会
の
世
話
係

 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

                                     

や
ま
モ
ン
☆
コ
ラ
ム
其
の
四

山
本

正
昭
（
考
古
担
当
学
芸
員
）

グ
ス

ク
に

拠
る

人
々

の
姿

に
せ

ま
る

―
グ

ス
ク

と
権

力
―

グ
ス
ク
時
代
に
お
い
て
、
各
地
域
を
統
べ
た
首
長
に
は

「
按
司
」「
て
ぃ
だ
」「
よ
の
ぬ
し
」
等
の
名
称
が
付
け
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
、
後
世
に
編
纂
さ
れ
た
史
料
で
窺
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
ら
首
長
の
性
格
を
最
も
端
的
に
表

し
て
い
る
の
が
、
大
規
模
な
グ
ス
ク
に
な
り
ま
す
。
大
規

模
な
グ
ス
ク
を
築
く
た
め
に
は
平
場
に
造
成
を
行
い
、
石

積
み
を
立
ち
上
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
条
件
と
な
っ
て

き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
多
く
の
人
々
を
集
め
、
統
率
す

る
力
を
持
つ
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
解
り
ま
す
。
加
え

て
、
大
規
模
な
グ
ス
ク
の
内
部
に
規
格
化
さ
れ
た
瓦
葺
き

 

礎
石
・
基
壇
の
建
物
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
首
長
は
そ

れ
ら
を
建
て
る
技
術
者
や
瓦
を
造
る
た
め
の
技
術
者
、
更

に
は
資
材
を
調
達
す
る
技
術
者
と
い
っ
た
様
々
な
人
々

と
関
係
が
取
れ
る
と
い
う
よ
う
な
人
物
像
が
浮
か
び
上

が
っ
て
き
ま
す
。

 
高
い
石
積
み
で
囲
わ
れ
た
中
の
、
瓦
が
葺
か
れ
た
荘
厳

な
建
物
内
に
住
ま
う
、
も
し
く
は
政
務
を
執
る
首
長
の
姿

は
、
他
の
人
々
を
圧
倒
し
、
多
大
な
権
力
を
有
し
た
で
あ

ろ
う
こ
と
が
一
目
で
分
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
首
長
の
存

在
感
を
演
出
す
る
た
め
の
空
間
が
大
規
模
な
グ
ス
ク
内

部
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 
ま
た
、
首
長
は
周
辺
地
域
と
の
交
易
で
得
た
希
少
性
の

高
い
中
国
産
の
陶
磁
器
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
が
グ
ス

ク
の
発
掘
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
本
土

や
中
国
大
陸
方
面
か
ら
運
び
込
ま
れ
た
銭
貨
が
グ
ス
ク

か
ら
出
土
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
対
外
交
易
に
よ
っ

て
、
首
長
が
富
の
蓄
積
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
た
と
共
に

そ
れ
ら
を
背
景
に
し
て
、
国
家
と
し
て
の
基
礎
を
作
り
上

げ
て
い
き
ま
し
た
。

 
14

29
年
に
沖
縄
本
島
を
統
一
し
た
中
山
国
の
拠
点
で

あ
る
首
里
城
京
の
内
跡
か
ら
、
中
国
産
や
東
南
ア
ジ
ア
産

陶
磁
器
の
大
型
製
品
が
大
量
に
出
土
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
は
ま
さ
に
中
山
王
を
頂
点
に
し
た
国
家
が
対
外
交
易

で
得
た
最
高
の
宝
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
解
る
資
料
で
す
。

 
一
方
で
、
グ
ス
ク
に
拠
る
首
長
を
支
え
た
人
々
の
集
落

が
そ
の
近
く
に
あ
り
ま
し
た
。
発
掘
調
査
が
広
範
囲
に
行

わ
れ
た
今
帰
仁
ム
ラ
跡
で
は
中
国
産
陶
磁
器
の
皿
や
碗
、

在
地
産
の
グ
ス
ク
土
器
と
い
っ
た
日
用
品
が
大
量
に
出

土
し
て
い
ま
す
。
首
長
に
従
う
多
く
の
人
々
が
住
ま
う
空

間
が
グ
ス
ク
の
近
く
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
様
々
な
人
々
を

抱
え
る
だ
け
の
権
力
を
首
長
が
持
っ
て
い
た
こ
と
が
想

像
さ
れ
ま
す
。

 
こ
の
よ
う
な
グ
ス
ク
に
拠
っ
た
人
々
は
交
易
を
行
い
、

利
益
を
増
や
し
て
し
て
い
く
こ
と
で
自
己
の
威
信
を
ア

ピ
ー
ル
し
、
自
身
に
従
う
人
々
を
増
や
し
て
い
っ
た
こ
と

が
大
規
模
な
グ
ス
ク
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 
 

浦 添 グ ス ク 採 取

高 麗 系 瓦

勝 連 グ ス ク 出 土 の

中 国 銭

首
里

城
京

の
内

跡
出

土
の

陶
磁

器

8 月号②

8月号③　　　



－ 47 －

                                   
 

     

 ン
 ボ

 ラ
 テ

 イ
 ア

沖
縄

県
立
博

物
館

令
和
元
年

月
日
発
行

第
号

先 日 、 博 物 館 班 で 、 「 ブ ラ ン デ ィ ン グ 講 座 」 な る も の を 受 け

ま し た 。 友 の 会 に 所 属 さ れ て い る 方 は 、 受 講 し た 方 も い る の で

は な い で し ょ う か 。 講 座 で は 、 美 ら 島 財 団 の 福 治 さ ん や 渡 久 地

さ ん が 講 師 を 務 め て い ま し た 。 ブ ラ ン デ ィ ン グ と は 何 で し ょ う

か 。 ど う や ら 、 「 館 の イ メ ー ジ を 高 め る 活 動 」 で 、 お き み ゅ ー

の 誕 生 も こ の ブ ラ ン デ ィ ン グ 計 画 の 一 環 と の こ と 。 講 座 で は 、

当 館 を 「 開 か れ た 魅 力 あ る 博 物 館 ・ 美 術 館 」 に す る た め に ど う

す る べ き か 、 一 人 一 人 が 意 見 を 出 し 合 い ま し た 。  

話 は 変 わ り ま す が 、 今 年 の 夏 休 み に 博 物 館 の 教 育 普 及 で は 、

那 覇 中 ・ 沖 尚 中 ・ 沖 尚 高 よ り 、 例 年 に な い 人 数 （ 約 五 十 名 ） を

ボ ラ ン テ ィ ア と し て 受 け 入 れ ま し た 。 し か し 、 県 内 の 小 中 学 生

の 入 館 料 が 無 料 と い う こ と が 全 く 知 ら れ て い な い せ い か 、 子 供

た ち の な か に は 、 博 物 館 に 来 た こ と が な い 子 も い ま し た 。 博 物

館 が ど う い う 機 能 を 持 っ た 施 設 か と い う こ と も 認 知 さ れ て い

ま せ ん 。 ふ れ あ い 体 験 室 で ボ ラ ン テ ィ ア を す る 前 に 、 博 物 館 に

つ い て 知 っ て も ら お う と 展 示 室 で 調 べ 物 を し て も ら っ た の で

す が 、 資 料 を 見 る 行 為 自 体 に 戸 惑 い を 感 じ て い る 姿 が 多 々 見 ら

れ ま し た 。 子 供 た ち と 接 し て い て 感 じ た の は 、 全 体 的 に 「 博 物

館 慣 れ 」 し て い な い と い う こ と で す 。  

私 た ち 教 育 普 及 や ボ ラ ン テ ィ ア は 、 民 具 体 験 や 展 示 室 で の ガ

イ ド 、 ふ れ あ い 体 験 室 で の 対 応 な ど 、 来 館 者 に 接 す る 機 会 が と

て も 多 い で す 。 当 館 が 「 県 民 に 親 し ん で も ら い 、 愛 さ れ る 博 物

館 ・ 美 術 館 」 に な る た め に は 、 何 が で き る の で し ょ う か 。 「 に

こ や か に 来 館 者 を 迎 え る 」 「 誰 に で も 分 か り や す い 言 葉 を 使 っ

て 解 説 す る 」 な ど 、 改 め て 各 自 が 目 標 を も っ て 博 物 館 活 動 を 展

開 し て い く こ と が 大 事 だ と 感 じ ま し た （ 玉 城 ）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
開

か
れ

た
魅

力
あ

る
博

物
館

・
美

術
館

」
と

は
何

ぞ
や

？
？

沖
尚

中
か

ら
参

加
し

た
生

徒
の

中
に

は
、動

物
の

骨
が

大
好

き
で

、夏
休

み
の

間
、

毎
週

足
を

運
ん

で
く

れ
る

子
も

い
ま

し
た

～
♪

中
学

生
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

体
験

の
様

子

8 月号④

9月号①　　　
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～
✿
～

月
の
勉
強
会
日
程
（
詳
細
は
掲
示
板
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）
～

✿
～

対
象
：
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ふ
れ
あ
い
専
属
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

※
民
俗
勉
強
会
・
・

（
土
）

～
場
所
：
博
物
館
講
座
室

（
金
）
の
勉
強
会
は
お
休
み
に
し
ま
す
。

（
土
）

民
俗
担
当
学
芸
員
「
阿
利
よ
し
乃
」
先
生
の
講
座
へ
参
加
し
て
下
さ
い
。

※
歴
史
・
考
古
勉
強
会
・
・

（
土
）

～
場
所
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

①
鑑
賞

「
琉
球
伝
統
芸
能
鑑
賞
と
講
演
」

②
台
湾
展
展
示
解
説

久
部
良
和
子
（
歴
史
担
当
学
芸
員
）

※
美
工
勉
強
会
・
・

（
金
）

～
場
所
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

シ
ナ
リ
オ
の
読
み
合
わ
せ
と
勉
強
会
・
・
・
琉
球
紅
型
、
琉
球
漆
器

※
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

✿
参
加
希
望
者
は
、
掲
示
板
に
名
前
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

✿
内
容
が
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
下
さ
い
。

  
➢

 
（
土
）

～
学
芸
員
講
座

博
物
館
講
座
室

「
八
重
山
に
お
け
る

神
役
の
継

承
」

阿
利
よ
し
乃

（
民
俗

担
当
学
芸
員
）

➢
 

（
木
）

～
博
物
館
常
設
展
示
解
説
会

外
間
一
先
（
歴
史
担
当
学
芸
員
）

開
催

分
前
に
ふ
れ
あ
い
体
験

室
前
に
集
合
。

➢
 

（
金
）

～
古
文
書
勉
強
会
【
入
門
編
】

博
物
館
講
座
室

「
野
村
工
工
四
上
巻

」
三
線
名

人
人
の
略
伝

田
名
真
之
（

館
長
）

※
当
日
先
着

席
（
予
約
不
要
）

※
参
加
費

円

➢
 

（
土
）

～
博
物
館
文
化
講
座

講
堂

「
ハ
イ
サ
イ
沖
縄
～

沖
縄
を
見

つ
め
て

年
～
」

呉
密
察
（

故
宮
博
物

院
院
長

）

➢
 

（
土
）

～
博
物
館
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー

大
湾
ゆ
か
り
（
民
俗
担
当
学
芸
員
・
班
長
）

開
始

分
前
に
ふ
れ
あ
い
体
験

室
前
に
集
合
。

※
当
日
先
着
順
：
定
員

名
（
当
日

～
総
合
案
内
に
て
受
付
）

 
  

 
○

（
火
）

～
集
合
場
所
：
ふ
れ
あ
い
体
験
室
前

展
示
物
の
ほ

こ
り
落
と

し
な
ど
、

名
以
上
募
集
し
ま
す

。

※
 
前
日
の

（
月
）
が
開
館
、

（
火
）
が
閉
館
と
な
っ
て
い

ま
す
。

○
（
木
）

～
場
所
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

  

９
月

の
教

育
普

及
関

連
催

事
・

そ
の

他
※

 対
象
：
一
般

 

ふ
れ

あ
い

体
験

室
清

掃
※

 対
象
：
博

物
館
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
、
ふ

れ
あ
い

体
験
室

専
属

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

連
絡

会
※

 対
象
：
曜
日
班
の
世
話
係
、
勉
強
会
の
世
話
係

 

                                      

や
ま
モ
ン
☆
コ
ラ
ム
其
の
三

山
本

正
昭
（
考
古
担
当
学
芸
員
）

～
グ

ス
ク

か
ら

う
か

が
え

る
争

乱
の

痕
跡

と
は

～

県
博

所
蔵

の
火

矢

グ
ス
ク
が
築
か
れ
た
時
代
は
争
い
が
激
し
く
な
っ
て
い
っ
た
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。
グ
ス
ク
は
そ
の
よ
う
な

時
代
的
背
景
を
多
分
に
含
み
込
ん
で
い
る
遺
跡
で
も
あ
り
ま
す
。

 
例
え
ば
堀
切
や
複
雑
な
出
入
口
と
い
っ
た
様
々
な
防
御
す
る
た
め
の
工
夫
が
グ
ス
ク
内
の
各
所
に
施
さ
れ
て
い

き
ま
し
た
。
ま
た
、
石
積
み
を
高
層
化
し
、
そ
の
上
に
足
場
と
な
る
空
間
を
設
け
る
こ
と
で
、
全
て
の
方
向
に
対

し
て
睨
み
を
利
か
せ
る
と
い
っ
た
こ
と
も
グ
ス
ク
か
ら
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
防
御
の
た
め
の
工
夫
は
争

い
の
規
模
が
大
き
く
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
卓
越
し
た
形
へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

 
グ
ス
ク
の
発
掘
調
査
に
目
を
向
け
る
と
小
札
、
八
双
金
物
、
鞐
と
い
っ
た
武
具
の
一
部
や
切
羽
、
鍔
、
目
釘
、

兜
金
と
い
っ
た
刀
装
具
、
更
に
は
鉄
鏃
や
火
器
兵
器
（
火
矢
）
の
弾
と
さ
れ
る
石
球
な
ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
大
規
模
な
戦
い
が
グ
ス
ク
の
周
辺
で
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
ま
す
。

 
こ
れ
ら
グ
ス
ク
に
お
い
て
の
防
御
機
能
は

13
世
紀
頃
か
ら
、
戦
い
に
関
係
す
る
武
器
や
武
具
は

12
世
紀
頃
か

ら
見
ら
れ
ま
す
が
、

14
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
そ
の
数
と
種
類
が
激
増
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
原
因
に

つ
い
て
は
、
①
他
地
域
と
の
物
流
が
活
発
に
な
っ
た
こ
と
で
交
易
に
よ
る
権
益
の
奪
い
合
い
、
②
農
耕
の
普
及
に

よ
る
富
（
余
剰
物
）
の
蓄
積
を
端
に
発
し
た
蔵
物
の
奪
い
合
い
、
③
富
の
蓄
積
を
背
景
と
し
た
権
力
者
に
よ
る
権

益
拡
大
を
狙
っ
た
武
力
行
使
が
主
な
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

 
と
く
に
沖
縄
本
島
で
は
争
い
の
よ
る
地
域
統
合
が
進
み
、

14
世
紀
後
半
に
は
根
拠
地
を
首
里
城
、
浦
添
グ
ス
ク

を
拠
点
と
す
る
中
山
、
今
帰
仁
グ
ス
ク
を
拠
点
と
す
る
山
北
、
島
添
大
里
グ
ス
ク
、
高
嶺
大
里
グ
ス
ク
を
拠
点
と

す
る
山
南
へ
と
、
大
規
模
な
グ
ス
ク
を
拠
り
所
に
ク
ニ
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

 
14

20
年
代
に
は
中
山
が
山
北
と
山
南
を
武
力
制
圧
し
た
こ
と
で
、
沖
縄
本
島
で
統
一
王
権
が
成
立
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
の

14
58
年
に
護
佐
丸
・
阿
麻
和
利
の
乱
で
グ
ス
ク
が
攻
防
の
場
と
し
て
使
わ
れ
た
り
、
治
安
を

維
持
す
る
た
め
に
北
山
監
守
が
今
帰
仁
グ
ス
ク
に
設
置
さ
れ
た
り
、
倭
寇
か
ら
那
覇
湊
を
守
る
た
め
の
砲
台
場
と

し
て
屋
良
座
森
グ
ス
ク
が

15
53
年
に
築
か
れ
た
よ
う
に
、
軍
事
的
な
緊
張
状
態
が
続
い
て
い
た
こ
と
が
、
グ
ス
ク

の
有
り
方
か
ら
分
り
ま
す
。

 
こ
の
よ
う
に
グ
ス
ク
は
約

30
0
年
間
に
わ
た
っ
て
防
御
的
な
役
割
を
担
い
続
け
た
、
琉
球
列
島
で
も
特
質
的
な

遺
跡
で
あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

 
 

 

高
層

化
さ

れ
た

今
帰

仁
グ

ス
ク

の
石

積
み

在
り

し
日

の
屋

良
座

森
グ

ス
ク

（
阪

谷
写

真
）

9 月号②

9月号③　　　
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那

覇
中

沖
尚
中

沖
尚
高

7/
20

（
土
）

2
名

7/
26

（
金
）

2
名

1
名

8/
2（

金
）

1
名

8/
3（

土
）

6
名

8/
9（

金
）

8
名

8/
10

（
土
）

9
名

5
名

8/
16

（
金
）

8
名

8/
17

（
土
）

5
名

8/
24

（
土
）

11
名

9/
14

（
土
）

4
名

10
/5
（
土
）

2
名

11
/1

6（
土
）

2
名

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
入
れ

現
在
、

名
達
成
！
！

 ン
 ボ

 ラ
 テ

 イ
 ア

沖
縄

県
立
博

物
館

令
和
元
年

月
日
発
行

第
号

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入
れ
は
、
今
年
で

3
年
目
に
な

り
ま
す
。

受
入
数
は
年
々
増
え
て
お
り
、

H
29

は
10

名
、

H
30

は
37

名
で
し
た
。

今
年
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
体
験
キ
ッ
ト
や
常
設
展
示
室

を
紹
介
し
て
く
れ
た
り
、
ふ
れ
あ
い
ス
タ
ッ
フ
が
着
物
を
着

せ
て
く
れ
た
り
。
子
供
た
ち
に
充
実
し
た
体
験
を
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

10
～

11
月
も
那
覇
中
の
子
供
た
ち
が
参
加
し
ま
す
。
声

を
か
け
て
頂
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

総
合
展
示
部
門
解
説
ガ
イ
ド

９
名
資
格
取
得
！
！

①
 
伊
波

理
恵
（

8
期
生
）

②
 
上
原

貞
子
（

8
期
生
）

③
 
上
原

美
佐
子
（

4
期
生

）

④
 
大
城

王
子
（

8
期
生
）

⑤
 
小
波
津

芳
美
（

8
期
生
）

⑥
 
謝
花

み
ど
り
（

8
期
生
）

⑦
 
髙
良

實
（

8
期
生
）

⑧
 
知
念

キ
ヨ
子
（

8
期
生
）

⑨
 
仲
松

京
子
（

8
期
生
）

5
月
か
ら
養
成
講
座
が
始
ま
り

、
早

5
ヶ
月
。
今
年
は
、

9
名
の
方
が
ガ

イ
ド

資
格

を
取

得
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
！

お
め

で
と

う
ご

ざ
い

ま

す
！
こ
れ
も
、
受
講
生

自
身
の
並
み
な
ら
ぬ
努
力
と
先
輩
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

サ
ポ
ー
ト
の
お
陰
で
す
。
今
後
は
、
博
物
館
を
盛
り
立
て
る
た
め
に
、
お
力

を
貸
し
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

9 月号④

10月号①　　　
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～
✿
～

月
の
勉
強
会
日
程
（
詳
細
は
掲
示
板
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）
～

✿
～

対
象
：
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ふ
れ
あ
い
専
属
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

※
民
俗
勉
強
会
・
・

（
土
）

～
場
所
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
、
民
俗
部
門
展
示
室

学
校
体
験
に
向
け
て
の
解
説
勉
強
会
（
民
家
に
つ
い
て
）

※
歴
史
・
考
古
勉
強
会
・
・

（
土
）

～
場
所
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

①
個
人
発
表
（
含
展
示
室
で
の
説
明
）

「
移
民
に
つ
い
て
」
新
田
宗
秀

②
展
示
室
に
て
、
解
説
パ
ネ
ル
及
び
展
示
物
に
関
す
る

＆

（
疑
問
に
思
っ
て
い
る
点
を
出
し
合
い
、
み
ん
な
で
答
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。
）

✿
参
加
希
望
者
は
、
掲
示
板
に
名
前
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

✿
内
容
が
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
下
さ
い
。

  
➢

 
（
土
）

～
博
物
館
文
化
講
座

講
堂

「
台
湾
か
ら
見
え
る

沖
縄

現
地
取
材
レ
ポ
ー
ト

」
松
田
良

孝
（
中
華
民
国
外
交

部
フ
ェ
ロ

ー
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
）

➢
 

（
木
）

～
博
物
館
常
設
展
示
解
説
会

伊
禮
拓
郎
（
美
術
工
芸
担
当
学
芸
員
）

開
催

分
前
に
ふ
れ
あ
い
体
験

室
前
に
集
合
。

➢
 

（
土
）

～
学
芸
員
講
座

「
学
芸
員
と
い
く
フ

ィ
ー
ル
ド

ツ
ア
ー
②

沖
縄
本

島
北
部
（

本
部
半
島
）
の
自
然

観
察
へ
行

こ
う
！

」

宇
佐
美
賢
（
地
学
担

当
学
芸
員

）
、
菊
川
章
（
生
物
担

当
学
芸
員

）

※
 
要
申
し
込
み
・
先
着

名
（

現
在
、
定
員
に
達
し
ま
し
た

。
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち

受
付
中

）
※

参
加
費

円

※
 
詳
細
は
、
博
物
館

に
て

。

➢
 

（
金
）

～
古
文
書
勉
強
会
【
入
門
編
】

博
物
館
講
座
室

「
野
村
工
工
四
上
巻

」
三
線
名

人
人
の
略
伝

田
名
真
之
（

館
長
）

※
当
日
先
着

席
（
予
約
不
要
）

※
参
加
費

円

➢
 

（
土
）

～
博
物
館
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー

宇
佐
美
賢
（
地
学
担
当
学
芸
員
）

開
始

分
前
に
ふ
れ
あ
い
体
験

室
前
に
集
合
。

※
当
日
先
着

名
（

～
総
合
案
内
に
て
受

付
）

 
  

 
○

（
月
）

～
集
合
場
所
：
ふ
れ
あ
い
体
験
室
前

展
示
物
の
ほ

こ
り
落
と

し
な
ど
、

名
以
上
募
集
し
ま
す

。

○
（
金
）

～
（

ま
で
に
は
終
わ
り
ま
す
。
）

場
所
：
博
物
館
講
座
室

※
 

月
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
全
体

会
」
が
あ
る
た
め

、「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
会
」
は
開

催
し
ま
せ

ん
。

※
 
参
加
で
き
な
い
方
は

、
教
育
普

及
ま
で
連
絡
下
さ
い

（
外
線
：

）。

  

１
０

月
の
教

育
普

及
関

連
催

事
・

そ
の

他
※

 対
象
：
一
般

 

※
 対

象
：
博

物
館
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
、
ふ

れ
あ
い

体
験
室

専
属

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

 
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
全

体
会

 

ふ
れ

あ
い

体
験

室
清

掃
※

 対
象
：
博

物
館
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
、
ふ

れ
あ
い

体
験
室

専
属

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

                                     

や
ま
モ
ン
☆
コ
ラ
ム
其
の
六

山
本

正
昭
（
考
古
担
当
学
芸
員
）

伝
え

ら
れ

た
グ

ス
ク

の
姿

―
文

字
や

絵
画

、
写

真
か

ら
見

る
―

14
69

年
の
金
丸
（
尚
円
王
）
に
よ
る
政
権
奪
取
か
ら
は
琉
球
王

国
内
の
政
情
が
安
定
し
て
い
き
ま
す
。
対
し
て
、

そ
れ
ま
で
の
争
い
の
場
だ
っ
た
グ
ス
ク
は
、
そ
の
姿
を
大
き
く
変
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
グ
ス
ク
の
中

で

最
も
大
規
模
な
首
里
城
で
は
、
王
宮
と
し
て
の
役
割
が
強
く
表
れ
、
正
殿
を
中
心
に
儀
礼
の
空
間
が
次
第
に
、

整

備
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
各
地
に
勢
力
を
張
っ
て
い
た
「
按
司
」
や
「
て
ぃ
だ
」
は

16
世
紀
前
半
に
は
琉
球

王
国
の
施
策
に
よ
っ
て
首
里
へ
移
住
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
グ
ス
ク
の
大
半
は
主
を
失
う
に
至
り
ま
す
。

 
グ
ス
ク
が
こ
の
時
期
に
様
変
わ
り
し
て
い
く
の
を
絵
画
資
料
や
文
字
資
料
で
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

あ

わ
せ
て
近
世
期
に
成
立
し
た
『
間
切
図
』
に
お
い
て
、「

旧
城
」
と
の
表
記
で
グ
ス
ク
の
位
置
が
数
多
く
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
争
い
の
場
と
し
て
の
グ
ス
ク
の
姿
が
消
え
て
か
ら
も
長
ら
く
、
人
々
に
そ
の
記
憶
が
残
り
、

意

識
さ
れ
続
け
て
い
た
こ
と
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

 
他
方
で
グ
ス
ク
に
見
ら
れ
る
技
術
は
海
外
の
人
々
か
ら
の
目
か
ら
見
て
も
、
興
味
深
い
琉
球
独
特
の
構
築
物

と

し
て
映
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は

18
50

年
代
に
沖
縄
本
島
を
訪
れ
た
ペ
リ
ー
探
検
隊
が
、
中
城
グ
ス
ク
を
観
察
し
、

ア
ー
チ
門
構
造
と
要
塞
と
し
て
の
機
能
を
考
察
し
、「

日
本
報
告
」
の
中
で
挿
絵
、
図
面
付
き
で
詳
し
く
ま
と
め
て

い
る
こ
と
か
ら
も
分
り
ま
す
。

 
そ
し
て
琉
球
処
分
後
に
お
い

て
は
、
グ
ス
ク
は
名
所
、
旧
跡
と
し
て
関
連
す
る
伝
承
や
歴
史
的
背
景
が
地
誌

な

ど
で
紹
介
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
更
に
、
首
里
城
に
お
い
て
は
文
化
財
指
定
の
た
め
の
詳
細
な
記
録
が
昭
和

10
年
代

か
ら
取
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
と
り
わ
け
、
近
代
は
写
真
機
が
登
場
し
た
こ
と
に
よ
り
、
グ
ス
ク
の
リ
ア

ル

な
姿
を
写
真
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
と
当
時
に
、
土
産
物
と
し
て
の
絵
葉
書
に
写
真

が

使
わ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
姿
が
多
く
の
人
々
の
目
に
止
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

 
主
を
失
っ
た
後
の
グ
ス
ク
は
か
つ
て
の
姿
を
長
ら
く
留
め
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

19
45

年
の
沖
縄
戦
で
壊
滅

的
な
被
害
を
受
け
る
と
と
も
に
、
そ
の

後
の
米
軍
基
地
構
築
や
戦
後
復
興
に
よ
る
開
発
等
で
、
残
念
な
が
ら
多

く

の
グ
ス
ク
が
地
上
か
ら
姿
を
消
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
痛
々
し
い
姿
も
ま
た
、
当
時
の
写
真
か

ら

窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 
戦
後
、
琉
球
列
島
の
歴
史
を
知
る
上
で
グ
ス
ク
は
重
要
な
歴
史
的
遺
産
で
あ
る
こ
と
を
多
く
の
人
々
は
こ
れ

ら

の
出
来
事
を
通
し
て
痛
感
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

 
 

ペ
リ

ー
探

検
隊

の
中

城
グ

ス
ク

測
量

図

間
切

図
拡

大
（

大
里

旧
城

の
表

記
）

阪
谷

良
之

進
が

撮
影

し
た

戦
前

の
屋

良
座

森
グ

ス
ク

写
真

 
次
で

ラ
ス
ト

10 月号②

10月号③　　　
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～
✿
～

月
の
勉
強
会
日
程
（
詳
細
は
掲
示
板
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）
～

✿
～

対
象
：
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ふ
れ
あ
い
専
属
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

※
民
俗
勉
強
会
・
・

（
金
）

～
場
所
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
と
民
俗
部
門
展
示
室

学
校
対
応
に
向
け
て
の
展
示
解
説
の
勉
強
会

―
民
家
と
台
所
周
辺

―

※
歴
史
・
考
古
勉
強
会
・
・

（
土
）

～
場
所
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

個
人
発
表
（
含
展
示
室
で
の
説
明
）

「
尚
巴
志
に
つ
い
て
」
當
間
チ
ズ
子

①
 
歴
代
宝
案
（
展
示
）
の
尚
巴
志
文
書
を
読
も
う

②
 
そ
の
他

※
美
工
勉
強
会
・
・

（
金
）

～
場
所
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

①
 
聞
得
大
君
・
ノ
ロ
（
神
女
）
の
装
身
具

②
 
伊
平
屋
の
阿
母
加
那
志
の
正
装

シ
ナ
リ
オ
の
読
み
合
わ
せ
と
勉
強
会

✿
参
加
希
望
者
は
、
掲
示
板
に
名
前
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

✿
内
容
が
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
下
さ
い
。

                 

 ン
 ボ

 ラ
 テ

 イ
 ア

沖
縄

県
立
博

物
館

令
和
元
年

月
日
発
行

第
号

～
✿
～
お
知
ら
せ
～

✿
～

に
、

期
生
の
嘉
陽
宗
博
さ
ん
が
亡
く
な

ら
れ
ま
し
た
。

年
よ
り
、
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
民
俗
勉
強
会
な
ど
に
尽
力
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。
近
年
は
、
病
気
療
養
中
で
活
動
は
ほ
と
ん

ど
で
き
ず
に
い
ま
し
た
が
、
博
物
館
を
と
て
も
愛
し

て
下
さ
っ
た
方
で
す
。
年
に
数
回
電
話
を
す
る
と
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
継
続
で
き
る
こ
と
を
と
て
も

喜
ん
で
い
ま
し
た
。
嘉
陽
さ
ん
に
と
っ
て
、
博
物
館

が
力
に
な
っ
て
い
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。

年
と

い
う
長
い
間
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で
す
。
そ
し
て
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
玉
城
）

十 月 十 八 日 （ 金 ） ボ ラ ン テ ィ ア 全 体 会

 

10 月号④

11月号①　　　
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～

教
育
普
及
関
連
催
事

～

➢
 

（
土
）

～
博
物
館
文
化
講
座

講
堂

「
シ
マ
ク
ト
ゥ
バ
に

よ
る
民
話

の
記
録

」

加
治
工
真
市
（
沖
縄

県
立
芸
術

大
学

名
誉
教
授

）、
西
岡
敏
（

沖
縄
国
際
大
学
教
授
）

➢
 

（
土
）

～
学
芸
員
講
座

博
物
館
講
座
室

「
映
像
・
写
真
記
録

の
沖
縄
～

（
博
物
館
）
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
か
ら

」
外
間
一

先
（
歴
史

担
当
学
芸
員
）

➢
 

（
木
）

～
博
物
館
常
設
展
示
解
説
会

大
湾
ゆ
か
り
（
民
俗
担
当
学
芸
員
、
博
物
館
班
長
）

開
催

分
前
に
ふ
れ
あ
い
体
験

室
前
に
集
合
。

➢
 

（
土
）

～
博
物
館
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー

久
部
良
和
子
（
歴
史
担
当
学
芸
員
）

開
始

分
前
に
ふ
れ
あ
い
体
験

室
前
に
集
合
。

※
当
日
先
着

名
（

～
総
合
案
内
に
て
受

付
）

～
そ
の
他
の
催
事

～

➢
 

（
日
）
・

（
日
）

～
「
朝
薫
踊
り
、
順
則
詩
う
ー
琉
球
王
国
時
代
の
偉
人
ー
」

解
説
展
示
会

伊
禮
拓
郎
（
美
術
工
芸
担
当
学
芸
員
）

※
予
約
不
要

※
博
物
館

常
設
展
の
入
場
券
が
必

要
で
す
（

の
み
無
料
）

➢
 

（
金
）

～
【
入
門
編
】
古
文
書
勉
強
会

博
物
館
講
座
室

「
尚
寧
の
天
罰
霊
社

起
請
文
」

―
誓
約
書
―

田
名
真
之
（

館
長
）

※
当
日
先
着

席
（
予
約
不
要
）

※
参
加
費

円

➢
 

（
火
）

～
【
グ
ス
ク
倶
楽
部
】
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

博
物
館
講
座
室

「
文
献
か
ら
う
か
が

え
る
グ
ス

ク
の
姿
」

田
名
真

之
（
館
長

）

※
当
日
先
着

席
（
予
約
不
要
）

  
 

○
（
月
）

～
集
合
場
所
：
ふ
れ
あ
い
体
験
室
前

展
示
物
の
ほ

こ
り
落
と

し
な
ど
、

名
以
上
募
集
し
ま
す

。

○
（
火
）

～
場
所
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

  ○
（
木
）

～
八
重
瀬
町
立
新
城
小
学
校

○
（
金
）

～
豊
見
城
市
立
と
よ
み
小
学
校

○
（
金
）

～
南
風
原
町
立
翔
南
小
学
校

※
 対

象
：
曜

日
班
の

世
話
係

、
勉
強
会

の
世
話

係
 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

連
絡

会

ふ
れ

あ
い

体
験

室
清

掃
※

 対
象
：
博

物
館
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
、
ふ

れ
あ
い

体
験
室

専
属

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

 

１
１

月
の
教

育
普

及
関

連
催

事
・

そ
の

他
※

 対
象
：
一
般

 

民
具

体
験

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

 

開
始

30
分
前

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

室
に
集
合
し
て
下
さ
い
。

 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

                                    

や ま モ ン ☆ コ ラ ム 其 の 七 （ ラ ス ト ）

こ れ か ら の グ ス ク 像 山 本 正 昭 （ 考 古 担 当 学 芸 員 ）

 沖 縄 戦 に よ っ て 沖 縄 本 島 内 の グ ス ク は 壊 滅 的 な 破 壊 に 遭 い ま し た が 、 そ の 後 の 戦 後 復 興 に

お い て も 開 発 が 進 ん だ こ と で 、 多 く の グ ス ク が 変 貌 を 遂 げ て い く こ と に な り ま す 。 地 上 か ら

そ の 姿 を 消 し て し ま っ た グ ス ク が あ る 中 で 、 遊 園 地 や 公 園 と し て 整 備 さ れ て い く 状 況 が 戦 後 、

一 部 に 見 ら れ る よ う に な り ま す 。 中 城 グ ス ク 周 辺 で は 遊 具 や ミ ニ 動 物 園 が 設 置 さ れ た り 、 豊

見 城 グ ス ク 内 で は キ ャ ン プ 場 が 作 ら れ た り と 、 県 民 の 憩 い の 場 と し て の 役 割 を 担 っ て い き ま

す 。 一 方 で 、 当 時 の 琉 球 政 府 文 化 財 保 護 委 員 会 は 一 九 五 五 年 に 首 里 城 跡 、 今 帰 仁 グ ス ク 、 中

城 グ ス ク を 史 跡 と し て 文 化 財 指 定 し 、 そ の 保 護 を 図 っ て い く こ と に な り ま す 。 そ れ に 伴 っ て 、

一 九 六 五 年 に 本 格 的 な 発 掘 調 査 が 勝 連 グ ス ク に お い て 行 わ れ る よ う に な っ て い き ま す 。 こ の

よ う に グ ス ク の 調 査 や 復 元 整 備 が 行 わ れ て い く よ う に な っ た こ と で 、 多 く の 一 般 県 民 が 、 琉

球 列 島 に と っ て グ ス ク は か け が え の な い 歴 史 的 遺 産 で あ る こ と を 知 っ て い く こ と に な り ま

す 。 そ し て 、 二 〇 〇 〇 年 に 「 琉 球 王 国 の グ ス ク 及 び 関 連 遺 産 群 」 と し て 五 か 所 の グ ス ク が 世

界 遺 産 に 登 録 さ れ た こ と で 、 世 界 的 に 保 護 す べ き 遺 産 で あ る こ と を 改 め て 認 識 す る と 共 に 、

世 界 中 か ら 多 く の 観 光 客 が 訪 れ る よ う に な り ま し た 。  

そ し て グ ス ク は 現 在 、 そ の 活 用 の 幅 が 広 が っ て き て い ま す 。 そ れ は 伝 統 芸 能 や 創 作 演 劇 の

舞 台 と し て 設 定 さ れ た り 、 グ ス ク に 限 定 し た 観 光 案 内 ボ ラ ン テ ィ ア ガ イ ド が 結 成 さ れ た り と 、

地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ を 担 う 場 と し て 活 用 さ れ て い き ま し た 。  

グ ス ク は 琉 球 列 島 を 代 表 す る 遺 跡 と し て 多 く の 人 々 が 悠 久 の 歴 史 ロ マ ン に 触 れ ら れ る 場 所

と し て 、 ま た 、 地 域 に お け る ア イ デ ン テ ィ テ ィ を 育 成 し て い く 象 徴 と し て そ の 役 割 が 今 後 、

期 待 さ れ ま す 。 将 来 に お い て 更 に グ ス ク を 保 護 し 、 活 用 さ せ て い く こ と が 、 現 在 わ れ わ れ が

担 う べ き 役 割 で あ る と い っ て も 過 言 で は あ り ま せ ん 。  

計 七 回 に わ た っ た 本 連 載 は 今 回 が 最 終 回 に な り ま す 。 長 く ご 愛 読 し て い た だ い た 皆 様 に 末

筆 で は あ り ま す が 、 感 謝 申 し 上 げ て 締 め の 言 葉 に し た い と 思 い ま す 。  
 

勝
連
グ
ス
ク
発
掘
調
査
写
真
（

年
）

中
城
城
前
の
遊
園
地
（

年
頃
）

今
帰
仁

グ
ス
ク
を
学
ぶ
会

ガ
イ
ド
の
風
景（
火
）
よ
り
、
や
ま
モ
ン
担
当
・博

物
館
特
別
展

「グ
ス
ク
・ぐ
す
く
・城

」
開
催
！

11 月号②

11月号③　　　
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令
和
元
年

11
月

1
日
発
行

 
第

14
5
号

 
  

 
  

7
月
～

9
月
ま
で
の
ふ
れ
あ
い
体
験
室
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
ふ
れ
た
い
博
士
の
封
入
標
本
」
が
無
事
終
了
し
、
計

4
0
5
名

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
毎
週
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
さ
ん
が
サ
ポ
ー
ト
に
入
っ
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
、

ト
ラ
ブ
ル
も
無
く
安
全
に
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご

協
力
い
た
だ
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

 

 

 

             
 
 
富
川

 
盛
光
（
と
み
か
わ
も
り
み
つ
）
さ
ん

 

     

～
お
き
み
ゅ
ー
で
台
湾
を
感
じ
る

3
日
間
～

 

 
今
年
の
誕
生
祭
は
「
台
湾
展
」
に
ち
な
ん
で
、
台
湾
の
食
・
音
楽
・
映
画
・
雑
貨
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

を
一
堂
に
集
め
た
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
だ
く
さ
ん
で
お
出
迎
え
し
ま
す
！
ふ
れ
あ
い
体
験
室
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
ペ
ー
パ
ー
ビ
ー
ズ
で
ア
ク
セ
サ
リ
ー
づ
く
り
」
も
開
催
！
サ
ポ
ー
ト
、
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 

 

 ン
 

 ボ
 

沖
縄

県
立

博
物

館
 

 ラ
 

 テ
 

 ア
 

 イ
 

「
ふ
れ
た
い
博
士
の
封
入
標
本
」
大
盛
況
で
し
た
！

 

ふ
れ
あ
い
体
験
室
に
新
し
い
仲
間
が
加
わ
り
ま
し
た

 

 
今
年
の

4
月
か
ら
展
示
交
流
員
と
な
り
、

1
0
月
か

ら
ふ
れ
あ
い
体
験
室
に
入
り
ま
し
た
。
富
川
盛
光
と
い

い
ま
す
。

2
6
歳
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 

 
F
E
C
と
い
う
お
笑
い
事
務
所
に
所
属
し
、
「
キ
ン
ピ

ラ
ゴ
ボ
ウ
」
と
い
う
コ
ン
ビ
名
で
芸
人
と
し
て
も
活
動

し
て
い
ま
す
。
た
ま
に
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
に
も
出
て
い

ま
す
の
で
、
見
か
け
た
ら
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
と
嬉

し
い
で
す
。

 

 
学
生
時
代
は
建
築
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な

こ
と
に
興
味
が
あ
る
の
で
、
皆
さ
ん
の
お
話
を
ぜ
ひ
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

 

～
✿
～

月
の
勉
強
会
日
程
（
詳
細
は
掲
示
板
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）
～

✿
～

対
象
：
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ふ
れ
あ
い
専
属
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

※
民
俗
勉
強
会
・
・

（
金
）

～
月
の
民
俗
勉
強
会
は
お
休
み
し
ま
す
。
民
具
体
験
学
習
へ
の
協
力
。

※
歴
史
・
考
古
勉
強
会
・
・

（
土
）

～
場
所
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

個
人
発
表
：
島
袋
美
智
子
（

鑑
賞
も
含
む
）

①
 
琉
球
先
人
の
足
跡
を
辿
る
―
琉
球
進
貢
船
ル
ー
ト
―

②
 
福
建
省
に
泡
盛
と
沖
縄
そ
ば
の
ル
ー
ツ
を
訪
ね
る

「
歴
代
宝
案
」
を
持
参
し
て
下
さ
い
。

※
美
工
勉
強
会
・
・

（
金
）

～
場
所
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

①
 
聞
得
大
君
・
ノ
ロ
（
神
女
）
の
装
身
具

②
 
伊
平
屋
の
阿
母
加
那
志
の
正
装

シ
ナ
リ
オ
の
読
み
合
わ
せ
と
勉
強
会

✿
参
加
希
望
者
は
、
掲
示
板
に
名
前
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

✿
内
容
が
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
下
さ
い
。

       ●
 

（火
）
博
物
館
特
別
展

「
グ
ス
ク
・ぐ

す
く
・城

」
開
催

☆
 

11
/1

9 （
火
）、

博
物
館
特
別
展
「
グ
ス
ク
・
ぐ
す
く
・
城
」
が
始
ま
り
ま
し
た
！
こ
の
展
示
会
は
、「

や
も
モ
ン
☆
コ
ラ

ム
」
で
お

馴
染
み
の

山
本
正
昭

学
芸
員

が
担
当
し

て
い
ま
す

。
オ
ー

プ
ン
当
日

は
、
山
本

学
芸
員

の
解
説
会

と
田
名
真

之

館
長
の

講
演
が
行
わ

れ
、
お
客

様
や
マ

ス
コ
ミ
が

殺
到

し
ま

し
た

！
展
示
会
に

は
首
里
城

の
模
型

も
あ
り
、

熱
心
に
眺

め

て
い
る
お
客
様
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
改
め
て
、「

グ
ス
ク
と
は
何
か
？
」
を
考
え
る
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
、
楽
し

め
る
展
示
会
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
会
期
は
、
来
年
の

1/
19
（
日
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

足
を
運
ん
で
み
て
下
さ
い
。

 
  

 ン
 ボ

 ラ
 テ

 イ
 ア

沖
縄

県
立
博

物
館

令
和
元
年

月
日
発
行

第
号

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

山
本
学
芸
員
の
解
説
会

田
名
館
長
の
講
演

11 月号④

12月号①　　　
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➢

 
（
日
）

～
「
朝
薫
踊
り
、
順
則
詩
う
ー
琉
球
王
国
時
代
の
偉
人
ー
」

解
説
展
示
会

伊
禮
拓
郎
（
美
術
工
芸
担
当
学
芸
員
）

※
予
約
不
要

※
博
物
館

常
設
展
の
入
場
券
が

必
要
で
す

➢
 

（
木
）

～
博
物
館
常
設
展
示
解
説
会

山
本
正
昭
（
考
古
担
当
学
芸
員
）

開
催

分
前
に
ふ
れ
あ
い
体
験

室
前
に
集
合
。

➢
 

（
土
）

～
学
芸
員
講
座

博
物
館
講
座
室

「
館
所
蔵
【
石
碑
】

に
つ
い
て

～
残
さ
れ
た
【
拓
本

】
か
ら
考

え
る
～

」
久
部
良

和
子

（
歴

史
担
当
学
芸
員
）

➢
 

（
火
）

～
【
グ
ス
ク
倶
楽
部
】
遺
跡
見
学
ツ
ア
ー

宜
野
湾
市

「
グ
ス
ク
を
支
え
た

人
々
の
痕

跡
を
め
ぐ
る
遺
跡
見

学
ツ
ア
ー

」

※
先
着

名
（
要
申
込
み
：

（
火
）
～

（
土
）、

電
話
・
総
合
案
内
に

て
受
付
）

※
参
加
費

円

※
遺
跡
見
学
ツ
ア
ー
の
詳
細

は
、
チ
ラ
シ
ま
た
は
博

物
館

で
ご
確
認
下
さ
い
。

➢
 

（
土
）

～
【
グ
ス
ク
倶
楽
部
】
グ
ス
ク
展
関
連
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

講
堂

「
形
か
ら
見
た
グ
ス

ク
の
原
点

を
探
る

」

【
司
会
】
上
里
隆
史

（
法
政
大

学
沖
縄
文
化
研
究
所

）

【
登
壇
者
】
千
田
嘉

博
（
奈
良

大
学
）

世
界
の
村

を
囲
う
城

に
つ
い
て

山
元
貴
継
（
中

部
大
学
）

朝
鮮
半
島

に
お
け
る

邑
城
に
つ
い
て

向
井
一
雄
（
古

代
山
城
研
究
会
）

日
本
本
土
に

見
ら
れ
る
朝
鮮
式
山

城
に
つ
い

て

山
本
正
昭
（
当

館
学
芸
員
）

福
建
省

に
分
布
す

る
明
代
の
城
郭
遺
跡

に
つ
い
て

➢
 

（
土
）

～
博
物
館
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー

久
部
良
和
子
（
歴
史
担
当
学
芸
員
）

開
始

分
前
に
ふ
れ
あ
い
体
験

室
前
に
集
合
。

※
当
日
先
着

名
（

～
総
合
案
内
に
て
受

付
）

  
 

○
（
火
・
休
館
日
）

～
集
合
場
所
：
ふ
れ
あ
い
体
験
室
前

展
示
物
の
ほ

こ
り
落
と

し
な
ど
、

名
以
上
募
集
し
ま
す

。

○
（
火
）

～
場
所
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

  ○
（
火
）

～
豊
見
城
市
立
座
安
小
学
校

○
（
金
）

～
那
覇
市
立
小
禄
南
小
学
校

○
（
火
）

～
那
覇
市
立
安
謝
小
学
校

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 

※
 対

象
：
曜

日
班
の

世
話
係

、
勉
強
会

の
世
話

係
 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

連
絡

会

ふ
れ

あ
い

体
験

室
清

掃
※

 対
象
：
博

物
館
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
、
ふ

れ
あ
い

体
験
室

専
属

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

 

１
月

の
教

育
普

及
関

連
催

事
・

そ
の

他
※

 対
象
：
一
般

 

民
具

体
験

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

 

開
始

30
分
前

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

室
に
集
合
し
て
下
さ
い
。

 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

 

12 月号②

12月号③　　　
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～
✿
～

月
の
勉
強
会
日
程
（
詳
細
は
掲
示
板
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）
～

✿
～

対
象
：
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ふ
れ
あ
い
専
属
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

※
民
俗
勉
強
会
・
・

（
金
）

月
の
民
俗
勉
強
会
は
お
休
み
し
ま
す
。

月
日
の
学
校
対
応
へ
の
参
加
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

※
歴
史
・
考
古
勉
強
会
・
・

（
土
）

～
場
所
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

個
人
発
表
：
辻
本
淳
二

「
友
利
・
さ
ん
ま
事
件
（
裁
判
移
送
問
題
）」

※
美
工
勉
強
会
、
人
類
学
・
自
然
史
勉
強
会
・
・
未
定

✿
参
加
希
望
者
は
、
掲
示
板
に
名
前
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

✿
内
容
が
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
下
さ
い
。

       

 ン
 ボ

 ラ
 テ

 イ
 ア

沖
縄

県
立
博

物
館

令
和

年
月

日
発
行

第
号

二 〇 二 〇 年 、 明 け ま し て お め で と う ご ざ い ま す 。 ボ ラ ン テ ィ ア の 皆

様 、 旧 年 中 は 大 変 お 世 話 に な り ま し た 。 今 年 も よ ろ し く お 願 い 申 し 上

げ ま す 。  

さ て 、 当 館 で は 、 一 月 三 十 一 日 （ 金 ） よ り 三 日 間 、 伊 江 村 農 村 環 境

改 善 セ ン タ ー で 「 第 十 二 回  移 動 展 」 を 開 催 し ま す 。  

ボ ラ ン テ ィ ア の な か に は 、 「 移 動 展 」 が ど の よ う な 取 り 組 み か 、 い ま

い ち 分 か ら な い 方 も い る の で は な い で し ょ う か 。 恥 ず か し な が ら 、 私

も そ の な か の 一 人 だ っ た り し ま す 。 『 教 育 普 及 報 告 書 』 に よ る と 、 「 移

動 展 」 は 、 博 物 館 を 利 用 す る こ と が 難 し い 県 民 の た め に 、 離 島 や 遠 隔

地 で 収 蔵 資 料 を 展 示 す る 取 り 組 み と の こ と 。 移 動 展 を 通 し て 、 離 島 の

方 々 に 、 沖 縄 の 自 然 や 文 化 等 へ の 理 解 を 深 め て も ら う こ と を 目 的 と し

て い る そ う で す 。  

移 動 展 は 、 美 術 館 と 協 同 で 毎 年 開 催 し て い る の で す が 、 実 は 友 の 会

の 方 々 に も が っ つ り 協 力 し て い た だ い て い ま す 。 ボ ラ ン テ ィ ア を 兼 任

し て い る 方 も 多 く 、 毎 年 十 人 程 が 参 加 し て 下 さ い ま す 。 自 腹 で 支 援 し

て 下 さ る 姿 に 、 い つ も 頭 が 下 が る 思 い で す 。  

近 年 、 移 動 展 は 北 大 東 島 や 伊 平 屋 島 と な か な か 行 き づ ら い 場 所 で 開

催 し て い ま し た 。 し か し 、 今 年 は 伊 江 島 で す 。 本 部 港 か ら フ ェ リ ー で

三 十 分 、 頑 張 れ ば 日 帰 り も で き る 場 所 で す 。 の ぞ い て み る こ と で 、 移

動 展 を 知 る 良 い 機 会 に な る と 思 い ま す 。 お 手 伝 い は ハ ー ド ル が 高 い と

い う 方 も 、 ぜ ひ 気 軽 に 遊 び に 来 て 下 さ い 。 「 伊 江 村 教 育 委 員 会 の 未 発 表

の 考 古 資 料 」 や 「 恐 竜 の 骨 格 レ プ リ カ 」 が 見 れ ま す よ 。 私 も 今 年 は 参

加 が で き そ う な の で 、 一 緒 に 移 動 展 を 満 喫 で き た ら 幸 い で す 。 （ 玉 城 ） 

移 動 展 in 伊 江 島  

一 月 三 十 一 日 （ 金 ） ～ 二 月 二 日 （ 日 ）  
  

➢
 

（
木
）

～
博
物
館
常
設
展
示
解
説
会

大
湾
ゆ
か
り
（
博
物
館
班
班
長
）

開
催

分
前
に
ふ
れ
あ
い
体
験

室
前
に
集
合
。

➢
 

（
金
）

～
【
入
門
編
】
古
文
書
勉
強
会

博
物
館
講
座
室

「“
田
里
筑
登

之
親
雲
上
”
渡

唐
日
記

」（
仮
）

田
名
真
之
（

館
長
）

※
当
日
先
着

席
（
予
約
不
要
）

※
参
加
費

円

➢
 

（
土
）

～
／

～
【
グ
ス
ク
倶
楽
部
】
グ
ス
ク
展
関
連
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
ト
ー
ク

グ
ス
ク
展
展
示
室
内

山
本
正
昭
（
考
古
担
当
学
芸
員
）

※
当
日
有
効
の
グ
ス
ク
展
チ

ケ
ッ
ト
が
必
要
で
す
。

➢
 

（
土
）

～
博
物
館
文
化
講
座

講
堂

「
琉
球
の
刺
繍
に
つ

い
て
」

寺
田
貴
子
（
活
水
女

子
大
学

教
授
）

➢
 

（
日
）

～
【
グ
ス
ク
倶
楽
部
】
グ
ス
ク
展
関
連
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅱ

講
堂

「
遺
跡
か
ら
見
た
琉

球
列
島
の

グ
ス
ク
時
代

」

【
司
会
】
山
本
正
昭

（
考
古
担

当
学
芸
員

）

【
登
壇
者
】
村
木
二

郎
（
国
立

歴
史
民
俗
博
物
館

）、
小
野
正

敏
（
国
立
歴
史
民
俗
博

物
館
）

久
貝
弥
嗣
（
宮

古
島

市
教
育
委
員
会

）、
池
田
榮

史
（
琉
球
大
学
法
文
学

部
）

【
ゲ
ス
ト
コ
メ
ン
テ

ー
タ
ー
】

當
眞
嗣
一
（
グ
ス
ク

研
究
所
主

催
、
沖
縄
県
立
博
物

館
元
館
長

）

➢
 

（
土
）

～
博
物
館
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー

伊
禮
拓
郎
（
美
術
工
芸
担
当
学
芸
員
）

開
始

分
前
に
ふ
れ
あ
い
体
験

室
前
に
集
合
。

※
当
日
先
着

名
（

～
総
合
案
内
に
て
受

付
）

  
 

○
教
育
普
及
担
当
が
移
動
展
の
準
備
等
の
た
め
、

月
の

清
掃
は
お
休
み
と
し
ま
す
。

○
（
火
）

～
場
所
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

  ○
（
金
）

～
那
覇
市
立
石
嶺
小
学
校

○
（
木
）

～
浦
添
市
立
仲
西
小
学
校

○
（
金
）

～
那
覇
市
立
金
城
小
学
校

  
  

  
  

 

○
（
火
）

～
那
覇
市
立
那
覇
小
学
校

○
（
水
）

～
那
覇
市
立
識
名
小
学
校

○
（
木
）

～
那
覇
市
立
城
南
小
学
校

  
  

 

民
具

体
験

※
 対

象
：
曜

日
班
の

世
話
係

、
勉
強
会

の
世
話

係
 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

連
絡

会

ふ
れ

あ
い

体
験

室
清

掃
※

 対
象
：
博

物
館
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
、
ふ

れ
あ
い

体
験
室

専
属

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

 

開
始

30
分
前
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

室
に
集
合
し
て
下
さ
い
。

 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

 

１
月

の
教

育
普

及
関

連
催

事
・

そ
の

他
※

 対
象
：
一
般

 

1 月号①

1月号②　　　
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第
回

ボ
ラ
の
道

悠
久
の
春

伊
禮

拓
郎
（
美
工
担
当
学
芸
員
）

 

昨 年 十 二 月 十 日 よ り 、 美 術 工 芸 部 門 展

示 室 の 第 Ⅲ 期 常 設 展 示 が 開 幕 し ま し た 。

二 月 四 日 か ら 始 ま る 「 手 わ ざ 」 展 に 関 連

す る 作 品 に 加 え 、 春 ・ 新 春 を 題 に 選 ん だ

作 品 も 複 数 あ り ま す 。  
中 で も 、 私 の 一 押 し は 尚 慎 （ 玉 川 王 子

朝 達 ） 筆 の 「 梅 花 」 で す 。 題 材 は 北 宋 の

詩 人 ・ 王 安 石 の 詩 で あ る 「 梅 花 」 。 詩 の 意

味 を 大 ま か に 訳 す と 「 垣 根 か ら 梅 の 枝 が

数 本 伸 び 、 寒 さ を こ ら え 一 輪 花 開 い て い

る 。 遠 く か ら で も 雪 で な い と わ か る の は 、

暗 い 中 か ら 梅 の 香 り が す る か ら だ 。 」 と い

っ た と こ ろ で し ょ う か 。 も ち ろ ん 元 は 王

安 石 が 詠 ん だ 詩 で す が 、 こ の 作 品 を よ く

見 る と 、 尚 慎 の 粋 な 計 ら い に 目 が 留 ま り

ま す 。  

パ ッ と 目 に 入 る 一 字 一 字 は 、 次 の 字 に

つ な が る よ う な リ ズ ミ カ ル な 筆 遣 い が 印

象 的 で す 。 し か し 、 粋 だ な と 感 じ る の は

そ こ で は あ り ま せ ん 。 こ の 詩 は 、 紺 色 に

染 め ら れ た 絹 に 記 さ れ て い ま す 。  

こ こ で 詩 の 内 容 を 思 い 出 し て み て く だ

さ い 。 一 輪 咲 く 梅 の 花 は 、 ど こ か ら 香 っ

て 来 た の か 。 そ う 、 暗 い 中 か ら 漂 っ て き

た の で す 。 こ の 書 を 見 て 、 詩 の 意 味 を 理

解 し た 時 、 私 は 鳥 肌 が 立 ち ま し た 。  
 

紺 色 に 染 め ら れ た 絹 は あ た か も 夜 を 想

起 さ せ 、 そ こ に 記 さ れ た 詩 を 読 む と 、 夜

に 咲 く 一 輪 の 梅 の 花 と 、 そ こ か ら か す か

に 、 け れ ど も し っ か り と 漂 う 梅 の 香 り が

脳 裏 に 浮 か び ま す 。 詩 の 意 味 に 合 う よ う 、

こ の 色 の 絹 に 記 し た 尚 慎 の 粋 な 計 ら い が

心 憎 い も の で す 。  

詩 の 題 と も な っ て い る 梅 花 は 、 春 を あ

ら わ す 季 語 と し て も 用 い ら れ ま す 。 冬 の

夜 と い う い か に も 寒 さ が 極 ま っ た 情 景 を

表 現 す る と 同 時 に 、 梅 が 花 開 く こ と で 冬

の 終 わ り と 春 の 訪 れ を も 想 起 さ せ ま す 。

ま さ に 新 春 に ピ ッ タ リ な 作 品 で は な い で

し ょ う か 。  

さ て 、 年 が 明 け て 、 子 年 が や っ て 参 り

ま し た 。 今 年 は 子 年 の 中 で も 、 十 干 十 二

支 で 言 う 所 の 「 庚 子 」 （ か の え ね ・ こ う し ）

の 年 に あ た り ま す 。 一 説 に は 、 「 庚 」 は 自

ら 新 し い も の に 改 ま っ て い こ う と す る 状

態 を あ ら わ し 、 「 子 」 は 新 し い 生 命 が 芽 生

え 始 め る 状 態 を あ ら わ す ん だ と か 。 そ こ

を 行 く と 、 「 庚 子 」 の 年 と い う の は 「 こ れ

ま で の こ と が 改 ま り 新 し い こ と が 始 ま る

年 」 な ん て 解 釈 に な る の で し ょ う か 。 令

和 二 年 、 新 し い 何 か が 起 き る よ う な 予 感

が し て 、 こ れ か ら が と て も 楽 し み で す 。  
 

さ て 、 そ ん な 春 で す が 、 王 安 石 や 尚 慎

は い っ た い ど ん な 気 持 ち で 春 を 迎 え た の

で し ょ う か 。 と も に 、 悠 久 の 春 に 想 い を

馳 せ て み ま せ ん か ？  
 「 梅 花 」 尚 慎 筆

 

1 月号③

1月号④　　　
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～
✿
～
２
月
の
勉
強
会
日
程
（
詳
細
は
掲
示
板
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）
～

✿
～

対
象
：
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ふ
れ
あ
い
専
属
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

※
民
俗
勉
強
会
・
・

（
金
）

月
の
勉
強
会
は
お
休
み
し
ま
す
。
学
校
体
験
へ
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
歴
史
・
考
古
勉
強
会
・
・

（
土
）

～
場
所
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

展
示
解
説
：
外
間
学
芸
員

「
明
治
～
昭
和
の
沖
縄
記
録
写
真
」

※
美
工
勉
強
会
、
人
類
学
・
自
然
史
勉
強
会
・
・
未
定

✿
参
加
希
望
者
は
、
掲
示
板
に
名
前
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

✿
内
容
が
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
下
さ
い
。

～
✿
～
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
申
請
書
」
の
提
出
～

✿
～

対
象
：
次
年
度
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
継
続
さ
れ
る
方

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
申
請
書
」
を

（
金
）
ま
で
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
の
専
用

に
提
出
し
て
下
さ
い
。

用
紙
は
、
各
曜
日
班
の

に
入
れ
て
い
ま
す
。

        ●
「
博
物
館
常
設
展
の
魅
力
を
探
そ
う
！
」
開
催
の
お
知
ら
せ
☆

教
育
普
及
で
は
、

2～
3
月
に
「
博
物
館
常
設
展
の
魅
力
を
探
そ
う
～
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習
会
～
」
を
開
催
し
ま
す
。
博

物
館
の
顔

で
あ
る
「

常
設
展
示

」
を
理

解
す
る

こ
と
で
、
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動

を
よ
り
充

実
さ
せ

て
い
た
だ

け
れ
ば
幸

い

で
す

。
学
習
会

3
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

2
月
前
半
を
目
処
に
メ
ー
ル
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
の
掲
示
に
て
連
絡
致
し
ま

す
。
 

 

日
時

集
合

場
所

講
師

内
容

（
仮
）

募
集

〆
切

（
金
）

～
博
物
館
常

設
展

入
口

菊
川

章

生
物
担
当

学
芸
員

「
自

然
史

部
門

展
示

室
の

解
説
ポ
イ

ン
ト
」

を
学
ぶ
。

終
了

（
月
・
休
館
日
）

～
（

時
間
）

博
物
館
常

設
展

入
口

園
原

謙

美
工
担
当

学
芸
員

学
芸

員
の

解
説

を
通

し
て

、

「
博
物
館

常
設
展

の
魅
力
」

を
学
ぶ
。

終
了

（
月
・
休
館
日
）

午
後
で
調

整
中

ふ
れ
あ
い

体
験
室

前
與
那
嶺

一
子

美
工
担
当

学
芸
員

「
ふ

れ
あ

い
体

験
室

と
博

物
館
常
設

展
の
関

係
性

」
を

学
ぶ
。

調
整
中

 ン
 ボ

 ラ
 テ

 イ
 ア

沖
縄

県
立
博

物
館

令
和

年
月

日
発
行

第
号

  
➢

 
（
土
）

～
学
芸
員
講
座

博
物
館
講
座
室

「
博
物
館
に
お
け
る

民
俗
研
究

に
つ
い
て
～

も
の
に

漲
る
自
然

と
人
の
力

～
」

大
湾
ゆ
か
り

（
博
物
館
班
班
長
）

➢
 

（
木
）

～
博
物
館
常
設
展
示
解
説
会

大
川
剛
（
教
育
普
及
担
当
学
芸
員
）

開
催

分
前
に
ふ
れ
あ
い
体
験

室
前
に
集
合
。

➢
 

（
金
）

～
【
入
門
編
】
古
文
書
勉
強
会

博
物
館
講
座
室

「“
田
里
筑
登

之
親
雲
上
”
渡

唐
日
記

２
」

田
名
真

之
（
館
長

）

※
当
日
先
着

席
（
予
約
不
要
）

※
参
加
費

円

➢
 

（
土
）

～
博
物
館
文
化
講
座

講
堂

「
琉
球
王
国
の
モ
ノ

作
り
～
金

工
品
と
ガ
ラ
ス
玉
を

中
心
に
～

」
久
保
智
康
（
叡

山
学
院

）

➢
 

（
土
）

～
博
物
館
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー

阿
利
よ
し
の
（
民
俗
担
当
学
芸
員
）

開
始

分
前
に
ふ
れ
あ
い
体
験

室
前
に
集
合
。

※
当
日
先
着

名
（

～
総
合
案
内
に
て
受

付
）

～
特
別
展
「
琉
球
王
国
文
化
遺
産
集
積
・
再
興
事
業

手
わ
ざ

―
琉
球
王
国
の
文
化
―
」
ぶ
関
連
催
事

～

（
火
）
に
、

特
別
展
「
琉
球

王
国
文
化
遺
産
集
積

・
再
興
事

業
手
わ
ざ

－
琉
球
王
国
の
文

化
ー
」
が
開
催
し
ま

す
。

同
時
に
、
常
設
の
美

術
工
芸
部

門
展
示
室
で
も

「
手

わ
ざ
の
秘

密
」

を
開
催
し
て
い

ま
す
。

➢
 

（
日
）

～
常
設
展
「
手
わ
ざ
の
秘
密
」
展
示
解
説
会

伊
禮
拓
郎
（
美
工
担
当
学
芸
員
）

開
始

分
前
に
常
設
展
示
入
口

に
集
合
。

※
定
員

名
程
。
博
物
館
常
設
展
の

入
場
券
が

必
要
で
す
。

➢
 

（
日
）
、

（
日
）

～
特
別
展
「
琉
球
王
国
文
化
遺
産
集
積
・
再
興
事
業

手
わ
ざ
―
琉
球
王
国
の
文
化
―
」
展
示
解
説
会

篠
原
あ
か
ね
、
伊
禮
拓
郎
（
美
工
担
当
学
芸
員
）

開
始

分
前
に

特
別
展
示

入
口
に
集
合
。

※
定
員

名
程
。
博
物
館
特
別

展
の
入
場

券
が
必
要
で
す
。

  
 

○
月
は
燻
蒸
作
業
が
あ
る
た
め
、

清
掃
を
行
い
ま
せ
ん
。「

養
生
・
復
元
作
業
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ

時
間
ほ
ど
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

※
燻
蒸
消
毒
期
間

（
月
）
～

金

日
時

集
合

場
所

作
業

内
容

養 生
（
月
）

～
ふ
れ
あ
い

体
験
室

前
資

料
を

棚
か

ら
降

ろ
し

、
テ

ー
ブ

ル
に

広
げ

る
。

コ

ン
セ
ン
ト

等
を
ビ

ニ
ー
ル

で
ふ

さ
ぐ

復 元
（
金
）

～
ふ
れ
あ
い

体
験
室

前
資
料
を
ア

ル
コ
ー

ル
で
拭

い
て

棚
に
戻
す

。

コ
ン
セ
ン

ト
等
の

ビ
ニ
ー

ル
を

外
す

○
月
は
お
休
み
し
ま
す
。
配
布
資
料
が
あ
る
の
で
各
自
で
確
認
お
願
い
し
ま
す
。
次
回
は

（
火
）

時
に
て
。

対
象
：
曜

日
班
の

世
話
係

、
勉

強
会
の
世

話
係

 
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
連

絡
会

ふ
れ

あ
い

体
験

室
清

掃
対
象
：
博

物
館
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア

、
ふ
れ
あ

い
体
験

室
専
属

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

 

２
月

の
教

育
普

及
関

連
催

事
・

そ
の

他
対
象
：
一
般

 

2 月号①

2月号②　　　
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  ○
（
金
）

～
南
風
原
町
立
津
嘉
山
小
学
校

○
（
水
）

～
那
覇
市
立
銘
苅
小
学
校

○
（
金
）

～
那
覇
市
松
川
小
学
校

  
  

  
  

 

○
（
水
）

～
那
覇
市
立
城
北
小
学
校

○
（
木
）

～
那
覇
市
立
大
道
小
学
校

         

～
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

～

学
校
に
選
ば
れ
る
施
設
と
は

玉
城

ち
ひ
ろ
（
教
育
普
及
補
助
）

民
具

体
験

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

 

開
始

30
分
前

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

室
に
集
合
し
て
下
さ
い
。

 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

 

20
20

年
度
を
境
に
、
小
学
校
の
来
館
数
や
来
館
目
的

が
変
化
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

 
は

じ
め

に
、

当
館

（
博

物
館

）
に

お
け

る
「

県
内

学

校
団
体
の
利
用
の
現
状
」
を
述
べ
た
い
。
こ
こ

3
年
ほ

ど
、
当
館
で
は
年
間

20
0
校
前
後
の
学
校
が
来
館
し
て

い
る
。
そ
の

6
割
以
上
が
小
学
校
で
あ
る
。
修
学
旅
行

で
来

館
す

る
小

学
校

も
あ

る
が

、
多

く
が

「
社

会
科

」

や
「

総
合

的
な

学
習

の
時

間
」

な
ど

、
授

業
で

博
物

館

を
利
用
し
て
い
る
。

 
さ
て
、
来
年
度
よ
り
、『

新
学
習
指
導
要
領
』
が
小
学

校
で

本
格

的
に

実
施

さ
れ

る
。

学
習

指
導

要
領

と
は

、

文
部

省
が

定
め

た
、

各
学

校
で

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
編

成

す
る
た
め
の
基
準
で
あ
る
。
こ
れ
が

10
年
ぶ
り
に
改
訂

さ
れ

た
こ

と
で

、
各

教
科

等
の

目
標

や
大

ま
か

な
教

育

内
容
が
変
わ
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

 
例
え
ば
、

3～
4
年
生
の
社
会
科
を
あ
げ
る
。
以
前
は
、

「
古

く
か

ら
残

る
暮

ら
し

に
か

か
わ

る
道

具
、

そ
れ

を

使
っ

て
い

た
こ

ろ
の

暮
ら

し
の

様
子

」
が

内
容

に
盛

り

込
ま

れ
て

い
た

。
し

か
し

、
新

学
習

指
導

要
領

で
は

、

生
活

の
道

具
に

関
す

る
内

容
の

取
扱

い
が

狭
ま

っ
た

。

そ
れ
に
よ
り
、
今
後
、「

民
具
体
験
」
の
利
用
が
減
少
す

る
可
能
性
が
あ
る
。

 
以

上
の

こ
と

を
考

え
る

と
、

当
館

の
「

学
校

と
の

関

わ
り
方
」
を
再
考
す
る
時
期
が
来
て
い
る
よ
う
に
思
う
。 

民
具

体
験

に
代

わ
る

新
し

い
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発

も
必

要
か

も
し

れ
な

い
。

し
か

し
、

私
は

学
校

に
選

ば

れ
る

施
設

に
な

る
た

め
に

は
、

何
よ

り
「

博
物

館
で

活

動
す
る
人
の
熱
量
」
が
大
事
だ
と
感
じ
て
い
る
。

 
学

校
と

民
具

体
験

の
下

見
を

し
た

と
き

に
、

次
の

こ

と
が

あ
っ

た
。

私
は

「
博

物
館

を
知

っ
て

ほ
し

い
。

興

味
を

持
っ

て
ほ

し
い

。
博

物
館

は
た

だ
の

娯
楽

施
設

じ

ゃ
な

い
よ

」
と

い
う

気
持

ち
で

、
毎

回
、

先
生

た
ち

を

常
設
展
へ
案
内
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
「
戦
災
文
化
財
」

の
展
示
を
も
と
に
、「

当
館
の
成
り
立
ち
」
か
ら
「
博
物

館
の

役
割

」
や

「
文

化
財

を
守

る
意

義
」

を
話

し
て

い

る
。

す
る

と
、

今
年

度
、

3~
4

校
の

先
生
が

戦
災

文
化

財
の

前
で

子
供

た
ち

に
同

様
の

話
を

し
て

く
れ

た
。

民

俗
や

自
然

史
以

外
の

展
示

に
も

興
味

を
持

っ
て

く
れ

る

よ
う
に
な
っ
た

。
 

今
後

、
当

館
が

選
ば

れ
る

施
設

に
な

る
た

め
に

は
、

職
員

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
自

身
が

博
物

館
に

興
味

を
持

っ

て
、

好
き
に
な
る
こ
と
が

1
番

だ
と
思
う
。
博
物
館
関

係
者

の
「

熱
量

」
が

、
先

生
を

は
じ

め
来

館
者

の
心

を

動
か

す
の

で
は

な
い

か
。

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
皆

さ
ん

に

は
、

ぜ
ひ

「
博

物
館

の
顔

で
あ

る
常

設
展

」
に

た
く

さ

ん
足

を
運

ん
で

ほ
し

い
。

興
味

を
持

っ
て

接
す

れ
ば

、

毎
日
が
新
し
い
発
見
と
の
出
会
い
に
な
る
は
ず
だ
。

 
 

 
 ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
信

 
令
和
元
年

2
月

1
日

 
14

8
号

 

 【
旧
正
月
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
】

 

〇
お
き
み
ゅ
ー
的
干
支
帳

 

 
昨
年
、
干
支
巾
着
を
実
施
し
た
内
容
を
展
示
室
で
ク
イ

ズ
に
答
え
な
が
ら
干
支
を
見
つ
け
る
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
実

施
し
ま
し
た
。
お
客
様
に
は
、
博
物
館
の
展
示
室
を
ま
ん

べ
ん
な
く
回
っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
何
を
展
示
し
て
い
る
の

か
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
、
御
朱
印
帳
の
よ
う
に
集
め
る
楽

し
さ
も
然
、
「
よ
き
時
間
を
す
ご
せ
ま
す
よ
う
に
」
と
思
い
を

込
め
て
学
芸
員
の
協
力
の
も
と
開
催
し
ま
し
た
。
県
内
外

の
お
客
様
よ
り
好
評
で
中
に
は
。
２
時
間
か
け
て
た
っ
ぷ
り

と
展
示
を
楽
し
む
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
の
中
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
は

ず
！
ま
た
、
感
想
を
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。
来
年
も
面
白
い
企
画
を
考
え
ま
す
！
！

 

 〇
上
運
天
先
生
と
ピ
ノ
キ
オ
の
会
の
み
な
さ
ん
と
工
作
教
室

 

 
毎
年
恒
例
の
工
作
教
室
！
今
年
は
、
「
餌
を
つ
い
ば
む
ニ
ワ
ト
リ
の
お
も
ち
ゃ
」
と
「
龍
凧
づ
く
り
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
ま
し
た
。
上
運
天
先
生
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏
を

B
G

M
に
し
、
参
加
者
は
時
間
を
忘
れ
て
夢
中
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
龍
の
よ
う
に
尾
の
長
い
凧
が
少
な
い
風
を
受
け
な
が
ら
も
グ
ン
グ
ン
舞

い
上
が
る
姿
の
龍
凧
で
し
た
。
ま
た
来
年
も
先
生
と
工
作
教
室
を
開
催
し
た
い
で
す
♪

 

 

巳
年
み
ぃ
つ
け
た
♪
 

2 月号③
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～
✿
～

月
の
勉
強
会
日
程
（
詳
細
は
掲
示
板
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）
～

✿
～

対
象
：
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ふ
れ
あ
い
専
属
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

※
民
俗
勉
強
会
・
・

（
金
）

～
場
所
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
、
常
設
展
示
室

「
民
俗
の
視
点
か
ら
見
る
常
設
展
」

い
つ
も
と
違
う
視
点
で
常
設
展
を
見
て
勉
強
し
ま
せ
ん
か
？

※
歴
史
・
考
古
勉
強
会
・
・

（
土
）

～
場
所
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

①
年
間
活
動
の
ま
と
め
及
び
今
後
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
（
要
望
、
意
見
、

＆
等
）

②
令
和

年
度
世
話
係
選
任

③
学
芸
員
講
話
：
久
部
良
学
芸
員

「
復
帰

周
年
に
向
け
て
：
沖
縄
本
土
復
帰
関
連
資
料
―
安
室
孫
盛
を
中
心
と
し
て
―
」

※
美
工
勉
強
会
・
・

（
金
）

定
例
会
は
お
休
み
に
し
ま
す
。
下
記
の
講
座
・
学
習
会
に
参
加
し
て
下
さ
い
。

・
（
月
）
與
那
嶺
一
子
学
芸
員
の
学
習
会

・
（
土
）
伊
禮
拓
郎
学
芸
員
の
講
座

・
（
日
）
篠
原
あ
か
ね
学
芸
員
の
展
示
解
説
会

※
人
類
学
・
自
然
史
勉
強
会
・
・
未
定

✿
参
加
希
望
者
は
、
掲
示
板
に
名
前
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

✿
内
容
が
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
下
さ
い
。

        

 ン
 ボ

 ラ
 テ

 イ
 ア

沖
縄

県
立
博

物
館

令
和

年
月

日
発
行

第
号

「
博
物
館
常
設
展
の
魅
力
を
探
そ
う
！
」

（金
）の

様
子
☆

3/
16

（
月
・
休
館
日
）
、

3/
30

（
月
・
休
館
日
）
も
開
催
し
ま
す

。
 

 

小
学
生
向
け
に

自
然

史
の

解
説

ポ
イ

ン

ト
を
習
っ
た
よ
！

  
➢

 
（
土
）

～
学
芸
員
講
座

博
物
館
講
座
室

「
琉
球
漆
器
の
螺
鈿

技
法
の
う

つ
り

か
わ
り
」

伊
禮
拓
郎

（
美
工
担
当
学
芸
員
）

➢
 

（
木
）

～
博
物
館
常
設
展
示
解
説
会

澤
浦
亮
平
（
人
類
担
当
学
芸
員
）

開
催

分
前
に
ふ
れ
あ
い
体
験

室
前
に
集
合
。

➢
 

（
金
）

～
【
入
門
編
】
古
文
書
勉
強
会

博
物
館
講
座
室

「
田
里
筑
登
之
親
雲

上
渡
唐
日

記
３
」

田
名
真
之

（
館
長
）

※
当
日
先
着

席
（
予
約
不
要
）

※
参
加
費

円

➢
 

（
土
）

～
博
物
館
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー

大
川
剛
（
教
育
普
及
担
当
学
芸
員
）

開
始

分
前
に
ふ
れ
あ
い
体
験

室
前
に
集
合
。

※
当
日
先
着

名
（

～
総
合
案
内
に
て
受

付
）

～
特
別
展
「
琉
球
王
国
文
化
遺
産
集
積
・
再
興
事
業

手
わ
ざ

―
琉
球
王
国
の
文
化
―
」
関
連
催
事

～

（
火
）
に
、

特
別
展
「
琉
球

王
国
文
化
遺
産
集
積

・
再
興
事

業
手
わ
ざ

－
琉
球
王
国
の
文

化
ー
」
が
開
催
。

同
時
に
、
常
設
の
美

術
工
芸
部

門
展
示
室
で
も

「
手

わ
ざ
の
秘

密
」

が
開
催
中
。

➢
 

（
日
）
、

（
土
）
、

（
日
）

～
常
設
展
「
手
わ
ざ
の
秘
密
」

展
示
解
説
会

伊
禮
拓
郎
（
美
工
担
当
学
芸
員
）

開
始

分
前
に
常
設
展
示
入
口

に
集
合
。

※
定
員

名
程
。「

博
物
館
常

設
展
の
入
場
券

」
が

必
要
で
す

。

➢
 

（
日
）

～
特
別
展
「
琉
球
王
国
集
積
・
再
興
事
業

手
わ
ざ
―
琉
球
王
国
の
文
化
―
」

展
示
解
説
会

篠
原
あ
か
ね
、
伊
禮
拓
郎
（
美
工
担
当
学
芸
員
）

開
始

分
前
に

特
別
展
示

入
口
に
集
合
。

※
定
員

名
程
。「

博
物
館
特

別
展
の
入
場
券

」
が

必
要
で
す

。

➢
 

（
日
）

～
「
琉
球
古
刺
繍
を
や
っ
て
み
よ
う
」

博
物
館
実
習
室

寺
田
貴
子
（
活
水
女

子
大
学

教
授
・
伊
平
屋
阿
母

加
那
志
縫

衣
装
製
作
担
当
者

）

※
定
員

名
（

受
付
終
了
）

➢
 

（
日
）

～
特
別
展
関
連
特
別
文
化
講
座

講
堂

「
琉
球
の
仏
教
彫
刻

―
木
彫
刻

を
中
心
に
―

」
長

谷
洋
一
（

関
西
大
学

文
学
部
教

授
）

 
 

○
（
月
・
休
館
日
）

～
集
合
場
所
：
ふ
れ
あ
い
体
験
室
前

展
示
物
の
ほ

こ
り
落
と

し
な
ど
、

名
以
上
募
集
し
ま
す

。

○
（
火
）

～
場
所
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

３
月

の
教

育
普

及
関

連
催

事
・

そ
の

他
対
象
：
一
般

 

ふ
れ

あ
い

体
験

室
清

掃
対
象
：
博

物
館
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア

、
ふ
れ
あ

い
体
験

室
専
属

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

 

対
象
：
曜

日
班
の

世
話
係

、
勉

強
会
の
世

話
係

 
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
連

絡
会

3 月号①

3月号②　　　



－ 60 －

                                      

第
回

ボ
ラ
の
道

初
め
て
の
移
動
展
に
行
っ
て
き
ま
し
た
！
移
動
展
体
験
記

阿
利

よ
し
乃
（
民
俗
担
当
学
芸
員
）

 

今 年 度 か ら 学 芸 員 と し て 働 き 始 め て 、 十

ヶ 月 あ ま り が 経 ち ま し た 。 初 め て づ く し の

毎 日 で す 。 そ の な か で 、 一 月 二 十 九 日 か ら

三 十 一 日 ま で 移 動 展  in 伊 江 島 の 準 備 と

オ ー プ ニ ン グ の た め の 出 張 を 経 験 し ま し

た 。 伊 江 島 に 渡 る の も 初 め て 、 ま た 、 先 輩

学 芸 員 で あ る 大 湾 ゆ か り さ ん も い な い 状

況 で の 展 示 も 初 め て で し た 。

移 動 展 の 会 場 は 伊 江 島 タ ッ チ ュ ー が す

ぐ 側 に そ び え 立 つ 伊 江 村 農 村 環 境 改 善 セ

ン タ ー で し た 。 先 発 隊 の 皆 さ ん が 会 場 の レ

イ ア ウ ト を 整 え て お り 、 二 十 九 日 の 時 点 で

早 く も 展 示 が 完 成 し て い る コ ー ナ ー も あ

り ま し た 。 そ の 状 況 に 驚 き つ つ 、 わ く わ く

し な が ら 、 も の す ご く 焦 り な が ら 準 備 を ス

タ ー ト し ま し た 。  

民 俗 の コ ー ナ ー で は 「 伊 江 島 ウ ジ ョ 」 と

い う 野 良 着 を 展 示 の 目 玉 に 設 定 し ま し た 。

そ の 伊 江 島 ウ ジ ョ は 一 九 六 〇 年 以 前 か ら

使 用 さ れ て い た も の で 、 上 江 洲 均 先 生 著

『 沖 縄 の 民 具 』 に も 掲 載 さ れ て お り 、 沖 縄

に 裂 織 （ さ き お り ） の 技 術 が あ っ た こ と を

示 す 貴 重 な 資 料 で す 。 伊 江 島 の 方 々 に 、 是

非 こ の 資 料 を ご 覧 頂 き た い と 思 い 、 展 示 資

料 に 組 み 込 み ま し た 。

 

展 示 作 業 を 始 め て み る と 、 と て も 楽 し

く 、 あ っ と い う 間 に 時 間 が 過 ぎ て い き ま し

た 。 作 業 に 時 間 が か か っ て し ま い ま し た

が 、 オ ー プ ン 前 日 三 十 日 の 夕 方 に は 完 成 さ

せ る こ と が で き ま し た 。

三 十 一 日 の テ ー プ カ ッ ト に は 、 大 勢 の

方 々 に お 越 し い た だ き ま し た 。 民 俗 の コ ー

ナ ー で は 伊 江 島 ウ ジ ョ を ご 覧 に な っ て 懐

か し い お 話 を な さ る 方 、 初 め て 見 た と い う

方 、 い ろ ん な 感 想 を い た だ き ま し た 。 展 示

を と お し て 資 料 に つ い て 直 接 教 え て い た

だ く 貴 重 な 機 会 に な り 、 充 実 し た 時 間 を 過

ご す こ と が で き ま し た 。

博 物 館 ・ 美 術 館 の 行 事 や 展 示 会 、 仕 事 の

ひ と つ ひ と つ を 大 切 に し て い き た い と 実

感 し た 出 張 で し た 。

 

伊
江

島
ウ

ジ
ョ

民
話

視
聴

コ
ー

ナ
ー

で
は

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
皆

様
に

サ
ポ

ー
ト

い
た

だ
き

ま
し

た
。

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

 

3 月号③

3月号④　　　
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 ン
 ボ

 ラ
 テ

 イ
 ア

沖
縄

県
立
博

物
館

令
和

年
月

日
発

行
第

号

移
動
・退
職
の
お
知
ら
せ

●
 

久
部

良
和

子
（

歴
史

担
当

学
芸

員
）

平
和

祈
念

資
料

館
●

 
園

原
謙

（
美

工
担

当
学

芸
員

）
空

手
振

興
課

●
 

大
川

剛
（

教
育

普
及

担
当

学
芸

員
）

宇
栄

原
小

学
校

●
 

玉
城

ち
ひ

ろ
（

教
育

普
及

補
助

）

ガ ラ で は な い で す が 、 か し こ ま っ て ご あ い さ つ  
 

博 物 館 ボ ラ ン テ ィ ア の 皆 様 、 平 成 か ら 令 和 へ と 大 き な 世 代 わ り の

年 で あ っ た こ の 一 年 間 、 博 物 館 に お け る 様 々 な 活 動 に 参 加 く だ さ り

誠 に あ り が と う ご ざ い ま し た 。 そ し て ご 苦 労 様 で し た 。  

私 事 と な り ま す が 、 来 る 四 月 よ り 、 那 覇 市 の 小 学 校 へ 転 勤 す る こ

と が 決 ま り ま し た の で 、 ご 報 告 を さ せ て い た だ き ま す 。  

思 い 返 せ ば 四 年 前 、 か ね て か ら 務 め て み た い と い う 希 望 が や っ と

叶 い 、 期 待 に 胸 を 膨 ら ま せ て 博 物 館 の 門 を く ぐ ら せ て い た だ い た 事

が つ い 昨 日 の よ う に 思 い 出 さ れ ま す 。 学 芸 員 の 皆 さ ん は も ち ろ ん 、

来 館 者 の 皆 さ ん へ の 対 応 に ニ コ ニ コ と 活 動 さ れ て い る ボ ラ ン テ ィ ア

の 皆 さ ん が と て も 眩 し く 、 「 よ し 、 自 分 も ！ 」 と 張 り 切 っ て 後 ろ を 追

い か け る 決 心 を し た の で し た 。  

こ こ で 出 会 っ た す べ て の 方 た ち が 大 き な 刺 激 と な り 、 自 分 を 成 長

さ せ て く れ る 教 師 の よ う な 存 在 で し た 。 正 直 本 音 を 申 し 上 げ れ ば 、

「 も う 少 し の 間 （ 一 年 だ け ） こ こ で こ ん な 事 を や り た か っ た ！ 」 と

考 え て い た こ と が い っ ぱ い あ り ま し た 。 し か し 、 何 事 に も 腹 八 分 が

大 切 か も し れ ま せ ん ね 。  

今 度 は よ り 地 域 に 入 っ て 行 っ て 、 学 校 経 営 者 の 立 場 か ら 沖 縄 県 立

博 物 館 ・ 美 術 館 の 宣 伝 マ ン と し て 頑 張 っ て み よ う と 思 い ま す 。  

最 後 に な り ま し た が 、 こ れ ま で 、 恐 ら く 歴 代 の 担 当 の 中 で 最 も ア

ク が 強 か っ た で あ ろ う 、 私 に 、 時 に は 厳 し く 、 時 に は 両 親 の よ う に 、

時 に は 兄 弟 親 戚 の よ う に 接 し て く だ さ っ た 博 物 館 ボ ラ ン テ ィ ア の 皆

様 に 厚 く お 礼 を 申 し 上 げ ま す 。  

令 和 二 年 三 月 吉 日 教 育 普 及 担 当 大 川 剛
 

  
➢

 
（
木
）

～
博
物
館
常
設
展
示
解
説
会

山
崎
真
治
（
人
類
担
当
学
芸
員
）

開
催

分
前

に
ふ

れ
あ

い
体

験
室

前
に

集
合

。

➢
 

（
土
）

～
学
芸
員
講
座

博
物
館
講
座
室

「
人

類
学

か
ら

見
た

日
本

・
沖

縄
の

民
族

起
源

論
」

山
崎

真
治

（
人

類
担

当
学

芸
員

）

➢
 

（
土
）

～
文
化
講
座

講
堂

「
ヒ

ト
は

な
ぜ

絵
を

描
く

の
か

」
（

仮
）

齋
藤

亜
矢

（
京

都
造

形
芸

術
大

学
）

➢
 

（
土
）

～
博
物
館
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー

宇
佐
美
賢
（
地
学
担
当
学
芸
員
）

開
始

分
前

に
ふ

れ
あ

い
体

験
室

前
に

集
合

。

※
当

日
先

着
名

（
～

総
合

案
内

に
て

受
付

）

 
 

○
（
月
・
休
館
日
）

～
集
合
場
所
：
ふ
れ
あ
い
体
験
室
前

展
示

物
の

ほ
こ

り
落

と
し

な
ど

、
名

以
上

募
集

し
ま

す
。

○
（
水
）

～
場
所
：
博
物
館
講
座
室

※
「

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

証
」

や
「

駐
車

許
可

書
」

を
お

持
ち

下
さ

い
。

４
月

の
教

育
普

及
関

連
催

事
・

そ
の

他
対

象
：
一

般
 

対
象

：
博

物
館

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

 
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
全

体
会

ふ
れ

あ
い

体
験

室
清

掃

第
1
部

博
物

館
の

歴
史

／
来

館
者

が
常

設
展

で
観

て
い

る
と

こ
ろ

対
象

：
博

物
館

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

 

（
月
）
「博

物
館
の
魅
力
を
探
そ
う
！
～
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習
会
②
～
」

博
物

館
に

き
た

お
客

様
が

、
少

し
で

も
有

意
義

な
時

間
を

過
ご

せ
る

よ
う

に
。

私
た

ち
自

身
が

今
、

歴
史

を
作

っ
て

い
る

こ
と

を
忘

れ
ず

に
。

日
々

を
過

ご
し

た
い

も
の

で
す

。

今
年

度
よ

り

ふ
れ

あ
い

体
験

室
専

属

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が

博
物

館
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

統
合

さ
れ

ま
し

た
！

第
２

部
展

示
解

説
の

勘
所

園
原

学
芸

員

4 月号①

4月号②　　　
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今

か
ら

約
年

前
、

沖
縄

県
公

文
書

館
に

勤
務

し
て

い
た

頃
、

館
長

か
ら

東
京

の
映

画
現

像
所

で
沖

縄
関

係
の

映
像

フ
ィ

ル

ム
が

見
つ

か
っ

た
の

で
、

著
作

権
等

の
問

題
が

な
け

れ
ば

収
集

す
る

よ
う

に
と

メ
モ

を
渡

さ
れ

た
。

こ
の

メ
モ

に
は

、
「

ニ
ラ

イ

の
海

」
、「

沖
縄

は
ま

う
り

」
ｍ

ｍ
、「

沖
縄

」
ｍ

ｍ
と

書
か

れ
て

い
た

。
そ

の
時

か
ら

こ
の

資
料

調
査

は
始

ま
っ

た
。

公
文

書
館

の
閲

覧
室

に
は

全
国

か
ら

多
く

の
利

用
者

が
訪

れ
る

。
川

崎
市

民
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
学

芸
員

の
江

口
氏

も
そ

の
一

人
だ

。

川
崎

市
は

沖
縄

関
係

者
が

多
い

地
域

な
の

で
、
是

非
、「

ニ
ラ

イ
の

海
」
を

上
映

し
た

い
と

数
年

前
か

ら
調

べ
て

い
た

と
の

こ
と

。

川
崎

市
に

残
さ

れ
た

チ
ラ

シ
か

ら
、
こ

れ
ら

を
企

画
製

作
し

た
の

は
、
安

室
孫

盛
（

北
村

孫
盛

、
奈

良
三

郎
）
で

あ
る

こ
と

が
わ

か
っ

た
。
ま

た
、
沖

縄
教

育
史

研
究

者
に

よ
る

と
安

室
孫

盛
は

、
戦

前
教

職
員

組
合

活
動

で
検

挙
さ

れ
た

事
件

の
関

係
者

で

あ
る

こ
と

。
ま

た
、
沖

縄
映

画
史

の
研

究
者

に
よ

る
と

安
室

が
製

作
し

た
映

画
は

他
に

も
あ

り
、
復

帰
前

は
米

国
民

政
府

の
許

可

が
下

り
ず

に
沖

縄
で

は
上

映
で

き
な

か
っ

た
よ

う
で

あ
る

。
そ

の
後

、
江

口
氏

の
紹

介
で

安
室

氏
の

息
子
・
奈

良
一

郎
さ

ん
と

映

画
製

作
の

支
援

者
で

あ
っ

た
国

会
議

員
・
帆

足
計

の
秘

書
：
坪

井
隆

二
氏

を
紹

介
さ

れ
る

。
さ

ら
に

、
坪

井
氏

よ
り

最
後

ま
で

安

室
さ

ん
を

支
え

た
町

田
忠

昭
氏

を
紹

介
さ

れ
、
安

室
さ

ん
が

ど
の

よ
う

な
人

柄
で

ど
の

よ
う

な
社

会
活

動
を

行
っ

て
き

た
の

か
を

伺
う

こ
と

が
で

き
た

。
安

室
孫

盛
氏

も
石

垣
市

生
ま

れ
、
県

立
一

中
（

現
在

の
首

里
高

校
）
出

身
と

い
う

こ
と

も
あ

り
、
町

田
さ

ん
か

ら
沖

縄
県

民
へ

資
料

を
お

返
し

す
る

と
い

う
理

由
で

何
回

か
に

分
け

て
資

料
を

預
か

る
こ

と
に

な
っ

た
。
そ

の
中

か
ら

奈
良

一
郎

氏
の

自
宅

に
あ

っ
た
「

舞
う

れ
、
舞

う
れ

」
と
「

世
乞

い
の

歌
」
映

像
と

資
料

一
式

は
、
国

立
劇

場
お

き
な

わ
へ

寄
贈

す
る

こ
と

に
な

っ
た

。

今
回

、
町

田
氏

が
寄

贈
す

る
資

料
は

、
年

か
ら

年
頃

ま
で

日
教

組
と

沖
縄

祖
国

復
帰

協
議

会
、
官

公
労

が
共

同
で

開
催

し
た

「
・

海
上

集
会

」
に

関
す

る
資

料
で

あ
り

、
そ

れ
ら

は
、

沖
縄

・
小

笠
原

返
還

要
求

実
行

委
員

会
が

全
国

の
教

職
員

組
合

や
学

校
に

配
布

し
た

沖
縄

祖
国

復
帰

関
連

資
料

群
で

あ
る

。
こ

れ
ら

の
資

料
は

、
本

土
側

の
人

々
が

沖
縄

と
小

笠
原

の

返
還

要
求

を
ど

の
よ

う
に

考
え

て
い

た
か

伺
い

知
る

こ
と

の
で

き
る

貴
重

な
資

料
群

で
あ

る
。

特
に

年
に

行
わ

れ
た

第
一

回
海

上
集

会
の

様
子

は
当

時
の

本
土

と
沖

縄
の

境
界

線
で

あ
る

北
緯

度
線

を
越

え
る

と
い

う
緊

張
し

た
報

告
書

は
、

当
事

者

な
ら

で
は

書
け

な
い

内
容

で
あ

り
、
そ

の
記

事
は

ガ
リ

版
や

活
字

に
印

刷
さ

れ
、
全

国
津

々
浦

々
の

教
職

員
達

へ
資

金
集

め
の

オ

ル
グ

資
料

と
し

て
印

刷
配

布
さ

れ
た

と
い

う
。
こ

の
資

料
群

が
、

年
前

に
館

長
か

ら
手

渡
さ

れ
た

映
像

の
内

容
と

合
致

し
「

ニ

ラ
イ

の
海

」
や

「
沖

縄
は

ま
う

り
」

の
基

と
な

る
基

本
情

報
で

あ
る

こ
と

が
わ

か
っ

た
。

安
室

氏
と

町
田

氏
は

、
日

教
組

と
い

う
全

国
組

織
を

活
用

し
な

が
ら

沖
縄

と
日

本
本

土
と

の
調

整
を

行
っ

て
お

り
、
青

森
か

ら

東
京

ま
で

の
大

行
進

や
海

上
集

会
な

ど
社

会
大

衆
運

動
の

中
心

で
活

動
し

て
い

た
。

安
室

孫
盛

と
い

う
人

物
が

社
会

運
動

や
映

画
と

い
う

芸
術

的
手

法
で

沖
縄

の
本

土
復

帰
を

訴
え

、
そ

の
意

思
を

引
き

継
い

だ
長

野
県

出
身

の
町

田
忠

昭
が

現
在

ま
で

そ
の

記
録

資
料

を
大

切
に

保
管

し
て

き
た

と
い

う
事

実
を

私
た

ち
沖

縄
県

民
は

知
ら

な
い

。

年
で

沖
縄

は
日

本
復

帰
周

年
を

迎
え

る
が

、
「

・
海

上
集

会
」

に
つ

い
て

、
周

囲
の

若
者

達
に

聞
い

て
み

た
ら

、

全
く

知
ら

な
い

人
と

聞
い

た
こ

と
が

あ
る

が
ど

う
い

う
こ

と
か

は
わ

か
ら

な
い

と
の

こ
と

。
年

足
ら

ず
で

人
の

記
憶

が
薄

れ

て
し

ま
う

の
は

仕
方

の
な

い
こ

と
か

も
し

れ
な

い
。

だ
か

ら
こ

そ
文

化
の

記
憶

装
置

と
し

て
博

物
館

に
お

い
て

大
切

に
保

管
し

、

歴
史

的
事

実
を

モ
ノ

に
語

ら
せ

る
手

法
を

我
々

学
芸

員
は

日
々

考
え

て
い

か
ね

ば
な

ら
な

い
の

で
は

な
い

か
と

思
う

。

今
年

歳
に

な
ら

れ
る

町
田

さ
ん

に
沖

縄
県

民
と

し
て

、
深

い
敬

意
を

表
す

と
同

時
に

、
今

後
こ

れ
ら

の
資

料
を

整
理

・
公

開
・

保
存

し
つ

つ
、

次
の

世
代

へ
活

用
し

て
も

ら
え

る
よ

う
に

博
物

館
と

し
て

責
任

を
も

っ
て

保
管

す
べ

き
で

あ
る

と
考

え
る

。

悲
惨

な
沖

縄
戦

を
体

験
し

た
本

県
民

は
米

軍
統

治
時

代
を

経
験

し
、
施

政
権

の
返

還
と

い
う
「

復
帰

」
を

経
験

し
た

。
戦

後
の

民

主
主

義
を

住
民

運
動

の
中

か
ら

学
び

、
勝

ち
取

っ
て

き
た

諸
先

輩
た

ち
の

軌
跡

と
郷

土
を

愛
し

文
化

を
守

る
努

力
を

継
承

し
、
こ

れ
ら

の
資

料
を

後
世

へ
引

き
継

ぐ
こ

と
に

な
れ

ば
、

安
室

さ
ん

も
喜

ん
で

く
れ

る
に

違
い

な
い

。

第
６
回

ボ
ラ
の
道

「
・

海
上
集
会
」の

資
料
群
に
つ
い
て

久
部
良

和
子
（
民
俗
担
当
学
芸
員
）

 

年
間

、
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

！
！
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今

年
度

も
、
ふ

れ
あ
い

体
験
室
で

は
毎
週
土
曜

日
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ

を
開

催
し

ま
す

。
8
年

ぶ
り

に
実

施
す

る
プ

ロ

グ
ラ

ム
や

、
新

規
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
も

！
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
皆
様

の
サ

ポ
ー

ト
お

待
ち

し
て

い
ま

す
。

 

今
年

度
も

ど
う

ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い

し
ま
す
！
 
 

（
ふ

れ
あ

い
体

験
室

 
比

嘉
）
 

ふ
れ

あ
い

体
験

室
ス

タ
ッ

フ
・
富

川
 
盛

光
（

と
み
か
わ

も
り

み
つ

）
さ

ん
退

職
 

博
物

館
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
様
こ
ん

に
ち
は
！

 

こ
の

度
、
昨

年
1
0
月
か
ら
担
当
し
た

ふ
れ
あ
い
体

験

室
を

離
れ

る
こ

と
に

な
り

ま
し

た
。

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の

皆
様

に
は

、
お

客
様
へ

の
接
し
方
や

お
も
て
な
し

の
心
、

展
示

物
の

知
識

な
ど

た
く

さ
ん

の
事

を
教

え
て

い
た

だ

き
ま

し
た

。
こ

の
経

験
を

今
後

の
人

生
に

活
か

し
て

い

き
ま

す
！

 

今
後

は
、

お
客

さ
ん

と
し

て
博

物
館

に
遊

び
に

来
る

と
思

い
ま

す
の

で
、

そ
の

際
は

ま
た

皆
様

と
お

し
ゃ

べ

り
で

き
る

と
嬉

し
い
で

す
。

 

短
い

期
間

で
し
た
が
、
大

変
お
世
話

に
な
り
ま
し

た
。

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い
ま

し
た

！
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）
 

「
思

い
出
深
い
キ
ッ
ト
は
三
線
で
す
！
」
と
話
す
富
川
さ
ん
。

い
つ

も
ニ
コ
ニ
コ
、
小
さ
な
お
子
様
へ
の
対
応
が
と
て
も
上
手

で
し

た
。
新
し
い
進
路
へ
進
む
た
め
退
職
さ
れ
ま
す
。
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！
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Ⅺ  その他 
 

１ 移動展 

 

（１）移動展について（令和元年度） 

①名称:第 12回  沖縄県立博物館・美術館  移動展 in伊江島 

②会期：令和 2年 1月 31日（金）～2月 2日（日） 

③開催時間:午前 9時～午後 5時（金曜日は 11時から） 

④開催地：伊江村農村環境改善センター 

⑤対象：一般  ⑥観覧料：無料 

⑦主催：沖縄県立博物館・美術館、（一財）沖縄美ら島財団、 

伊江村、伊江村教育委員会 

⑧協力：県立博物館友の会、県立美術館支援会 happ 

（２）趣旨 

沖縄県立博物館・美術館では、県民が本県の自然・歴史・文化や芸術を正しく認識できるよう、こ

れまで集された資料を常設展示やコレクション展示で公開してきた。しかしながら島嶼県である本県

では、当館の利用に不便を感じている離島や遠隔地に住む方々が多く、県民が等しく当館を利用す

ることが難しい現状にある。移動展は、離島や遠隔地の方々に収蔵資料の展示をみていただくことに

よって、沖縄の自然・歴史・文化や、芸術への理解を深めていただくことを目的として実施する。 

（３）移動展の実施状況 

①展示内容・参加人数・関連催事  

内容 期  日 内  訳 

展示 

内容 

博物館展示 

■「世界の化石と輝く石」････････恐竜の骨格標本、岩石の展示 

■沖縄の地学・生物・歴史・民俗・考古・美術工芸に関する総合展示 

■伊江島関連映像（1977年制作）上映 

■ドローン撮影による、伊江島風景映像上映 

■デジタルミュージアム事業成果資料展示 

■伊江村教育委員会収蔵資料展示 

美術館展示 

□「展覧会展示パネル」･･････････これまでの展覧会概要パネルの展示 

□美術館収蔵資料（彫刻（レプリカ）、絵画）展示 

□「沖縄の映画」････････････････県出身映画監督作品を上映 

来場 

人数 

 1月 31日（金） 2月 1日（土） 2月 2日（日） 計 

70歳以上 8 11 24 43 

一  般 83 104 106 293 

高   大 5 6 43 54 

小   中 135 118 97 350 

未就学児 70 63 37 170 

計 301 302 307 910 

 

1月 29日 

（木） 

～ 

1月 31日

（金） 

■デジタルミュージアム上映会  講師：阿利 よし乃 

（1）1/29（水） 通所介護事業所いえしま  参加：55名 

（2）1/30（木） 伊江村合同ミニデイ  参加：100名 

（3）1/30（木） 伊江村立中央保育所  参加：45名 

（4）1/31（金） 伊江村立東保育所  参加：21名 

 

 

 

 

 

移動展チラシ.ｐｄｆ 

移動展 15 移動展 16 
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関連 

催事 

1 月 31 日

（金） 

■関連催事① 館長による講座「近世の伊江島」  

①参加:27名（定員 40名） 

②時間:19:00～20:30  

③場所:伊江村農村環境改善センター中会議室 

④講師:田名 真之（沖縄県立博物館・美術館 館長） 

 

 

 

 

  

2 月 1 日

（土） 

■関連催事② 「フィールドツアーin伊江島」 

①参加：12名 （定員 20名） 

②時間：9:00～12:00 

③集合場所：伊江村農村環境改善センター前 

④講師：玉榮 飛道（伊江村教育委員会）、宇佐美 賢、澤浦 亮平 

⑤準備：送迎用バス、救護車両１台～、各車両ドライバー、そのほか必要品 

⑥参加費：100円（保険ほか）  

2 月 2 日

（日） 

■関連催事③ 「かんたん化石のレプリカづくり」 

①参加:65名（定員 60名） 

②時間・回数：各 30分、計 4回 10:00、11:00、13:00、14:30開始 

③場所：伊江村農村環境改善センター1階ロビー 

④講師：比嘉 麻乃 

 ⑤参加費:各回 300円 

 

（４） 移動展運営の様子 

【1 月 27 日（月）】 

〇本部港より伊江港へ 

〇会場への資料搬入・会場設営 

 

 

【1月 28日（火）～30日（木）】 

〇資料の開梱・展示作業 

 

【1月 31日（金）～2月 2日（日）】 

〇移動展 in伊江島 

移動展 01 移動展 02 

移動展 03 移動展 04 

移動展 05 移動展 06 

移動展 09 移動展 10 

移動展 07 移動展 08 

移動展 11 移動展 12 移動展 13 移動展 14 
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２ 職場体験 

 
 令和元年度は、中学校・高等学校など 4 校 14 人を受け入れた。学生たちは、もぎりやミュージアム

ショップでの接客業務や情報センターでの資料整理他、ふれあい体験室における対応やワークショッ

プの下準備などを体験した。また、博物館・美術館職員による学芸業務の紹介やバックヤード見学な

ども実施。博物館・美術館に関わる様々な職種を体験することができた。 
 
体験内容：もぎり(入場券の確認)、ふれあい体験室(ワークショップの準備)、ミュージアムショップ(接

客、商品の管理)、情報センター(新聞の切り抜き作業・その他資料整理)、博物館・美術館

班(バックヤードおよび学芸業務の見学) 
 
受入校：4校 14 人(中学校 2 校、高等学校 2校) 
 
①那覇市立小禄中学校 2 学年（4 人)        6 月 25日（火）～27 日（木）(3 日間) 

②沖縄県立沖縄水産高等学校 2 学年(2 人)      7月 9日（火）～11 日（木） (3 日間) 

③沖縄県立沖縄工業高等学校 2 学年(4 人)      9月 18 日（水）～20 日（金）(3 日間) 

④浦添市立仲西中学校 1 学年（4 人)        12月 17日（火）～18 日（水）(2 日間) 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

職場体験 01 職場体験 02 

関連 

催事 

1 月 31 日

（金） 

■関連催事① 館長による講座「近世の伊江島」  

①参加:27名（定員 40名） 

②時間:19:00～20:30  

③場所:伊江村農村環境改善センター中会議室 

④講師:田名 真之（沖縄県立博物館・美術館 館長） 

 

 

 

 

  

2 月 1 日

（土） 

■関連催事② 「フィールドツアーin伊江島」 

①参加：12名 （定員 20名） 

②時間：9:00～12:00 

③集合場所：伊江村農村環境改善センター前 

④講師：玉榮 飛道（伊江村教育委員会）、宇佐美 賢、澤浦 亮平 

⑤準備：送迎用バス、救護車両１台～、各車両ドライバー、そのほか必要品 

⑥参加費：100円（保険ほか）  

2 月 2 日

（日） 

■関連催事③ 「かんたん化石のレプリカづくり」 

①参加:65名（定員 60名） 

②時間・回数：各 30分、計 4回 10:00、11:00、13:00、14:30開始 

③場所：伊江村農村環境改善センター1階ロビー 

④講師：比嘉 麻乃 

 ⑤参加費:各回 300円 

 

（４） 移動展運営の様子 

【1 月 27 日（月）】 

〇本部港より伊江港へ 

〇会場への資料搬入・会場設営 

 

 

【1月 28日（火）～30日（木）】 

〇資料の開梱・展示作業 

 

【1月 31日（金）～2月 2日（日）】 

〇移動展 in伊江島 

移動展 01 移動展 02 

移動展 03 移動展 04 

移動展 05 移動展 06 

移動展 09 移動展 10 

移動展 07 移動展 08 

移動展 11 移動展 12 移動展 13 移動展 14 
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３ 教育普及資料の活用 

 

（１）学校団体貸出一覧 

博物館の教育普及関係資料等を貸出している。令和元年度の貸出団体数は 12 件であった。 

 
 
（２）ほか活用・貸出一覧 

博物館の教育普及関係資料等を活用し、学校団体以外にもアウトリーチ活動を展開した。 

令和元年度の貸出団体数は 3 件であった。 

 利用者 資料名 利用目的 貸出期間 

1 浦添市立神森小学校 民具 民具体験学習 10/1～10/8 

2 伊江村立西小学校 DVD（デジタルミュージアム） 地域学習 10/8～10/18 

3 豊見城市立とよみ小学校 民具 民具体験学習 11/15～11/22 

4 糸満市立潮平小学校 民具 民具体験学習 11/19～11/22 

5  沖縄県立沖縄盲学校 
本島古地図パズル 

石積みパズル 
視覚障碍者向けワークショップ 11/25～11/29 

6 那覇市立松島小学校 民具 社会科授業 11/27～12/4 

7 那覇市立垣花小学校 民具 民具体験学習 12/6～12/12 

8 那覇市小禄小学校 民具 社会科授業 2/4～2/7 

9 南風原町立津嘉山小学校 民具 民具体験学習 2/7～2/14 

10 
学校法人アミークス 

国際学園 
むかしむんキット 社会科授業 2/15～2/29 

11 豊見城市立上田小学校 民具 民具体験学習 3/10～3/17 

12  那覇市立大道小学校 民具 民具体験学習 3/13～3/19 

 開催地 活用資料 活動内容 期日 

1 宜野湾市立博物館 化石関連体験キット 2種 展示会開催に係る活用 7/10～ 

2 大阪市立自然史博物館 「化石組み立てパズル」ほか 
第 20回こどものための 

ジオカーニバル 
11/1～11/3 

3 沖縄市民体育館 「化石組み立てパズル」ほか 沖縄市サイエンスフェスタ 2019 9/8 



－ 67 －

３ 教育普及資料の活用 

 

（１）学校団体貸出一覧 

博物館の教育普及関係資料等を貸出している。令和元年度の貸出団体数は 12 件であった。 

 
 
（２）ほか活用・貸出一覧 

博物館の教育普及関係資料等を活用し、学校団体以外にもアウトリーチ活動を展開した。 

令和元年度の貸出団体数は 3 件であった。 

 利用者 資料名 利用目的 貸出期間 

1 浦添市立神森小学校 民具 民具体験学習 10/1～10/8 

2 伊江村立西小学校 DVD（デジタルミュージアム） 地域学習 10/8～10/18 

3 豊見城市立とよみ小学校 民具 民具体験学習 11/15～11/22 

4 糸満市立潮平小学校 民具 民具体験学習 11/19～11/22 

5  沖縄県立沖縄盲学校 
本島古地図パズル 

石積みパズル 
視覚障碍者向けワークショップ 11/25～11/29 

6 那覇市立松島小学校 民具 社会科授業 11/27～12/4 

7 那覇市立垣花小学校 民具 民具体験学習 12/6～12/12 

8 那覇市小禄小学校 民具 社会科授業 2/4～2/7 

9 南風原町立津嘉山小学校 民具 民具体験学習 2/7～2/14 

10 
学校法人アミークス 

国際学園 
むかしむんキット 社会科授業 2/15～2/29 

11 豊見城市立上田小学校 民具 民具体験学習 3/10～3/17 

12  那覇市立大道小学校 民具 民具体験学習 3/13～3/19 

 開催地 活用資料 活動内容 期日 

1 宜野湾市立博物館 化石関連体験キット 2種 展示会開催に係る活用 7/10～ 

2 大阪市立自然史博物館 「化石組み立てパズル」ほか 
第 20回こどものための 

ジオカーニバル 
11/1～11/3 

3 沖縄市民体育館 「化石組み立てパズル」ほか 沖縄市サイエンスフェスタ 2019 9/8 

４  ボランティアによる展示ガイド 

 

博物館ボランティアの活動の一つに、展示解説ガイドがある。これは、来館者サービス向上の一環

として、博物館常設展示室の「民俗部門」と「総合展示部門」で、ボランティアがわかりやすく解説

することを目指している。 

まず、民俗部門展示室においては、民俗勉強会のボランティア有志メンバーが中心となり、沖縄県

内の離島をはじめとする小規模校（20 名以下）の子供たちを対象に解説ガイドを実施している。来館

当日は、指定管理者のスタッフが引率教員と担当ボランティアとを引き合わせるが、＜教員との打ち

合わせ～オリエンテーション～展示ガイド～まとめ＞までボランティアが先導し行っている。今年度

は、合計 6 校 67 名を受け入れた。 

そして、総合展示部門解説ガイドは平成 26 年度から本格実施し、今年度は 15 団体 592 名を受け入

れた。こちらは、県外の修学旅行や一般団体の他、県内小学校、海外からの修学旅行下見などで利用

しており、県内外のみならず国外の来館者に向けてガイドを実施することができた。また、週 3 回（8

月は週 4 日）午後①待機型ガイドでは、539 名（2 月時点）に対応した。 

広報については、ホームページ掲載、団体受付窓口の情報センターから直接案内することもあり、

年間を通じて実績を残すことが出来た。これらは、リピーターによる依頼のみならず、口コミなどで

情報を得て利用している様子も窺える。 

 

（１）民俗ガイド実施内容 

①実施日：開館日の9:00～16:00   

②所用時間：15分～30分 

③対象：県内の離島をはじめとする20名以下の小学校・中学校・高等学校 

④受付方法： 

a 「沖縄県立博物館・美術館博物館団体受付申込書」に必要事項を記入の上、FAXで送信。 

（FAXを送信しただけで、予約は完了ではない） 

b その後、受け入れの有無、内容の確認をするため、担当者から連絡する。 

※見学をする2週間前までの予約が必要。（先着順） 

※ただし、館運営の都合やボランティアの都合等により、ご希望に添えない場合もある。 

⑤参加費：無料 

⑥内容：3種類のメニューから選ぶ。 

・Aコース【15分】「海とのかかわりを学びたい子どもたちへ」 

エントランスで挨拶→ボランティアの紹介と見学マナーの案内→博物館常設展示室＜ウ

ミのワザ、沖縄の住まいと衣食、年中行事と魔よけ＞ 

・Bコース【15分】「昔の道具を学びたい子どもたちへ（田畑仕事を中心に）」 

エントランスで挨拶→ボランティアの紹介と見学マナーの案内→博物館常設展示室＜ア

ギのワザ、くらしに生きる自然素材、沖縄の住まいと衣食） 

アギとは…ウミに対して、陸地を意味する方言、限られた土地を上手に利用して田畑を

こしらえた。さまざまな仕事で使う道具にも人々の知恵と工夫をみることができる。 

 

・Cコース【30分】「民俗分野全体を学びたい子どもたちへ」 

エントランスで挨拶→ボランティアの紹介と見学マナーの案内→博物館常設展示室（村

落をとりまく世界→御嶽と神人→訪ね来る神々→人の一生→ウミのワザ→アギのワザ→

くらしに生きる自然素材→沖縄の住まいと衣食→年中行事と魔よけ→祭り→行事の現在

→変わりゆく風景） 

 

※メニューを基準に、内容の組み換えは可能。 

※現時点で、民俗分野以外の解説はできないが、他の分野の展示物の見どころをお話しすることは

可能。（ただし、解説ではなく、展示物名を紹介する程度。） 
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（２）総合展示部門解説ガイド実施内容 

①実施日：開館日の9:00～16:00   

②所用時間：30分～60分  

③対象：県内外の一般・修学旅行団体 

④受付方法： 

a 「沖縄県立博物館・美術館博物館団体受付申込書」に必要事項を記入の上、FAXで送信。 

（FAXを送信しただけで、予約は完了ではない） 

b その後、受け入れの有無、内容の確認をするため、担当者から連絡する。 

※見学をする2週間前までの予約が必要。（先着順） 

※ただし、館運営の都合やボランティアの都合等により、ご希望に添えない場合もある。 

⑤参加費：無料 

⑥内容：3種類のメニューから選ぶ。 

・Aコース【30分】「総合展示部門：10～100名以内」 

エントランスで挨拶→ボランティアの紹介と見学マナーの案内→博物館常設展総合展示

部門＜琉球王国の成立、旧首里城正殿鐘、進貢船、琉球王国の衰亡、米軍車両とナン

バープレート＞ 

・Bコース【30分】「ジンブンボックス*：100名以上」 

エントランスで挨拶→ボランティアの紹介と見学マナーの案内→自由見学〈総合展示部

門5ヶ所、民俗部門2ヶ所にジンブンボックスを配置し、各箇所に置いて来場者へのガイ

ドと質問対応をおこなう〉 

*ジンブンボックス：沖縄の方言でジンブンとは「知恵」を意味し、「知恵を与える箱」と

して設置する。今回のガイドでは、このボックスの前でボランティア

が来場者に向けた解説を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇ガイドの様子 

 

 Ⅺ_その他_04_展示ガイド_01.xls 
 

民俗部門解説ガイド

利用区分 地域 日付 団体名 対象 人数
ボランティア

人数

1 修学旅行 沖縄県 4月16日（火） カトリック学園海星小学校 学生 12 2

2 修学旅行 沖縄県 6月21日（金） 比川小学校 学生 7 2

3 修学旅行 沖縄県 6月27日（木） 平久保小学校 学生 5 2

4 修学旅行 沖縄県 9月26日（木） 福嶺小学校 学生 12 2

5 修学旅行 沖縄県 10月18日（金） 阿波連小学校 学生 4 2

6 修学旅行 沖縄県 10月25日（金） 仲里小学校 学生 27 2

67 12

総合展示部門解説ガイド

利用区分 地域 日付 団体名 対象 人数
ボランティア

人数
コース

1 研修 京都府 4月16日（火） 東洋きもの専門学校 学生 15 6 Aコース
2 修学旅行 沖縄県 5月17日（金） 宮古島市城辺小学校 学生 28 7 Aコース
3 研修 沖縄県 5月29日（水） 琉球大学沖縄の文化　留学生日本語クラス 学生 20 4 Aコース
4 修学旅行 茨城県 5月30日（木） 茨城県立北茨城特別支援学校高等部 学生 16 5 Aコース
5 研修 沖縄県 6月27日（木） ペアーレ楽園・幸寿大学校 70歳以上 32 8 Aコース
6 授業 沖縄県 7月30日（火） 宮里キッズクラブ 学生 37 3 Aコース
7 催事 沖縄県 9月12日（木） 中城村登又すでぃ花会 70歳以上 23 4 Aコース
8 修学旅行 大阪府 10月31日（木） 大谷中学校 学生 59 5 Aコース
9 授業 沖縄県 11月17日（日） 浦添市立前田小学校 学生 146 7 Bコース
10 研修 福岡県 11月20日（水） ふくおかアジア文化塾 一般 28 4 Aコース
11 修学旅行 茨城県 11月29日（金） 茨城県立石岡特別支援学校 学生 27 3 Aコース
12 修学旅行 東京都 12月4日（水） 東京都立田園調布特別支援学校 学生 49 2 Aコース
13 研修 沖縄県 12月5日（木） やんばる学びの森 一般 19 4 Aコース
14 研修 香港 1月22日（水） 友愛交流構築事業実行委員会 一般 10 3 Aコース
15 授業 沖縄県 1月24日（金） 糸満市立糸満小学校 学生 83 2 Bコース

592 67合計

合計
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（２）総合展示部門解説ガイド実施内容 

①実施日：開館日の9:00～16:00   

②所用時間：30分～60分  

③対象：県内外の一般・修学旅行団体 

④受付方法： 

a 「沖縄県立博物館・美術館博物館団体受付申込書」に必要事項を記入の上、FAXで送信。 

（FAXを送信しただけで、予約は完了ではない） 

b その後、受け入れの有無、内容の確認をするため、担当者から連絡する。 

※見学をする2週間前までの予約が必要。（先着順） 

※ただし、館運営の都合やボランティアの都合等により、ご希望に添えない場合もある。 

⑤参加費：無料 

⑥内容：3種類のメニューから選ぶ。 

・Aコース【30分】「総合展示部門：10～100名以内」 

エントランスで挨拶→ボランティアの紹介と見学マナーの案内→博物館常設展総合展示

部門＜琉球王国の成立、旧首里城正殿鐘、進貢船、琉球王国の衰亡、米軍車両とナン

バープレート＞ 

・Bコース【30分】「ジンブンボックス*：100名以上」 

エントランスで挨拶→ボランティアの紹介と見学マナーの案内→自由見学〈総合展示部

門5ヶ所、民俗部門2ヶ所にジンブンボックスを配置し、各箇所に置いて来場者へのガイ

ドと質問対応をおこなう〉 

*ジンブンボックス：沖縄の方言でジンブンとは「知恵」を意味し、「知恵を与える箱」と

して設置する。今回のガイドでは、このボックスの前でボランティア

が来場者に向けた解説を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇ガイドの様子 

 

 Ⅺ_その他_04_展示ガイド_01.xls 
 

５  企画展・特別展関連事業 

 

（１）企画展「台湾～黒潮でつながる隣（とぅない）ジマ～」 

①文化講座2回（参照：Ⅳ 博物館文化講座） 

②学芸員講座2回（参照：Ⅴ博物館学芸員講座） 

③ほか関連講座3回（座談会） 

   実施日：座談会①令和元年9月14日（土）14：00～16：00 参加者41名 

       座談会②令和元年9月28日（土）14：00～16：00 参加者71名 

       座談会③令和元年10月26日（土）17：00～19：00 参加者70名 

   場 所：当館講堂・博物館研修室 

  ④ほか関連催事4回（映画上映会） 

   ○映画①：「心の故郷」 

    ・実施日：令和元年9月13日（金）14：00～16：30 参加者23名 

         令和元年9月26日（木）14：00～16：30 参加者47名 

    ・場 所：当館講堂 

   ○映画②：「湾生いきものがたり」 

    ・実施日：令和元年9月6日（金）14：00～16：30  参加者38名 

         令和元年9月14日（土）17：30～19：30 参加者41名 

    ・場 所：当館講堂 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）特別展 琉球王国のグスク及び関連遺産群世界遺産登録20周年記念特別展 

「グスク・ぐすく・城」 

①文化講座1回（参照：Ⅳ 博物館文化講座） 

②学芸員講座1回（参照：Ⅴ 博物館学芸員講座） 

③世界遺産登録20周年記念講演「文献からうかがえるグスクの姿」 

 実施日：令和元年11月19日（火）14：00～16：00 

 講 師：田名 真之（沖縄県立博物館・美術館 館長） 

 参加者：100名 

 場 所：講座室にて 

④ほか関連講座2回 

   〇シンポジウム①「形から見たグスクの原点を探る」 

    ・実施日：令和元年12月21日（土）13:00～17:00 

    ・場 所：当館講堂 

 ・参加者：242名 

   〇シンポジウム②「遺跡から見た琉球列島のグスク時代」 

    ・実施日：令和 2 年 1 月 19 日（日）13：00～17：00 

 

台湾展チラシ 

グスク展チラシ 

上映会チラシ① 上映会チラシ② 

民俗部門解説ガイド

利用区分 地域 日付 団体名 対象 人数
ボランティア

人数

1 修学旅行 沖縄県 4月16日（火） カトリック学園海星小学校 学生 12 2

2 修学旅行 沖縄県 6月21日（金） 比川小学校 学生 7 2

3 修学旅行 沖縄県 6月27日（木） 平久保小学校 学生 5 2

4 修学旅行 沖縄県 9月26日（木） 福嶺小学校 学生 12 2

5 修学旅行 沖縄県 10月18日（金） 阿波連小学校 学生 4 2

6 修学旅行 沖縄県 10月25日（金） 仲里小学校 学生 27 2

67 12

総合展示部門解説ガイド

利用区分 地域 日付 団体名 対象 人数
ボランティア

人数
コース

1 研修 京都府 4月16日（火） 東洋きもの専門学校 学生 15 6 Aコース
2 修学旅行 沖縄県 5月17日（金） 宮古島市城辺小学校 学生 28 7 Aコース
3 研修 沖縄県 5月29日（水） 琉球大学沖縄の文化　留学生日本語クラス 学生 20 4 Aコース
4 修学旅行 茨城県 5月30日（木） 茨城県立北茨城特別支援学校高等部 学生 16 5 Aコース
5 研修 沖縄県 6月27日（木） ペアーレ楽園・幸寿大学校 70歳以上 32 8 Aコース
6 授業 沖縄県 7月30日（火） 宮里キッズクラブ 学生 37 3 Aコース
7 催事 沖縄県 9月12日（木） 中城村登又すでぃ花会 70歳以上 23 4 Aコース
8 修学旅行 大阪府 10月31日（木） 大谷中学校 学生 59 5 Aコース
9 授業 沖縄県 11月17日（日） 浦添市立前田小学校 学生 146 7 Bコース
10 研修 福岡県 11月20日（水） ふくおかアジア文化塾 一般 28 4 Aコース
11 修学旅行 茨城県 11月29日（金） 茨城県立石岡特別支援学校 学生 27 3 Aコース
12 修学旅行 東京都 12月4日（水） 東京都立田園調布特別支援学校 学生 49 2 Aコース
13 研修 沖縄県 12月5日（木） やんばる学びの森 一般 19 4 Aコース
14 研修 香港 1月22日（水） 友愛交流構築事業実行委員会 一般 10 3 Aコース
15 授業 沖縄県 1月24日（金） 糸満市立糸満小学校 学生 83 2 Bコース

592 67合計

合計
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・講 師：當眞嗣一（前沖縄県立博物館館長） 

「グスク研究の歩み」 

村木 二郎（国立歴史民俗博物館） 

         「島々からみた『琉球帝国』」 

         池田 榮史（琉球大学法文学部） 

         「奄美におけるグスク時代」 

         久貝 弥嗣（宮古島市教育委員会） 

         「宮古諸島におけるグスク時代の展開」 

         小野 正敏（国立歴史民俗博物館名誉教授） 

         「八重山におけるグスク時代」 

    ・場 所：当館講堂 ・参加者：240 名 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑤ほか関連催事 2 回 

   〇遺跡ツアー①グスクを支えた人々の痕跡をめぐる遺跡見学ツアー 

    ・実施日：令和元年 12 月 15 日（日）13：00～16：30 

    ・場 所：宜野湾市各所遺跡 ・参加者：25 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      〇遺跡ツアー②グスク見学会 in 伊平屋島 

    ・実施日：令和 2 年 2 月 15 日（日）12：30～17：30 

    ・場 所：伊平屋島賀陽グスク ・参加者：20 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0119 シンポ 01 

1215 ツアー04 

0119 シンポ 02 

1215 ツアー01 

0215 ツアー03 

1215 ツアー02 

伊平屋ツアーチラシ 

0215 ツアー04 

0215 ツアー02 

1215 ツアー03 

1215 ツアー05 

0215 ツアー01 

1215 ツアー06 

0119 シンポ 03 0119 シンポ 04 

0119 シンポ 00 



－ 71 －

６  常設展に関する取組み 

 

（１）博物館常設展見どころマップ「ここだけは見逃すな！」の活用 

博物館常設展の見学の手助けとして、平成23年度に作成した見どころマップ「ここだけは見

逃すな！」を引き続き常設展入口のラックに設置し、今年度は、10,000枚を配布した。また、

英語版「ここだけは見逃すな！」も3,000枚を配布した。 

 

（２）博物館・美術館連携事業「博物館・美術館で平和を考えるイベント」 

博物館・美術館連携催事として、慰霊の日に「博物館・美術館で平和を考えるイベント」を

開催した。美術館で戦争に関する絵画作品を中心に鑑賞ツアーをおこなった後、博物館へ移動

し近現代史の展示資料を解説しながら戦前戦後の沖縄について解説した。そして、最後に黙祷

を捧げた。 

実施日:6月23日（日）13:00～14:00 

場 所:博物館常設展示室 

担 当:外間一先（歴史担当学芸員） 

参加者:14人（定員なし） 

参加費:無料 

 

（３）博物館常設展示室ワークシート「GWアタクにアタック」 

   みどりの日にちなみ、博物館常設展示室自然史部門のジオラマを 

   活用したワークシートを実施した。 

実施期間:5月1日（金）～5月6日（月） 

場 所:博物館常設展示室 

配布数:200枚 

作成者:大濵萌子 

    

（４）博物館常設展示室ワークシート「夏休みは自然史部門を楽しもう！」 

   夏休み期間に「①アタクにアタック（生物）」「②港川人のひみつ 

   （人類）」「③目指せ石マイスター（地学）」を実施した。全問正解者にはシールを 

   差し上げた。 

実施期間:8月1日（木）～9月1日（日） 

場 所:博物館常設展示室 

配布数:628枚（①180枚 ②238枚 ③210枚） 

作成者:大濵萌子 

 

（3）博物館常設展示室ワークシート「おきみゅー的干支めぐり」 

   旧暦のお正月にちなみ、博物館常設展示室全体を活用し干支を探す 

ワークシートを実施した。全問正解者には、ケナガネズミのバッチを 

差し上げた。 

実施期間:1月24日（金）～2月2日（日） 

場 所:博物館常設展示室 

配布数:500枚 

作成者:大濵萌子 

 

 

 

 

 

 

Ⅺ_その他_06_常設展

における取組 01 

Ⅺ_その他_06_常設展

における取組 02 

Ⅺ_その他_06_常設展

における取組 03 

Ⅺ_その他_06_常設展

における取組 04 

・講 師：當眞嗣一（前沖縄県立博物館館長） 

「グスク研究の歩み」 

村木 二郎（国立歴史民俗博物館） 

         「島々からみた『琉球帝国』」 

         池田 榮史（琉球大学法文学部） 

         「奄美におけるグスク時代」 

         久貝 弥嗣（宮古島市教育委員会） 

         「宮古諸島におけるグスク時代の展開」 

         小野 正敏（国立歴史民俗博物館名誉教授） 

         「八重山におけるグスク時代」 

    ・場 所：当館講堂 ・参加者：240 名 
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   〇遺跡ツアー①グスクを支えた人々の痕跡をめぐる遺跡見学ツアー 

    ・実施日：令和元年 12 月 15 日（日）13：00～16：30 

    ・場 所：宜野湾市各所遺跡 ・参加者：25 名 
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    ・場 所：伊平屋島賀陽グスク ・参加者：20 名 
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７ 新聞・雑誌等掲載一覧 
 

博物館で開催した催事に関する新聞や雑誌における掲載は下記の通りである。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅺ_その他_08_新聞・雑誌等掲載一覧.xlsx 

 

7　新聞・雑誌等掲載一覧

○講座・展示解説会・体験学習教室など
掲載紙 掲載日 掲載欄 内容

沖縄タイムス 11月10日（日） 社会面 学芸員講座「映像・写真記録の沖縄」

沖縄タイムス 11月10日（日） 社会面 学芸員講座「映像・写真記録の沖縄」

琉球新報 12月23日（月） ひと・暮らし
グスク展関連催事シンポジウムⅠ
「形から見たグスクの原点を探る」

○ふれあい体験室

掲載紙 発行日 掲載欄 内容

「ミュージアムキッズ　vol.9」 6月1日（土） 全国ワークショップ＠ミュージアム
ふれあい体験室ワークショップ
「ふれたい博士の封入標本」

「ミュージアムキッズ　vol.10」 12月1日（日） 全国ワークショップ＠ミュージアム
ふれあい体験室ワークショップ

「ペーパービーズでアクセサリーづくり」

be-o 119号 12月25日（水） Hot News!
ふれあい体験室ワークショップ

「ふれたい博士のびんがたデザイン」
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７ 新聞・雑誌等掲載一覧 
 

博物館で開催した催事に関する新聞や雑誌における掲載は下記の通りである。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅺ_その他_08_新聞・雑誌等掲載一覧.xlsx 

 

８ 印刷物一覧 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅺ_その他_08_新聞・雑誌等掲載一覧.xlsx(のファイル内にある) 

 

8　印刷物一覧

タイトル 規格 デザイン 印刷 部数

1 文化講座（11回）
A4

（片面カラー・片面モノク
ロ）

教育普及班
（沖縄県・沖縄美ら島財団）

株式会社グラフィック/
館内手刷り

各500

2 学芸員講座（12回）
A4

（片面カラー・片面モノク
ロ）

教育普及班
（沖縄県・沖縄美ら島財団）

株式会社グラフィック/
館内手刷り

各500

3 夏休み！こどもフェスタ2019博物館学芸員講座
A4

（両面カラー）
KOMIDESIGN 株式会社グラフィック 6,500

4 2019年度博物館イベント情報
A4

（両面カラー）
教育普及班

（沖縄県・沖縄美ら島財団）
株式会社グラフィック 7,000

5 これだけは見逃すな（日本語版）
A4

（両面カラー）
教育普及班

（沖縄県・沖縄美ら島財団）
株式会社グラフィック 20,000

6 これだけは見逃すな（英語版）
A4

（両面カラー）
教育普及班

（沖縄県・沖縄美ら島財団）
株式会社グラフィック 9,500

7 博物館常設展示室ワークシート「GWアタクにアタック」
A4

（両面カラー）
沖縄美ら島財団 館内手刷り 200

8
博物館常設展示室ワークシート「夏休みは自然史部門を楽しも
う！」
①アタクにアタック（生物）

A4 2つ折
（両面カラー）

沖縄美ら島財団 館内手刷り 180

9
博物館常設展示室ワークシート「夏休みは自然史部門を楽しも
う！」
②港川人のひみつ（人類）

A4
（両面カラー）

沖縄美ら島財団 館内手刷り 238

10
博物館常設展示室ワークシート「夏休みは自然史部門を楽しも
う！」
③目指せ石マイスター（地学）

A4
（両面カラー）

沖縄美ら島財団 館内手刷り 210

11
ふれあい体験室ワークシート
「港川人研究所　港川人VS現代人」

A4
（両面モノクロ）

― 館内手刷り 500

12
ふれあい体験室ワークシート
「黒曜石で切ってみよう！」

A4
（両面モノクロ）

― 館内手刷り 100

13
ふれあい体験室ワークシート
「いろいろな楽器①チューリップを弾いてみよう！」

A4
（両面モノクロ）

沖縄美ら島財団 館内手刷り 300

14
ふれあい体験室ワークシート
「いろいろな楽器➁きらきら星を弾いてみよう！」

A4
（両面モノクロ）

沖縄美ら島財団 館内手刷り 300

15
ふれあい体験室ワークシート
「いろいろな楽器③安里屋ユンタを弾いてみよう！」

A4
（片面モノクロ）

沖縄美ら島財団 館内手刷り 100

16
ふれあい体験室ワークシート
「島のかたち①古地図パズルおまけ」

A4
（両面モノクロ）

― 館内手刷り 100

17
ふれあい体験室ワークシート
「島のかたち➁古地図パズルおまけ」

A4
（両面モノクロ）

― 館内手刷り 100

18
ふれあい体験室ワークシート
「島のかたち③古地図パズルおまけ」

A4
（両面モノクロ）

― 館内手刷り 100

19 令和元年度博物館教育普及活動
A4

（両面モノクロ）
教育普及班

（沖縄県・沖縄美ら島財団）
企画印刷ハーツ 800
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